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  第１章 十字架の究極的意義


  



  
    「キリスト・イエスのうちにあったこの思い（中略）キリストは神の形の中に存在されますが、神と等しくあることを固守すべきこととは見なさず、ご自身を空しくし、僕の形を取り、人間の姿になられました。その有様は人と異ならず、ご自身を低くして、死に至るまでも、実に十字架の死に至るまでも従順になられました。それゆえに神もまた、彼を高く引き上げて、あらゆる名にまさる名を彼にお与えになりました。それは、イエスの御名によって、天にあるもの、地にあるもの、地下にあるものが、すべてひざをかがめるためであり、そしてあらゆる舌が、『イエス・キリストは主である』と告白して、父なる神に栄光を帰すためです。」（ピリピ二・五～十一）

  


  「主の民が今日直面すべき一つの緊急の大きな問題があり、その問題に生きた形で答え、その答えに生きた形で入れるなら、霊的に大いに価値あるものが確保されることになる」と私は感じています。その問題とは、「キリストの十字架の結果成就される究極的御旨として、神は何を啓示しておられるのか？」ということです。この問題から別の問題が派生します。それは、「この御旨はどのように確保されて実現されることになると、神は啓示しておられるのか？」という問題です。この一連の黙想では、もっぱらこの二次的問題を取り扱いますが、それはこの一次的問題に対する答えにつながります。


  この主要な問題に迫るにあたって、一連の問いを発することにします。「キリストの十字架の究極的結果とは、救われたことを多くのクリスチャンが知って喜ぶことにあるのでしょうか？」。さらに、「キリストの十字架の究極的結果とは、救われた多くの人々が他の人々を同じ立場――救われた事実を喜ぶ立場――にもたらそうと努めることにあるのでしょうか？」。さらに、「その答えは、救われた多くのクリスチャンがもっぱら自分自身の聖別、勝利の道、より充実した生活に専念することにあるのでしょうか？」。さらにまた、「キリストの十字架の究極的結果とは、多くのクリスチャンたちを、いっそう深い事柄、いっそう深い神の事柄に没頭させることにあるのでしょうか？」。そして、「この四つをすべて合わせれば、この御旨、すなわち、キリストの十字架における神の完全な御旨を知ったことになるのでしょうか？」。いま述べたこれらの事柄は、確かに神の完全な御旨の一部です。しかし、それらの事柄――救い、魂を勝ち取ること、聖別、教育――で終わりでしょうか？このどれか、あるいはすべてが目的なのでしょうか？それで神は満足されるのでしょうか？これが神の願いや期待を満たすものであり、カルバリから生じる正当な結果なのでしょうか？さて、主が力づけてくださるなら、これについて見ることにします。


  いま述べたこうした事柄全体が網羅する領域は、依然として限られた領域にすぎません。その理由は二つあります。第一に、これらの事柄は依然として何か個人的な事柄――私の救い、私の奉仕、私の聖別、私の霊的教育――に帰着するからです。第二に、これらの事柄はみな、すべてではないにせよ、そのほとんどが何か地的な事柄に帰着し、この地上の生活と関係しているからです――すなわち、救われること、人々を救うこと、恵みによって成長すること、霊的知識を増し加えることと関係しているからです。これらのことは、もちろん、天に至るものであり、究極的には天を目的としていますが、はなはだ地的なものかもしれません。この立場は結局のところ、依然として制限された立場ではないでしょうか？また、この立場は十字架の意義をすべて示しているのでしょうか？


  さて、私が述べたこれらの段階は新約聖書に記されています。事実、ある意味において、「新約聖書は所々でこれらのことを個別に取り扱っている」と言えます。ローマ人への手紙は主に第一の問題――私たちの救い――について扱っています。コリント人への手紙は第二の問題――私たちの聖別――について扱っています。新約聖書は確かに、きわめて具体的なはっきりとした形で、こうした一つ一つの問題について扱っています。しかし、私たちは次のことを認識しなければなりません。すなわち、神の御言葉の一部だけでは、決して神の御旨の全体像を見ることはできないのです。神の御旨全体を見るには、神の御言葉全体が必要です。


  



  キリストの主権を表す人々


  



  ですから、私たちが御言葉に向かう時、私たちの基礎であり、私たちの道である十字架はこれらに通じるものであることがわかるのですが、これらを通してさらに先に、さらに高く十字架は進むのです。十字架はこれらの事柄を遙かに超えたものに――個別的にも、集合的にも、包括的にも超えたものに――進みます。そして、それこそ主イエスの十字架の結果成就される究極的御旨です。私が「究極的」という言葉を用いる時、あなたの思いを現在から逸らすことを私は望みません。私はこの言葉を「後で」とか「最終的に」といった時間的意味合いで用いているのではありません。なぜなら、この「究極的」とは今現在のことだからです。神の示しによると、神は今、御子の十字架の正しさを完全に証明されるのです。


  いま述べたことについて、しばし追加の言葉を述べたいと思います。私たちクリスチャンは自分たちのキリスト教に大いに関心を持つべきです。知的問題としてだけでなく、心の問題としてです。神の御言葉は全体的に私たちをどこに導くのかを見いだすことに、私たちは心から真に関心を持たなければなりません。私たちは聖書を読んでいます。毎日、数節読んでいると思います。もっと読んでいる人もいるでしょう。しかし、聖書はクリスチャンの本であり、私たちは多かれ少なかれ聖書を読んでいます。しかし、私たちのうちどれくらいの人が、「この御言葉は自分をどこに導こうとしているのでしょう？この御言葉の行き着く先は一体どこでしょう？この御言葉はたんなるついでの言葉ではありません。この御言葉には何か途方もない内容、何か大いなる内容があります。御言葉は常に将来の見通しや展望を示しており、何らかの目的を帯びていて、何かを示しているのです。私たちは何かに向かって駆り立てられており、引き寄せられています。要するに、神がこの御言葉で真に言わんとしておられることを理解する時、私たちはどこに辿り着くのでしょう？」と心の中で問いつつ聖書を読んでいるでしょう？あなたたちの何人くらいがこのような読み方をしているでしょう？私たちはこのような精神で神の御言葉に近づかなければなりません――自分の心から発したこのような問いかけをもって、神の愛によって自分の内に生み出された愛から発したこのような問いかけをもって、神の御言葉に近づかなければなりません。また、キリスト教は私たちの宗教であるだけでなく、主と心を通わせて主に満足していただくものでもありますから、私たちはキリスト教に関心を持つ必要があります。私たちは、主の御心が何を求めているのかを知りたいという願いをもって、それゆえ、自分は何を心から求めればいいのかを知りたいという願いをもって、聖書に近づかなければなりません。そしてまた私たちは、それらすべてに対する鍵である主イエスの十字架を取らなければなりません。そうするなら、私たちは何かとても偉大な結末に、とても偉大な地位に導かれることがわかるでしょう。


  この究極的なものが何か、たった一句にまとめることは可能でしょうか？試しにやってみることにしましょう。こう述べてもよいでしょうか？この究極的なものとはキリストの至高の主権と頭首権であり、それは十字架の神聖な意義が経験的に現実化されたクリスチャンの団体において、またその団体によって、この宇宙の全領域にわたって表現され、明示されるのです。


  



  十字架の成果である、知覚可能な霊的関係


  



  これをさらに噛み砕くと、どうなるでしょう？別の言葉で言い換えると次のようになります。第一に、知覚可能な霊的関係の中に生きる信者たちは十字架の成果である、ということです。十字架の成果である、知覚可能な霊的関係――これが最初の断片です。この関係は霊的関係以外の何ものでもありえません。すべての信者と実際に個人的に物理的知り合いになって生きることは不可能です。私たちはすべての信者を知っているわけではありません。現存する信者のごく一部しか知りません。私たちはこれを体系化できませんし、組織や協会やその類のものの範疇に収めることもできません。この関係は霊的関係でしかありえません。しかし、この霊的関係は知覚可能です。この関係が霊的であることは、それが知覚できない、抽象的な、漠然とした、空想上の、どこかにある、何か定義不能なものであることを意味しません。いいえ、この関係はあらゆる信者との個人的で、知覚可能な、霊的関係なのです。信者たちは地の果てまで散らされているかもしれませんが、それにもかかわらず、聖霊の御業により、この人々は他のすべての信者たちとの関係を知覚するようになっています。これはこの究極的御旨――イエス・キリストの主権と頭首権――にとって絶対に必要不可欠です。これは抽象的な虚構ではありません。これはとても積極的で、とても実際的なことです。宇宙の全領域がこの主権の衝撃力を感じるようになるには、この知覚可能な霊的関係が絶対に必要不可欠です。


  この宇宙の領域を占有しているこれらの権力者たちはみな、この宇宙を統治していますが、クリスチャンの一致の教理には何の興味も関心も持っていません。しかし、彼らは実際の霊的関係には大いに関心を持っています。その関心はあまりにも大きいため、ペンテコステの日以来ずっと、彼らの第一の狙いは常に、神の民の霊的感覚を分裂させることでした。彼らは神の民の間に数々の形で割り込めない場合でも、疎遠な感覚、無縁な感覚、すさんだ関係の感覚を生じさせようとします。なぜなら、神の民の間の生ける、実際的な、現実の、知覚可能な霊的関係というこの問題は、途方もなく重要だからです――この関係は何か機械的な組織的関係以上のものであり、何か霊的なものなのです。


  次に、この関係は十字架の成果である、と私たちは述べました。なぜなら、この関係は主イエスの十字架の素晴らしい意義がなければ決して生じえないものだからです。今この宇宙は、霊的関係に関するかぎり、引き裂かれ、破られ、バラバラになっていますが、主イエスの十字架はこの領域で働きます。この宇宙は粉砕され、無数の破片に砕かれてきました。宇宙の調和と一致は完全に台無しにされました。これらの宇宙的な権力者たちがそれを行った勢力であり、今もそれを行っています。これはほとんど議論するまでもありません。私たちは自分の内側でこれを経験しています――自制のための戦い、辛抱強さのための戦い、忍耐のための戦い、優しさのための戦い、我慢のための戦い、愛のための戦い、熟慮のための戦いがあります――これはみなまさにクリスチャン生活の実際問題です。この破壊が行われる方法をご覧なさい。全被造物、全宇宙における、これらの際限ない不調和をご覧なさい。主イエスの十字架以外にこれを解決できるものはありません。そして、これこそ今回私たちが目的としている、十字架の主要な意義の一つです――すなわち、十字架は人々の中に、またこの宇宙の中に働いて、生ける知覚可能な霊的関係で結ばれた民を生み出すのです。これがピリピ人への手紙の御言葉を読んだ理由です。目標は主の絶対至上の主権と頭首権です。どうやってこれに到達するのでしょう？「あなたたちもこの思いを持ちなさい……」。これは文脈的に何を意味し、どう適用すればいいのでしょう？「私はユーオデヤに勧め、またスントケに勧めます。主にあって一つ思いになってください」（ピリピ四・二）。「この思いを持ちなさい……」――「この思い」とは二つの相争う思いの間に介入して征服する一つの思いのことです。そして、それをなせる唯一の思いは主の思いだけです。主は十字架に行き、他の人々のために自分自身の個人的な地位や権利を放棄されました。十字架だけがこの状況に応じることができます。そうです、いま必要なのは、信者たちが十字架の成果である、生ける、知覚可能な霊的関係の中に生きることなのです。


  



  この地上を超越した霊的地位


  



  第二に、いま必要なのは、このような霊的関係にある信者たちが、この地上を超越した霊的地位につくことです。地上にありながら、地上の事柄から大いに霊的に隔たっている地位につくことです――これには地上に存在する非宗教的なものだけでなく、宗教的なものも含まれます。地上で宗教的に過ごすおそれや、地から出た宗教に属するおそれ、宗教的方法で地に触れるおそれがあるのです。私が「地に触れる」と言う時、それは体で地面に触れることを言っているのではないことはおわかりでしょう。「地に触れる」とは、呪いの宿っている領域に触れることです。地には一つの霊的特徴と要素があります――すなわち、地は呪われているのです。これは言い過ぎでしょうか？これがいかに真実か、一、二時間費やして説明することもできます。この呪いの印は次のとおりです。人類がどれほど進歩し、発展し、建て上げ、達成したように見えたとしても、また、人類の歩みがあらゆる「進歩」（？）に彩られ、いわゆる発展や、あらゆる達成、あらゆる発明、あらゆる生産と歩調を合わせているように見えたとしても、そこには呪いの要素が存在していて、その「進歩」を人にとって不利なものに転じて、人を滅ぼすものにしてしまうのです。人が世界の益のために発見し、発明し、造り出したものが、まさに世界の滅びを招くものになります。私たちが生きている今の時代、私たちは最高度に発達したこの呪いの原理に直面しています。この呪いの原理はこの宇宙の歴史の中に働いてきたものです。人々は驚異的発見をし、驚異的事柄を成し遂げてきました。そのせいで、たった一回の実験で数万人を数分の一秒で地上から消し去ることができるのです。この発展を遂げたものを人々が解き放ったら、いったいどうなるのでしょう？これを発明と言えるでしょうか？進歩と言えるでしょうか？ああ、言えないのです。この創造された世界にあるものはすべて呪いを帯びています。人自身の創造力の中に、人の滅びが内包されています。しかし、この原理の非常に強烈かつ強力な一つの側面及び表れがあります。この地的性質は多くの点で大いに洗練されたものになりました。大いに宗教的ですらあります。しかし、それは依然として地的であり、地上のものとつながっており、その期待も希望も企てもすべて地的です。この不愉快な話をあまり続ける必要はないと思います。


  しかし、この一般的説明のこの第二の断片に戻ることにします――私たちは今、信者のあるべき姿について考えています。信者は、十字架の成果である知覚可能な霊的関係の中に生きて、この地上を超越した霊的地位につく必要があります。また、信者が地的な事柄と関わりを持つのは、それがいっそう高い権益、天的な目的と関係している場合だけでなければなりません。そのような信者たちは天的領域に生きる民であり、使徒パウロはこの領域のことを「キリストにある天上の」領域という独特な句で描写しています。彼らは天的な民です。これには、もちろん、いま述べている以上の意味があります。


  



  常に増し加わる霊的豊かさ


  



  信者は十字架の成果であるこの生ける知覚可能な霊的関係の中に生きて、地上を超越したこの霊的地位につかなければなりません。第三に、いま必要なのは、そのような信者が常に増し加わる霊的豊かさという特徴を帯びることです。なぜなら、この地位についているそのような民を主が獲得される時、いかなる停滞も制限もなくなるからです。常に霊的豊かさが増し加わっていきます。彼らは数々の資源を持ち、自分たちではとうてい使い尽くせないほど多くのものを持ちます。これは作り話ではなく事実です。神の御思いもまた豊かなものであることを、神の御言葉全体が圧倒的力で示しています。神が御旨に到達されるのを見る時は常に、神はそれをみな満ち満ちた仕方で達成されます。幕屋や宮はそうではないでしょうか？――幕屋も宮も主の栄光で満ちています。神の川はそうではないでしょうか？――神の川は水で満ちています。主の木々はそうではないでしょうか？――主の木々は樹液で満ちています。水がめはそうではないでしょうか？――それらは縁まで満たされています。教会はそうではないでしょうか？――教会は「すべての中ですべてを満たしている方の豊満」です（エペソ一・二三）。このようにもっと続けることもできます。神の御思いは常に豊かさという道に沿って進みます。そしてすでに述べたように、この究極的御旨は将来のためではなく、現在のためです――人々は通常以上のものを持つことができ、必要を満たすのにちょうど間に合う分量や、どうにか必要を満たせる分量を超えたものを持つことができます。キリストの豊かさ――これこそ十字架という方法により成就される神の目的であり、いま経験されるべきものです。


  



  天の支配の現れ


  



  さしあたって最後の点である、四番目の点に来ます。すでに述べたこの三つの条件を満たす信者は、天の王国は霊的現実であることを示す必要があり、また、その領域を実際に拡張する必要があります。それは、天が確かに支配していること、そして、天が支配しているのは天的特徴を帯びた天的民という仲介者や道具を通してであることを示すことによってです。この天の至高の支配の衝撃力をもたらして、この宇宙の普遍的権力者たちに影響を及ぼすことが、いま述べているこのような民からなる教会の使命です。また、これが究極的には十字架の意義です。十字架はどこに導くのでしょう？あなたの救いや私の救いでしょうか？もちろんそうなのですが、それだけでしょうか？また、私は他の人々を救いにもたらすために忙しく働くべきでしょうか？ああ、もちろん、言うまでもなく、そのとおりです。また、あなたや私は恵みによって段階的に成長し、聖別され、御子の形に同形化されるべきでしょうか？言うまでもなく、そのとおりです。何度でも「そのとおりです」と言います。また、私たちは主を知る知識を増し加え、神に属する事柄に関する理解力において成長し、絶えず霊的に学び続けるべきでしょうか？そのとおりです。これはみな神の御旨です。しかし、これやこれらのものを一まとめにしたものが目的でしょうか？いいえ、違います。十字架の目的は、悪の霊の勢力や知的存在の全領域が、こうした衝撃力全体に直面するようになることです――これらがみな客観的に実際的影響を及ぼすようになることなのです。


  すでに述べたように、私の救い、あなたの救い、私の聖別、あなたの聖別、私の勝利の生活、あなたの勝利の生活、私の学び、あなたの学びといったことはみな、結局のところ、個人的なものにすぎないおそれがあります。それらはみな、その大部分が個別の個人的なものにすぎないかもしれません。また、それらはみな何かしら地上のものであり、人々は聖別や、霊的学びや、魂を勝ち取ることといった目的を掲げる小さな群れに、それぞれ別れて集まっているのかもしれません。ああ、そういったことは主イエスの十字架の究極的な神の意義ではありません。神が意図しておられるのは、こうしたあらゆる手段により、こうしたあらゆる線に沿って、次の目的を成就することです――すなわち、暗闇と悪と邪悪さからなる体系全体を打ち倒して、イエス・キリストの絶対的主権と頭首権の下に服従させることであり、すべてのひざが彼に対してかがむようになることです。そして、これは今まさに、あなたや私がこの霊的関係に関わっているその場所で始まっていなければなりません。これは今現在、実際のものでなければならず、拡張・拡大していかなければなりません。そしてそれにより、この民を通して表現されたこの天の王国は影響を及ぼして、さらに広大な領域を占有するようにならなければなりません。それは、この悪しき者の力と支配と悪がますます制限されるようになるためです。これこそキリストの十字架の真の目的です。キリストの十字架は、霊の命に関してあらゆる段階や局面にある個々の人々を生み出しますが、さらに先に進みます。主イエスの十字架の正しさを究極的に示すものは、この宇宙的衝撃力なのです。


  



  十字架の訓練の必要性


  



  さて、これは私たちへの課題です。最初に述べたように、私たちは主の民として一つの大きな問題に直面しなければなりません。重ねて言いたいのですが、これは私たちの個人的な救いの問題にすぎないとは私は思いません。また、これはたんに、私たちがもっと熱心に魂を勝ち取る者にならなければならないという問題でもありません。私たちは人々の救いのために心の底から熱心に気遣う必要がありますが、そうしたことは私たちにとって遙か昔に実現していなければなりません。これはたんなる私たちの個人的聖潔の問題でもありません。聖潔の必要性を軽んじたり、霊的生活で罪や欠点に対して目を閉ざすことを、神はお許しになりません。しかし、たとえそうだとしても、何か聖潔以上に偉大なものが目的なのです。また、神に属するいっそう深い事柄を知るよう求めることについては、もしそれがどうにかしてこの霊の領域で問題を解決するものでないなら、一体何の役に立つでしょう？この領域で霊の勢力が活動しているのを私たちは感じていますが、この領域の中に私たちは入っていかなければなりません――この国でそうする人もいますし、他の国々でそうする人もいます。この領域では、主な問題は肉や血ではなく、主権者たち、権力者たち、この宇宙の暗い事象、今も働いているこれらの恐るべき、罪深い、悪の勢力です。もし私たちがここまで至らないなら、私たちの探求は失敗したのであり、依然として多くのことを願う必要があります。これは大問題です。神はキリストの十字架の究極的結果として何を啓示されたのでしょう？それは御子がこの宇宙で最高の絶対的な主権的頭首権の地位につくことです。それには、他の主権、名前、権威を、すべて退陣させる必要があります。そして神の御言葉によると、これが成就されるのはこの同じ十字架によります。十字架はクリスチャンの一団の中に働いて、彼らをある地位にもたらします。それにより、彼らを通して、また彼らのうちに、この主権、この頭首権が確立されるのです。


  これは大きな問題であり、私たちを霊的訓練に関わる何かとても現実的な問題に巻き込みます。大学や施設に行ってもこれを学ぶことはできません。特別集会や集会でこれを会得することはできません。どんな学問的方法によっても、これを会得することはできません。これを学ぶには、十字架が私たちの内に真にその働きを行うこと、主が十字架によって意味しておられるものがすべて私たちの内になされることが必要です。そして、それには私たちは大いに現実的な取り引きを主と交わさなければなりません。主にはそれをなす無数の方法があります。十字架の働きの性質の中には次の点が含まれます。すなわち、十字架の働きは常に、私たちの好まない路線に沿って、私たちなら決して選ばない路線に沿って進むのです。もし十字架を自分たちの状況に合わせられたなら、それはとてもたやすい十字架だったでしょう。しかし、そんなことはできません。十字架は常に麦粒に逆らって働きます。これが十字架の性質です。十字架は常に、私たちなら決して選択しないことを要求します。主が私たちをさらに導いて、私たちが主によって示された道、主の目的に到達する道について考えるようになる時、私たちはこうした問題に直面するでしょう。その時、この宇宙的な戦い全体の中心はもともと私たちの内にあること、この問題の決着はこの個人の内なる要塞の中でつけなければならないことがわかります。この要塞とは意志です。ああ、宇宙的戦いについて、暗闇の勢力に対する戦いについて話すことは、これとは全く別の問題です！この戦いを覗いてみてご覧なさい。少しでも経験のある人なら、だれもこの戦いについて軽々しく話したりしません。とても注意深く、とても祈り深く話します。なぜなら、結局のところ、この戦いはすべて私たちの外側のものではなく、私たちの内側のものであり、私たちの内側から始まるからです。それはあなたの意志や私の意志の問題です。サタンとその強力な王国を追放することは、一人の人の意志によって成就されました。この御方は御父に完全に服従されました。そしてご自身に関するかぎり、敵を完全に打ち負かして、追放されたのです。彼は敵の存在を消し去らずに残しておかれましたが、それは私たちを彼ご自身が到達されたのと同じ地位にもたらすためでした。これは全く同じ方法――無数の点に及ぶ意志の戦い――によって成就されます。そしてついには、サタンは私たちの意志の中にもはや何の地位も立場も持たなくなり、滅び失せます。もし主がそうされるなら、私たちは後でもっと詳しくこれについて追うことにします。


  この大問題がおわかりになったでしょう。ああ、これは大問題です！神の御旨に逆らうこれらの悪の勢力を対処するために、一群れの人々が内側に造り込まれた十字架によって立ち上がる必要があります。私自身について言うと、私は数年来これを確信してきましたが、今ほど強くこれを確信したことはありません。どうか主がこの一連の黙想を通して、そのような民を部分的にでも――それはほんのわずかなものにすぎないかもしれませんが――起こしてくださいますように。


  



  第２章 天的な使命を果たすための教会の霊的資源


  



  
    「しかし、十一人の弟子たちはガリラヤへ行き、イエスが彼らに行くよう命じられた山に登った。弟子たちはイエスに会った時、彼を礼拝した。しかし、疑う者もいた。イエスは彼らのところに来て言われた、『わたしは天と地のすべての権威を与えられました。それゆえ、あなたたちは行って、すべての国民を弟子としなさい』。」（マタイ二八・十六～十九）

  


  



  霊的課題に応じる必要性


  



  今日、一つの課題があります。この課題はおそらく、この世界の歴史の他のいかなる時にもまして、厳しい重大なものかもしれません。疑いなく、教会の初期の時代、この課題はとても厳しいものでした。しかし当時、福音が勝ち取った地表の面積は今日と比べるなら微々たるものであり、他の多くの点においても、当時の状況は今日の状況に遠く及びませんでした。何世紀にも及ぶ発展の結果、この世界に関して暗闇の王国は膨大な立場や手段を得ました。今日、この悪の王国の攻撃はとても深刻であり熾烈です。多くの面で、神の教会はこれに気づいています――おそらく、その原因や理由について完全に理解しているわけではないかもしれませんが、自分が攻撃や抵抗を受けており、かなり無力化されている事実に気づいています。教会は自分の無能さや無力さ、激しさを増しつつある霊的状況に対処する権威と力の無さに気づかざるをえなくなっています。これは今日の課題であり、教会を脅かしています。この脅威により、教会はどちらかというとあまり重視されないおそれがあります。この世は教会を通り過ぎて無視することができます。また、あちこちで教会には対処できない状況、その前では教会は無能で無力な状況が生じるおそれがあります――教会はこれを知っているのです。


  この課題は一つの必要を示します。私たちは「自分たちならこの必要を満たせる」と思うほどうぬぼれてはいませんが、それでも、この課題に直面してこの必要について考えることは私たちの義務です。もし神が弱い者や小さな者を選んで、彼らが生来なしうることを遙かに超えて彼らを用いることができるとするなら、その時、私たちにも新たな可能性が拓かれることになります。ただし、私たちは神の御前でこの問題に本当に真剣に向き合う必要があります。


  私たちは、ある霊的状況について述べてきました。この現世の状況は神の働きにとってますます困難なものになりつつあることを、私たちは大いに感じています。他方、こうしたあらゆる外面的困難の背後には、ある霊的な支配があります。これはあなたたちに告げるまでもないことだと思います。目に見える物事は、結局のところ、背後にある遙かに大いなる何かの前景、舞台にすぎません。「この暗闇の世の支配者たち」という句は無意味な句ではありません。ここに問題があるのです。キリストの権威をもってそこの状況に触れられるものが生じないかぎり、教会にとって状況はお手上げです。「わたしは天と地のすべての権威を与えられました。それゆえ、あなたたちは行って、すべての国民を弟子としなさい」と私たちは容易に引用することができますし、これはあらゆる宣教の働きのスローガンでもあります。いずれにせよ、この御言葉を実行に移すとき、「あなたちは全世界に出て行って、福音を宣べ伝えなさい」がもっぱら強調されており、「わたしは天と地のすべての権威を与えられました」はあまり強調されていないように思います。「それゆえ、あなたたちは行って……」。この「それゆえ」という言葉の実際の意味に十分な注意が払われてきませんでしたし、今もそうです。この「それゆえ」という言葉は、宣教の働きと主イエスに与えられた「すべての権威」とを結ぶ鎖です。この「すべての権威」の恩恵や意義によくあずかって立っている教会については、もし教会の今日の影響力がその判断基準だとするなら、この権威はあまり大したものではないことになるでしょう。これが今日の緊急事態を成しているものです。


  



  この課題は霊的な民によって果たされる


  



  さて、この課題はすべて霊的な問題であって、霊の領域で戦い抜くべきものであることを、私たちは繰り返し指摘しました。その結果として、神の働きはまず霊の領域でなされなければならないことがわかります。現世の状況を対処して、それに打ち勝つのは、その後のことです。ここで私たちは直ちに状況の核心に導かれます。私たちは前の黙想でクリスチャンの一団について述べました。彼らはある種の人々であり、ある特別な地位にあり、ある特別な働きをしています。これはどういう意味でしょう？言葉だけで述べても、必ずしも助けになるとはかぎりません。私たちは自分の言葉を説明しなければなりません。私たちは霊的な民について話していますが、この霊的な民は霊的な関係の中にあり、霊的な地位を占めていて、霊の勢力を対処して打ち倒す卓越した働きを行っています。しかし、この「霊的」という言葉の意味は、すぐにはわかりにくいです。「霊的」であるとは、実際の働きではどういうことなのでしょう？


  



  霊的な民の特徴


  



  （ａ）天然の命によってではなく、神の命によって生きている


  



  さて第一に、「霊的」という言葉が意味するのは、そのような民の命は霊の命でなければならないということです。神の働きにおいて、天然の命が大量に放出されるおそれがあり、しばしば実際にそうなっています。あなたはそれを別の言葉――熱心、熱狂、動力、力、その他あなたが全力を尽くして打ち込む様子を描写する言葉――で呼ぶこともできます。この熱意、この熱烈さ、この力で、あなたは神の働きを果たします。さて、これは私が「霊的」と言っているものではありません。もし物事を霊の領域で行おうとするなら、ただ霊の命によって行わなければなりません。そして、霊の命は天然の命とは全く異なります。私たちがすべてを十字架の基礎の上に据えて、十字架が私たちの基礎、私たちの解釈となることを許す時、まさにそこでこの大いなる断絶がなされ、この大きな違いが認識され、この大転換が起きます。十字架で、霊の事柄に関するかぎり、天然の命はすべて終わります。霊的な効果を生じうる天然の力は、十字架ですべて終わらされ、無効化されます。実質的に霊的なものを生み出しうる、天然の体の命、エネルギー、力でさえも、全く価値がなくなります。霊の勢力と接触するようになる時、物理的な天然の領域にある筋肉や体格の力が一体何の役に立つでしょう？最強の肉体といえども、霊の勢力がただ触れるだけで損なわれてしまいます。ですから新約聖書を見ると、天然の命のエネルギー、能力、力に頼る人々はみな退けられているのがわかります。そして、当時者たちは天然の命の終焉に導かれ、自分たちの霊的働きや自分たちの霊的責任は神の命から発することを知るようにされます。体のための命でさえ、神の命から発します。ですから、彼らは神の御手の下で、神の命が自分の体にも供給されないかぎり――たとえ以前は肉体的にも体格的にも強かったとしても――前進することができず、おしまいであるという地点に達したのです。


  パウロはこの偉大な際だった例です。他の人々もまたそうです。ペテロはこれに関して危機的状況を経験しました。ペテロは自分自身に、自分にできることに、自分がどれほど先に進めるのかに、自分が切り抜けて耐えられることに、大いに自信を持っていました。しかし、十字架により、まさに十字架を目の前にして、彼は決して自分では切り抜けられないことを認めざるをえない地点に至らなければなりませんでした。「あなたは今はわたしについて来ることはできません。しかし、後でついて来るでしょう」（ヨハネ十三・三六）という主の御言葉は、ペテロにとって差し迫った意味がありました。主は「今生の後（hereafter）」すなわち来世の遠い将来について言われたのではなく、「後で（afterwards）」と言われたのです。何の後でしょう？――人間の命は全く無力であり、神の命が体の領域でも絶対に必要であり有効であるという学課を、あなたが学んだ後のことです。


  ですから、この民が経験的に学ぶべき大いなる学課の一つは、神の命によって生きる方法を知ることです。私たちがこの基礎に辿り着くとき、どの結果も自然な成り行きの結果ではなくなります。例としてタルソのサウロを取り上げましょう。彼は途方もない力を持つ人であり、肉体的にとても強い持久力を持っているようです。彼はとても強い天然の命――いわゆる魂の命――を持っています。主は彼をどうされたでしょうか？主は彼を生きる望みのない所に連れて行かれたのです。それは彼が自分自身にではなく、死者をよみがえらせてくださる神に信頼するようになるためでした（二コリント一・九）。このように自分の経験を描写することで、彼は率直に次のようにほのめかしています――「そうです、もともと私は死人であり、死の判決が私に下されているのです」。しかし、この人は進み続けます――死人が進み続けます。彼は最後に、「私はこれから処刑されます。今、人々は私を終わらせます。私は今度ばかりは降参しなければなりません」とは言いませんでした。そうです！この結果は皇帝や政府や迫害者で終わりませんでした。パウロは自分の行程を終えようとしていました――行程を中断しようとしていたのではありません。そこに「隊列の乱れ」はありませんでした。彼は自分の行程を終えようとしており、最後の瞬間まで信仰を守り抜きました（二テモテ四・七）。状況のゆえに諦めるのではなく、彼が他の箇所で述べているように、自分自身を注ぎの供え物（ピリピ二・十七）としてささげようとしていました。主はご自身の命について、「だれかがわたしから命を取り去るのではありません。わたしが自分から命を捨てるのです。わたしには命を捨てる権威があり、また命を得る権威があります」（ヨハネ十・十八）と言われましたが、パウロはこの主と全く同じ立場にあったのではないでしょうか？この主の御言葉は大祭司についてではなく、ユダヤの国についてでもなく、他のだれについてでもありませんでした――主はご自身が死なれる時のことについてこう話されたのです。人々は「祭りの間はまずい」と言いましたが、主は事実上、「いいえ、祭りの間です。わたしが自分の命を捨てるのは過越の日です」と仰せられ、事実そうなりました。


  ですから、キリストにある権威は、まず第一に命によります。この神の権威の衝撃力を悪と死の王国の上に及ぼすには、この衝撃力を及ぼす経路となる民はこの基礎の上に至らなければなりません。この基礎の上で、彼らは神の命を経験し、神から命を引き出す方法を学び、霊的な神の命を互いに供給しあう方法を学ばなければなりません。自分たちの体の命のためにも、そうする必要があります。神の命は途方もありません。もし私たちが神の命によって生きるなら、年を取ったからといって死ぬことはありません。自然の理がそうだから、また医者がそう言ったからといって死ぬこともありません！私たちが死ぬのは、主がそう言われた時だけです！主が私たちを通して御業を遂行するのにもはや神聖な命は必要ないと判断される時、私たちはより豊かな命の中に入ります。これは死ではありません。これが、死が主要な抵抗勢力であるこの宇宙における、キリストの権威です。霊的な民はこれを知らなければなりません。


  そこに導かれることはたんなる教えではありません。これは厳しい死にもの狂いの仕事です。これは反対を受けます。まさにサタンの全階級組織から反対を受けます。この反対に応じるには、私たちは霊と魂と体のために神の命を経験しなければなりません。


  



  この命に対する課題には団体的に応じなければならない


  



  そして、これはなんと団体的な問題であることか！私は人々のことを述べています。そうです、これは個人の問題です。個人的な実行と経験が必要であり、個人的な知識と適用と獲得が必要です。しかし、これは個人を超えた問題なのです。この戦いでは、すべての個人が協力する必要があり、教会全体を巻き込む必要があります。聖徒たちと協力せずに、この霊の戦いの領域の中に入って行く哀れな人の上には、その人がだれだろうと災いが降りかかります！


  ですから、この霊の領域で勝利を得る問題は教会の問題です。私が「教会の問題」と言う時、それは団体的問題を意味します。教会は主の御名の中に集まる二人または三人を指す場合もありますが、少なくとも互いに供給し合うものでなければなりません。ああ、教会の大部分がこれについて知り、直ちにこの中に入り込んでこの上に立っていたなら、現在起きている悲劇の多くは決して起きていなかったでしょう！いま神の働きから退いている多くの人がいますが、その中のどれほど多くの人が神の働きのために用いられていたことでしょう！どれほど多くの人が働きから引退しなかったことでしょう！彼らは敵の勝利を示しているのでしょうか？神の命の不足のせいで諦めざるをえない人はみな――敵の勝利を表しているのでしょうか？霊の勢力を対処する霊的立場についている霊的な人々とは、次のような意味です――第一に、内なる人である霊のために霊の命（つまり神の命）を経験している人々であり、魂と知性のために経験している人であり、実に体のためにも経験している人のことです。


  



  霊的力を得るには生来の弱さが必要不可欠である


  



  「私が弱いとき、私は強いのです」（二コリント十二・十）。「わたしの力は弱さの中で完成されます」（九節）。これはキリスト教の偉大な逆説です。神の命は私たちを文字どおり肉体的な意味でサムソンのようにはしません。私たちの筋肉を発達させたり、二頭筋を並外れたものにしたり、そうした類のことはしません。むしろ弱さの中で、普通ならもろい器をたちまち潰して消し去るはずの何かがなくなっていくのです。そして、何か生来のものではないものが与えられます。それはまさに神の命です。すべてはこの根拠に基づいて説明されなければなりません。


  誤解や思い違いを防ぐために、一言付け加えましょう。私は「健康であることは悪いことである」とか、「肉体的に丈夫であることは悪いことである」と言っているのではありません。「主のもとに行って、あなたの健康と力を取り去ってくれるよう主に求めなさい」と私はあなたに示唆しているのではありません。そうではなく、私が言っているのは、もしあなたが健康や力に基づいて働いており、霊的効力のためにそれに信頼しているなら、あなたは間違っている、ということです。健康や力は何の役にも立ちません。あなたは健康で丈夫かもしれませんが、この働きを果たすのは健康や丈夫さではないことを、あなたは理解する必要があります。あなたが大いに必要としているのは霊的な神の命だけでなく、極度の弱さと無力さでもあります。あなたの健康や力にもその果たすべき役割があるかもしれませんが、霊の領域で働きを行うには何かそれ以上のものが必要なのです。


  



  （ｂ）知性によってではなく啓示によって主を知る霊的知識


  



  霊的知識の問題にも同じことが言えます。いくら天然的な知識を蓄えて学んだとしても、霊的な事柄に触れることはできません。聖書を学ぶことには価値がありますし、神の御言葉と神の御業に関する知識を蓄えることにも価値があります。ああ、これを軽んじないでください。また、私が話した言葉によって、あなたがこれに対して勤勉でなくならないようにしてください。しかし、結局のところ、たとえあなたがそのような膨大な知識を持ち、聖書を最初から最後まで知り尽くしていて、いわゆる聖書学者だったとしても、そうしたことはみな、完全なものであっても、霊的効力には至らないのです。あなたにどれだけ知識があっても関係ありません。これらの霊的知的存在に影響を及ぼす問題になると、どんな天然の知識も彼らに触れることはできません。天然の知識や蓄積された情報では、たとえそれがいかに膨大であっても、決して暗闇の勢力を圧倒することはできません。霊的知識はそれとは別の種類の知識なのです。あなたには知性があるかもしれません――言っておきますが、知性を軽んじてはいけません――しかし、あなたには別の何かが必要なことを認識しなければなりません。そうです、私はある方法で聖書を知っています。つまり、私は聖書の中にどのような文字や文章や段落があるのかを知っています。しかし、霊的な事柄を取り扱う時になると、それは何の役にも立ちません。私はそれに加えて何かを得なければなりません――すなわち、霊的理解力と霊的知識を得なければならないのです。聖書に記されている神の御思いに関して、照らしや啓示という方法で、何かが神から私自身の心に与えられなければなりません。これをどう説明すればいいのでしょう？説明はとても難しいのですが、確かに存在します――おそらく、あなたは私が言わんとしていることを理解しているでしょう。霊的知識は別次元の知識です。霊的知的存在を対処できるような形でご存じなのは、ただ神だけです。


  ですから、この究極的領域――この領域で真の責任の所在が明らかになります――で何らかの重要性を帯びる人々は、霊的知識と霊的理解力を持つ人々でなければなりません。パウロは祈りました、「どうか、私たちの主イエス・キリストの神が、あなたたちに知恵と啓示の霊を与えて彼を知らせ、あなたたちの心の目を照らして、あなたたちに知らせてくださいますように……」（エペソ一・十七～十八）。彼はこの霊的啓示と知識を求める祈りの後で敵の策略について記し、「私たちの格闘は肉や血に対するものではなく、主権者たちに、この暗闇の権力者たちに対するものです」（エペソ六・十一、十二）と述べていますが、これは無意味なことではありません。どんな神学校や施設で学んだとしても、それだけではあなたを悪魔の策略に対して備えさせることはできません。これには霊的訓練が必要なのです。


  



  学問的ではなく実際的な霊的訓練


  



  ここで挿話を述べたいと思います。この本を読んでいる人の中には、自分の人生、自分の将来について気にしている人がいるかもしれません。あなたは、「主は私を主の奉仕の中に導かれるのでしょうか？」と疑問に思っているかもしれません。「主は私をそのように導いておられる」とはっきり感じている人もいるかもしれません。あなたは心の中で、「どのように訓練を受ければいいのでしょう？どのように準備すればいいのでしょう？」と疑問に思っているかもしれません。私はこう答えましょう。神の御言葉に記されている健全な教えは基礎として必要なものではありますが、神の働きのためにあなたを訓練するのにそれだけで十分だとは思わないでください。それだけでは適切な訓練とは言えませんし、資格を得たことにもなりません。神の働きがなされる領域では、たとえあなたが神の御言葉をすべて持っていたとしても、あなたは全く何の役にも立たないかもしれないのです。あなたは挫折し、打ち砕かれ、敗北するかもしれません。今日、神の多くの僕たちがそのような目に遭っています。なぜなら、この状況を対処できる霊的資産を得ていないからです。あなたにとって真に欠かせない訓練とは実際的な訓練であり、霊の領域でなされるものです。つまり、主はあなたが霊的な命と霊的な知識を知る霊的な人に成長するよう、あなたを取り扱われるのです。そして、それはただ十字架の原則に基づいてあなたの生活を実際的に取り扱うことによってのみ実現します。このような訓練を喜んで通ろうとしない人が大勢います。彼らは聖書研究や、神学講義や、そうしたあらゆる類のものに出かけて行きます。彼らはそのようなものに出かけて行く用意はあるのですが、生きていくことや他の人々とやっていくのがきわめて困難な状況に出くわす用意はさほどありません。そのような困難な状況の中、あなたは絶えず自分が間違ったやり方で磨き上げられているように感じ、すべてが麦粒に逆らうものであるかのように感じます。そのような状況にある時、あなたを駆り立てる唯一の望み、あなたの魂の唯一の願いは、その状況から脱け出し、逃げ去って、どこか他の場所、何か別の環境を見つけることです。しかし、そうするなら、あなたは神の御手の中から飛び出してしまいます。神の御手の中にとどまることは、十字架がその働きを終えるまで、その状況の中にとどまることを意味します。あなたは、そこで喜びを感じ、勝利を得、霊的優位性を獲得し、自分に対する敵の力が打ち砕かれるまで、その状況の中にとどまらなければなりません。これが神の働きのためにあなたが受けるべき訓練です。神がこのようなあなたを獲得されるとき、神はあなたをどこにでも置くことができますし、あなたは重要な存在になるでしょう。しかし、この訓練を受けないかぎり、他のものはみな無に等しいでしょう。


  



  （ｃ）霊的影響力――人々ではなく、キリストの衝撃力


  



  次に、この人々は霊的影響力という特徴を帯びていなければなりません。これはどういう意味でしょう？私たちは影響力のある人について話す時、その意味を承知しています。何らかの理由で、彼らは重視されています。その理由とは、先天性であれ後天性であれ、強烈な個性、個人的な進取性、指導力、異彩を放つ能力かもしれません。彼らは取るに足りない存在ではありません。積極的であって、消極的ではありません。このような類の膨大な影響が神の働きの中に持ち込まれてきました。そして、こうした生来の性格、生来の特徴や生来の先天的な資質を持つ人々が、神の王国に関する事柄でも影響力があると見なされてきました。


  さて、あなたは生来の影響力という点では巨人かもしれませんが、それでも霊の領域では暗闇の勢力はあなたを笑っているかもしれません。霊の領域では、あなたの身の丈は無に等しく、あなたの天然の寸法も彼らにとっては無にすぎません。その領域であなたが果たす責任の大きさは、あなたの霊の命の度量にほかなりません。あなたが霊の領域で、神に対して、人々に対して、そして悪の勢力に対して及ぼす影響は、霊的な影響力であって、さもなければ全くの無にすぎません。ですから、非常に多くの場合、弱い者や無に等しい者の方が、暗闇の勢力や人々にとって重視すべき存在であり、注意すべき存在なのです。しばしば次のようなことが起きます。あなたは自分があまり重んじていない信者たちのことを評価した後、彼らについて再考せずに、彼らを価値のない人々に分類します。しかし、どういうわけか、あなたは彼らをそのように片付けてしまえません。彼らの個性の有無や、彼らの現実の所在や、彼らの受けた訓練からは説明できない何かがあります。これを説明できる理由は何もないのですが、それでも、彼らは何か重要な者であることを認めないわけにはいきません。これが霊的影響力です。このように構成された人々こそ、今日の緊急事態に対応できる唯一の人々です。このような人々こそ、神がキリストの十字架の正しさを実証するための道具なのです。


  しかし、これはどういう結果になるのでしょう？こういう結果になります――このような人々に関することはみな、主に帰されなければならないのです。これがその結果です。十字架から生じる究極的結果は何であると神は啓示されたのでしょう？その結果はこれです――キリストが他のすべての勢力を圧倒的に凌駕して、それが一団の人々によって表現されることです。次に、この人々に関するかぎり、これに至る道は空にされ続けることです――それはあらゆることでキリストが第一位となるためです。明らかにされるべきは主イエスであって、人々ではありません。悪の勢力は言うでしょう、「イエスなら知っているし、その僕パウロも知っている。それに、この霊的な人々も知っている。しかし、お前たち、仰々しく儀式を執り行う、天然的に発達した者たちよ。お前たちは一体何者で、何なのだ？」。


  主が何を求めておられるのか、あなたが真に理解するよう私は望みます。主はこの種の人々によって彼の宇宙に現されなければなりません。この課題は私たちに対するものです――私たちはこのような種類の人々になるために必要なことをすべて受け入れるでしょうか？


  



  環境の訓練によって内側に造り込まれた霊性


  



  さて、終える前に、これを付け加えなければなりません。私がこれまで述べてきたことは、あなたたちの多くの人々に対して、自分の環境に順応するよう調整や再調整を要求するかもしれません。私の親愛なる友よ、若者、中年、老年の人々よ――これまで述べてきたことに照らして、「老年」という言葉は除外することにしましょう――あなたは今、かつてないほど「訓練学校」で訓練を受けているところかもしれません。神学校や施設に行くことは、必ずしもあなたを神の働きにふさわしい者とする機会にはならないかもしれません。あなたたちの中にはこれを慰めに感じる人もいるかもしれませんが、それには調整が必要です。もしあなたが神の御手の中にあるなら、あなたは神の学校の中にいるのです。あなたは何を教わり、何を学んでいるでしょう？また、その意味は何でしょう？さて、あなたは本としての聖書や、あらゆる種類の関連する主題についてさらに詳しく知ろうとしているのでしょうか？それとも、あなたは主を知ろうとしているのでしょうか？主を知る人こそ最も重要です。主以外のことなら何でも知っているという人は二の次です。聖書の知識やその類のものはみな、価値があり、重要であり、ある意味、なくてはならない基礎であり付加物ですが、唯一必要なのは主を知ることです。では、あなたはどうやって主を知るのでしょう？――これまで私が示してきた方法によってです。あなたは主をあなたの命として、あなたの知恵として、あなたの影響力として知らなければなりません。あなたの環境や状況に順応しなさい。もし私が若者に向かって訓練のコースを受けに来るよう訴えて、「さあ、これから聖書学校を始めます。あなたの人生を主にささげ、来て、主の働きのために訓練を受けませんか？」と言うなら、この呼びかけに応じて、「わかりました。私は神の働きのために訓練を受けます」と言う人もいるだろうと思います。あなたがすでに訓練にあずかっているのでないかぎり、そのような神学校に通ったとしても、それだけでは決して訓練にあずかれません。あなたの現在の状況に順応しなさい。その状況の中にとどまることが、あなたに対する主の御旨だからです。訓練学校に順応するように、現在の状況に順応しなさい。職場に退職届を出し、荷物をカバンに詰め込んで、聖書学校に行くことになったら、あなたは真剣にそうするでしょうが、それと同じくらい真剣に、新たな気持ちで取り組みなさい。あなたの現在の状況に対して、そのような態度を取りなさい。そして、このことを知りなさい。あなたが神の御旨でそこにいる間、神ご自身があなたを教えてくださるのです。そして、これこそ重要なことです。神はあなたに神の命によって生きる方法、霊的理解力と知識をもって神を知る方法、霊的影響力を行使して発揮する方法を教えてくださいます。「主が、その種の試練と試験の後、あなたがもっと完全に主の働きに移ることを望んでおられるかどうか、疑問を呈してはならない」と私は言っているのではありません。主はそう望んでおられるかもしれません。しかし、あなたはこの言葉の要点を理解しておられると思います。私たちは自分自身を自分の生活状況に全く順応させなければなりません。あなたたちの多くは、今いる所から決して離れられませんでした。しかし、その場所こそあなたの大学であり、あなたはそこで学ぶべきなのです。しかし、あなたはそうしているでしょうか？あるいは、あなたは始終そこから脱出することを願い、ひたすら堪え忍び、我慢して、「ここに私はいます。何かが解放してくれるまで、私はここにとどまらなければならないと思います」と言っているのでしょうか？あなたの態度はどうでしょう？ボート競技で漕ぐ人たちをご覧なさい。時が来て、彼らは訓練を受け、一つ心で訓練にあずかり、徹底的に訓練をこなし、訓練に打ち込みます。彼らの目的はただ一つであり、すべてはこの目的と一致させなければなりません――自分たちの前にある任務に適応させなければなりません。私たちは人生に対してこのような態度を取らなければなりません。私たちは神の御旨によってこのような人生を送っているのです。「この状況は私が訓練されるための舞台であり、私はこの状況を最大限有効に活用するために取り組みます。それは私が主を知るためであり、主を証明するためであり、主に頼って生きるためです。こうして、私は今日の必要に間に合う者として資格づけられるのです」――これは大きな必要であり、大いに緊急を要することであり、今日神の民が直面していることです。


  



  第３章 サタンの王国とその打倒


  



  
    「イエスは彼らのところに来て言われた、『わたしは天と地のすべての権威を与えられました。それゆえ、あなたたちは行って……』。」（マタイ二八・十六～十九）

    

    「神の大能の力の働きにしたがって、信じる私たちに対して働く神の力の卓越した偉大さを、あなたたちが知るに至りますように。神はその力をキリストの内に働かせて、彼を死者の中からよみがえらせ、天上でご自身の右に座らせ、彼を、すべての支配、権威、権力、支配の上に置き、また、この世ばかりでなく来るべき世においても唱えられる、あらゆる名の上に置かれました。そして、神は万物をキリストの足の下に従わせ、彼を万物の上にかしらとして教会にお与えになりました。この教会はキリストのからだであって、すべての中ですべてを満たしている方の豊満です。」（エペソ一・十九～二三）

  


  このエペソ人への手紙第一章からの節は、天と地のすべての権威は主イエスに与えられたという、彼に関する短い宣言をとても見事に詳述したものです。使徒は主ご自身の短い御言葉をこのように見事に解き明かして、「すべての権威」という言葉の豊かな内容を示します――この「すべての権威」は、すべての支配、権力、支配、名、時代を遙かに超えたものです。これが「すべての権威」の範囲、範疇、内容です。次に、使徒が事実上述べているのは、主イエスが弟子たちに、「それゆえ、あなたたちは行って……」――「この理由により、このゆえに、あなたたちは行きなさい」――と言われた時、この同じ豊かさが教会のかしらである主ご自身の内に集約されたことです。つまり、教会はこのすべての豊かさの下に直接立っているのです。主の意図は、この豊かさがかしらから肢体たちに流れ、肢体たちを通して流れ出ることです。私たちはエチオピヤの宦官が馬車の中でピリポに言った言葉をもじって、「これは誰のことですか？」と尋ねることができるでしょう。なぜなら、私たちが知る教会の中に、これに相当するものを見いだすのはとても困難だからです。この御言葉は何か別の存在にあてはまるのでしょうか？それとも、私たちにあてはまるのでしょうか？私たちの知っている教会がこれに遙かに及ばないものである事実と照らし合わせるなら、このような問いを発する余地は大いにあります。しかし、親愛なる友よ、使徒パウロが思い描いていた教会――この御言葉で彼が言及している教会――は、その中にあなたや私が一つ霊の中でバプテスマされた教会のことであり、この神の力の卓越した偉大さが信じる私たちに対して働いているのです。


  さて、これは私たちを今日の課題や必要に直面させる別の方法にほかなりません。この課題とは、私たちがこの水準に達すること、なぜ教会はこの水準からこんなにもかけ離れているのかを明らかにすること、どうすれば教会はこの宣言どおりのものになるのかということです。私たちはこの一連の黙想を、「キリストの十字架によって成就される究極的御旨として神は何を啓示しておられるのか？」と自問して始めました。私たちがいま読んだばかりの御言葉と、私たちが述べてきたことが、その答えです――神の究極的御旨は、この描写にふさわしい教会であり、この提示された神の御心に応答する一群れの人々です。神が十字架の至高の結果として啓示されたことは次のとおりです――あらゆる豊かさが御子の中に集約され、この豊かさが彼の教会、彼のからだに生き生きと有機的に伝わって、作用するようになること、また、この神の力の卓越した偉大さが、宇宙の全領域で、このからだの中で、また、このからだを通して、活動するようになることです。


  前の黙想を終えるにあたって、神はこの目的を視野に入れて私たちを実際に取り扱っておられることを見ました。また、私たちは自分のことを、いま神の訓練学校にいる者と見なすべきことについても見ました。私たちは、神の御旨によって当面のあいだ定められたこの場所で訓練を受けているところなのです。訓練学校とは、神の観点から見ると、施設や神学校のことではなく、神の御旨によって私たちが今いる所のことです――これが私たちの訓練学校です。私たちは自分自身を今の場所に順応させなければなりません。その際、「ここは神によって選ばれた場所であり、神は私たちを最大の務めのために整えてくださいます。この務めは死すべき人間が召されている務めの中でも最も偉大な務めであり、御子である私たちの主イエス・キリストの高揚と主権的頭首権を表すことです」という心構えが必要です。


  しばしの間、私はこの点を追いたいと思います。まずは、この務めのための備えに関する点から再開します。この備えは、個人的な霊的経験、懲らしめ、訓練という線に沿って進むものであり、この神の偉大な御旨のためです。神の御旨は、この宇宙で、特に霊的権力者たちと知的存在たちのこの大いなる領域で、私たちの主イエスの主権を表すことです。これは第一に神の命と関係があります。神の命は、私たちの中に働いている死と私たちの天然の命とを、私たちの中で征服して勝利します。第二に、これは神聖な知識と関係しています。この神聖な知識は他のどんな種類の知識よりも偉大なものであり――ただこの種の知識だけが、この偽りの知識の欺きを無効化して取り除くことができます。サタンは初めに人類をそそのかして、人類にこの欺きを握らせることに成功しましたが、今日、この欺きは遙か彼方まで及んでおり、深く根付いています。第三に、これは霊的影響力と関係があります――この影響力は、人間的魅力や、印象的な個性や、人に属する何らかの特性では説明がつきません――これは霊的で神聖な影響力なのです。


  



  神が求めておられるもの――キリストに関する霊的人格


  



  さて次に、これは一つのことを意味します。これは、神が求めておられるのは人であることを意味します。必要とされているのは人です――第一に必要なのは、職業上の説教者、教師、「働き人」、奉仕者、宣教士ではなく、人です。ああ、こうした肩書きによって、私たちはなんと誤った立場に陥ってしまうことか！全く宣教士ではないのに宣教士と呼ばれている人や、全く奉仕者ではないのに奉仕者と呼ばれている人が大勢います！肩書きよりも遙かに意義深いものがあるのです。肩書きがあっても、それで私たちはその肩書きにふさわしい者になるわけではありません。たとえ私たちが肩書きや制服を持っていたとしても、それにふさわしい人ではないおそれがあるのです。そうです、神が求めておられるのは、職務上の人々や物事ではありません――何らかの霊的思想、教え、真理の体系の解説者ではなく、人であり、ただ人だけなのです。私たちは区別することを新たに学ばなければなりません。新約聖書が言う教会と会衆とは全く異なります。祈りと祈りの集会とは全く異なります。真に霊的な祈りを伴わない祈りの集会を開くことも可能です。生ける証しと慣習や儀式とは全く異なります。職務上何かを代表しているだけの人々と、イエス・キリストの個人的化身である人々とは全く異なります。そうです、私たちが受ける霊的訓練の主な特徴は、人が訓練されることです。諸々の主題について学ぶことではなく、人々が訓練されることなのです。


  霊的な訓練、神があなたの生活や私の生活で遂行しようとしておられる訓練には、一つの原則があることがわかります。その原則とは霊的人格です。そして、この人格とはキリストです。あなたの人格や私の人格ではなく、キリストの人格です。この原則は神の御言葉に記されているあらゆることの基礎です。聖書をざっと眺めただけでも、これは明らかです。神は人類を一人の人、アダムとしてご覧になっているのです。


  これはまさに聖書における代表の原則です。例として祭司を取り上げましょう。祭司はイスラエル国家全体の個人的化身であり代表です。イスラエルは祭司の国であり、神は国をご覧になるかのように祭司をご覧になります。祭司が神の御前に正しく、正常な立場や状態にあって、神の指示にしたがって機能しているなら、国もまた正しくあり、神は祭司に基づいて国を迎え入れてくださいます。しかし、祭司が間違っていて、腐敗堕落しているなら、間違いなく国もそうなっています。そして、神は国をそのようにご覧になります。国はこの一人の人である祭司に集約されているのです。王についても同じです。王の状態が民の状態です。王は国全体の代表者です。まるで国は一人の人のようです。その一人の人とは王のことです。王の状態が国の状態です。この証拠を求めてあまり深く探す必要はありません。サウルと、サウルが王だった頃の国の状況をご覧なさい。ダビデと、ダビデが王だった頃の国の状況をご覧なさい。預言者についても同じです。預言者は人々の個人的代表でした。彼はあらゆる種類の尋常ならざる奇妙なことを行うよう要求されました。時には、とてもみっともない屈辱的なことを行うよう要求されることもあったのです。それは、神が彼らをどうご覧になっているのかを、国民に対して描写するためでした。イスラエルという名についてはどうでしょう？この名は一人の人の名前であり、個人の名前です。しかし、国の名前でもあるのです。一人の人の名前が国名になりました。これが原則であることがわかります。神は人類を一人の人として、一人の人物としてご覧になっているのです。


  さて、これをキリストにあてはめてみましょう。この原則はなおも有効です。神に感謝します、神は私たち自身をご覧になるのではありません。私たちが信仰をもって御子に信頼する時、神がご覧になるのはキリストです。次のように歌うとき、私たちは途方もないことを歌っているのです。


  
    訴える者は吠え猛り、

    私が犯した過ちを責め立てる。

    私はその数千倍も過ちを犯したのに、

    エホバは一つも過ちを見いだされない。

  


  これは途方もないことです！神はひとりの方をご覧になっており、この方は御子なのです。「霊的人格こそ神が求めておられるものであり、それは御子の人格です」と述べたのはこれが理由です。これが及ぼす効力と作用は、次のこと以下のものではありません――言わば――高く上げられて栄光を受けられた神の御子である主イエス・キリストが天からこの宇宙にもたらされ、彼の臨在が悪の勢力の間で、そのような臨在が意味する全体的意義と共に表されるのです。あなたはそのような存在にならないかぎり、これを行えません。学問的な方法で備えをして資格を得ようとしても、そのような方法ではこれを行えません。また、職務上の肩書きや命令によってこれを行うこともできません。次の方法による以外、これを行うことはできません――第一に、神は私たちの内側に個人的にキリストを造り込んでキリストの度量を増し加え、団体的にもキリストを造り込んでキリストの度量を統合的に増し加えます。第二に、彼の民が地上にいることによって、キリストが現れ出ます。第三に、キリストは地上で人々や国々に向かって動くだけでなく、もっぱら第一に、国々や人々や状況の背後にある霊的王国に向かって動かれます。


  



  霊の勢力に対するキリストの衝撃力


  



  キリストの臨在――これは何を意味するのでしょう？「もしイエス・キリストが地上におられたら、一体何が起きるでしょう？キリストがご自身を低くして地上におられたら、一体何が起きるでしょう」という単純な質問をしてみてください。もしそうなら、これらの悪の勢力は自ら姿を現すでしょう。キリストの臨在は彼らが隠れていることを不可能にします。彼らは叫ぶでしょう、「あなたはまだその時ではないのに、私たちを苦しめにきたのですか？」（マタイ八・二九）。なんという暴露でしょう！彼らは自分たちが滅ぼされる時のことを知っているのでしょうか？確かに知っています！さらに、彼らはキリストこそ自分たちを滅ぼす者であることを知っています。これは途方もないことではないでしょうか？キリストを連れて来なさい。ご自身を低くされたキリストを連れて来るだけで、あらゆる領域に影響が及びます。しかし、聞いてください――「神の大能の力の働きにしたがって（中略）神の力の卓越した偉大さを、あなたたちが知るに至りますように。神はその力をキリストの内に働かせて、彼を死者の中からよみがえらせ、天上でご自身の右に座らせ、彼を、すべての支配、権威、権力、支配の上に置き、また、この世ばかりでなく来るべき世においても唱えられる、あらゆる名の上に置かれました……」。この主をもたらしなさい！ああ、親愛なる友よ、これはあなたにとって素晴らしい考えのように聞こえるかもしれません。あなたはその実行可能性について聞きたいことでしょう。神は私たちに次のように語ることを願っておられると私は信じます。「あなたたちはキリストの中にあり、キリストはあなたたちの中におられます。あなたたちが関わっているその場所で、状況は従来よりも遙かにこうでなければならなかったのです」。私たちは知覚可能な霊的関係について前に述べましたが、私たちは共にこの関係の中になければなりません。この関係が霊の王国の中でものを言わなければなりません。敵はあまりにも多くの立場と方法を有していますが、そのようなことは神の御旨ではありません。まるで主は私たちにこう言っておられるかのようです、「わたしは天と地のすべての権威を与えられました。あなたはこれをどうするつもりですか？これはあなたの問題です。それゆえ、あなたたちは行きなさい……」。


  



  十字架によって確保される霊的人格


  



  さて次に、この霊的人格の問題はキリストを出来事の中に、もっぱら霊の領域の中にもたらす問題に帰着します。これはどうすれば可能でしょう？その答えは、それはただ十字架によってのみ可能であり、しかし十字架によれば確かに本当に可能である、ということです。十字架はこの二人の人、最初のアダムと最後のアダムの間に立ちます。この二人は二つの種族の代表者です。十字架はまさにこの二人の間にあります。


  十字架の意味を知るには、この二人が実際のところ何者なのか、この二人の頭首権は実際のところ何を暗示して意味しているのか、私たちは知らなければなりません。なぜなら、どちらの側にも頭首権があるからです。一方は罪のからだです。これは人類、全人類です。この罪のからだには、ひとりのかしらがいます。これが意味するのは、このかしらはこの罪のからだ全体に対するかしらであるということです。サタンがこの罪のからだ全体、最初のアダムの種族全体のかしらです。最後のアダムであるキリストは、別のからだのかしらであり、万物の上にかしらとしてこのからだに――「彼のからだである教会に」――与えられました。この両者について、頭首権が実際に何を意味するのか、私たちは理解しなければなりません。そしてこの頭首権を理解するとき、この二人の人が何者なのかがわかるようになります。また、私たちは十字架の意義を知るためにも理解しなければなりません。


  



  罪の根幹は十字架によって対処された


  



  次に、十字架はあらゆる二次的なものの裏側に回り込んで一次的なものに至ることを思い出してください。複数形の罪は二次的であり、単数形の罪は一次的です。複数形の罪は常に二次的なものであり、単数形の罪の結果です。神は複数形の罪のために、包括的な決定的備えを用意してくださいました。他方、神はその背後に回り込んで、単数形の罪に関して何かそれを遙かに超えることを行ってくださいました。この区別をする理由は次のとおりです――この一次的なものが対処されないかぎり、この二次的なものが対処される望みはほとんどないからです。あなたや私はこの点について完全にはっきりしていなければなりません。あなたは複数形の罪と格闘しているのでしょうか？もしそうなら、あなたは格闘し続けることになるでしょう。複数形の罪の鍵は単数形の罪です。あなたは自分の複数形の罪の背後に回り込まなければなりません。そこに神は行かれたのです。単数形の罪とは何でしょう？単数形の罪とは、サタンの王国の原則です。サタンの王国は何か組織化された公的体系ではありませんし、何か文字どおりの現世的対象でもありません。サタンの王国は私たちの内側にあります。これは私たち信者にとって、天の王国が私たちの内側にあるのと同じことです。


  



  単数形の罪の起源


  



  私たちの内側にあるサタンの王国はもともといかなるものなのでしょう？サタンの王国とは私たちの内にあるサタンの性質であり、サタンの性質は単数形の罪です。サタンの性質は悪い病のように働く力です――それを毒素や毒薬と呼ぶこともできます――それは旧創造に浸透しており、人類の体系の中に活発に働いています。これが単数形の罪であり、サタンの王国です。さて、私たちはこの面について取り扱わなければなりません。あなたは直ちに別の面も見るようになりますが、まだこの十字架の別の面については扱いません。今、私たちは十字架と単数形の罪というこの一次的問題から始めることができます。私たちは単数形の罪のことを「原罪」と呼ぶことにします。原罪とはどういう意味でしょう？原罪とは、遙か遠い昔に始まった何かであり、その時から連綿と続いてきて、いま私たちと共にあるものです。


  原罪はどこで始まったのでしょう？その始まりは人類の歴史を遙か昔まで遡るだけでは足らず、人類の始まりの遙か昔にまで遡ります。単数形の罪はサタンと共に始まりました。サタンに関するかぎり、原罪には二つの要素があります。第一に、原罪は神との関係を直ちに閉ざしました。第二に、原罪の座は意志の行使にあります。


  さて、私たちの聖書を理解することにしましょう。もちろん、あなたが私たちの解釈を受け入れるかどうかは、旧約で神が語られたことには常に二つの思想、二つの面があるということにあなたが同意するかどうかにかかっています。旧約聖書で神が語られたことには、現在の地的な面と永続する天的な面があります。もしこれを受け入れてくれるなら、これから読む節に関して問題が生じることはないでしょう。


  
    「ああ、黎明の子、明けの明星よ、あなたは天から落ちてしまった！もろもろの国を倒した者よ、あなたは切られて地に倒れてしまった！あなたは心のうちに言った、『私は天にのぼり、私の王座を神の星々の上に高く上げ、北の果てなる集会の山に座し、雲のいただきにのぼり、いと高き者のようになろう』。」（イザヤ十四・十二～十四）

    

    「また主の言葉が私に臨んだ、『人の子よ、ツロの王のために悲しみの歌をのべて、これに言え。主なるエホバがこう言われる、あなたは知恵に満ち、美のきわみなる完全な印である。あなたは神の園エデンにあって、あらゆる宝石があなたを覆っていた。すなわち赤めのう、黄玉、ダイヤモンド、緑柱石、縞瑪瑙、碧玉、サファイヤ、エメラルド、ざくろ石、黄金。あなたの小太鼓とあなたの笛の細工があなたの内にあった。これらはあなたの造られた日に、あなたのために備えられた。あなたは油そそがれた守護のケルブであった。わたしはあなたを神の聖なる山の上に置いた。あなたは火の石の間を歩いて上り下りした。あなたは造られた日から、あなたの内に不義が見つかるまで、その歩みが完全であった。あなたの商売が盛んになると、あなたの中に暴虐が満ちて、あなたは罪を犯した。それゆえ、わたしはあなたを神の山から汚れたものとして追い出し、ああ、守護のケルブよ、わたしはあなたを火の石の間から断ち切った』。」（エゼキエル二八・十一～十六）

  


  原罪の二つの要素として私が指摘した二つのことがわかります。第一に、神との関係が直ちに閉ざされました。まさに神の御前に原罪があります。原罪は何か神に逆らうものです。原罪は神の比類なさと孤高を犯すものです。この宇宙にふたりの至高の存在はありえず、ただひとりしかありえません。この孤高の比類ない至高性に挑むものは何であれ、この至高性に対する違反であり、欺瞞です。これから原罪が始まったのです。


  第二の点は、原罪の座は意志の行使にあるということです。イザヤ書十四章に「私は……しよう（I will）」が五回出てくることに気づかれたでしょうか？これが罪の核心であり、罪の本質です。「私は……しよう（I will）」と語ったとされる者は、おそらく決してこれを言葉では述べなかったでしょうが、預言者は霊感によってこの者の思いを明らかにしました。おそらく、私はそう確信していますが、ルシファーは決して自分の思いを言葉にはしなかったでしょう。「あなたは心のうちに言った」――ですから、これは心の問題であり、姿勢、神の御前における状態だったのです。預言者は霊感を受けて、決して言葉として語られたわけではない何か、この者の心の奥深くにあった何かを明らかにしました。ヘブル人への手紙四章十二節の有名な言葉は覚えておられるでしょう、「神の言葉は生きていて活動しており、両刃の剣よりも鋭く、魂と霊、関節と骨髄とを切り離すまでに刺し通して、心の思いと意図とを直ちに見分けることができます」。そこに神は行かれます。この五回の「私は……しよう（I will）」という決意がなされたのは、この内なる命の奥深くにおいてでした。これは意志の内なる働きであり、神は心の秘密をすべてご存じです。私たちはその秘密を口にする必要はありません。心の中に秘密があるのを神はご存じです。これが原罪です。原罪はこの命の奥深くにあります。


  私たちも原罪に直面するかもしれません。原罪は醜いものです。原罪を知らないかぎり、私たちは十字架を理解できません。原罪が及んでいる広大無辺な領域――それは遠い過去まで及び、遙か上にも遙か下にも及んでいます――を私たちが見る時、これはただ十字架の栄光を増すものにすぎません。しょせん、原罪の威光は十字架の威光に全く及ばないのです。十字架は途方もないものです。さて、これが単数形の罪――いわゆる原罪――の起源であることがおわかりになったでしょう。そしてこれは毒素であり、毒薬です。


  



  単数形の罪の性質


  



  その性質について見ることにしましょう。「あなたの心は自分の美しさのゆえに高ぶった」（エゼキエル二八・十七）。ああ、ですから高ぶりが罪の本質なのです。高ぶりから罪が生じたのです。高ぶりに関する言葉が厳しいのも驚くにはあたりません！「すべて心に高ぶる者は主に憎まれる」（箴言十六・五）。「自分の美しさのゆえに」。ですから、自己評価が高ぶりの原因でした。そして、高ぶりには常に反逆が伴います。あなたはこれまで高慢な人が満足するのを見たことがあるでしょうか？同じように着飾っていて、豊かな供給を受けているように見えるだれか別の人を連れて来なさい。そして、この高慢な人の反応を見なさい――「もっと良いものを手に入れてやる！」。高慢な心から直ちに敵対心が生じ、この反逆の精神と、最善の地位さえ不満に思う心が生じるのがわかります。高慢な心は決して満足しません。常に他の人より高く上ること、多くのものを持つこと、良い暮らしをすることを願ってやみません。これは反逆です。そして、反逆を実行に移した時、邪悪な性質が生じたのです。


  旧約聖書では、単数形の罪を主に表す二つの言葉があります――違反（transgression）と不法（iniquity）です。この二つの英単語はヘブル語では各々、反逆（transgression）と倒錯（iniquity）を意味する言葉です。反逆を実行に移した時、倒錯した性質が生じました。私たちはアダムにあって、彼の反逆行為に捕らわれてしまいました。アダムは高慢な霊に促されて、反逆しました――「神はそう言われたのですか？（中略）それを食べると、あなたたちの目が開けて、神のような者になることを、神は知っておられるのです」（創世記三・一～五）というこの提案によって、高慢な心が引き起こされました。高慢な心が燃え上がり、神が意図しておられないものを得たいという願望、神が意図しておられない者になりたいという願望がわき起こりました――確かに、このような方法や、このような路線を、決して主は意図しておられませんでした。


  ルシファーの反逆と対をなすこの反逆行為の結果、一つの性質が生じました。私たちの性質が倒錯していることを、いったい誰が否定するでしょう？親愛なる友よ、どれほどあなたが聖徒らしく、聖別されており、主にささげられていたとしても、どれほどあなたが生活の中で深く訓練されており、どれほど多くキリストの似姿があなたの内に形造られていたとしても、関係ありません――もしあなたに子供がいるなら、その子がそうした性質を受け継いでいるかどうか見てご覧なさい！なんと、大して時間がたたないうちに、その子が「したい」「したくない」と言うのを見聞きするようになるのです。不幸なことに、祖先のキリストに似た性質は私たちに遺伝しません。あらゆる新しい世代の中に倒錯した性質があります。それが現存しています。この倒錯した性質は、小さな幼児の反抗的で不機嫌な怒りっぽい叫びという単純な形を取ることもありますし、この被造物世界全体の周辺にまで及んで、こうしたあらゆる混乱、争い、戦争、殺人、冷酷さ、「人が人に加える非人道的行為」という形を取ることもあります。しかし、いずれにせよ同じことであり、同じ性質であり、同じ先天的な倒錯性なのです。人はそれを飼い慣らすことも、根絶することも、癒すこともできません。人は国際的倒錯を抑制したり癒したりするために国際連盟や国際連合を設立するかもしれませんが、いったい何が起きるでしょう？国際連盟は原罪と衝突してますます悪化してしまったのです！私たちは主イエス・キリストを信じる信者であり、彼を愛する者であり、自分を彼にささげています。しかし、私たちが逆境、苦難、失望、挫折に遭遇する時、また神が私たちの願うものを差し控えられる時、私たちはそれによって試みられ、吟味されます。この時、私たちの内側にはいとも容易に倒錯や反逆が湧き上がってこないでしょうか？それを抑制し続けることは全く困難ではないでしょうか？それはこの古い人のうちにあります。これが罪の性質です。そして、サタンの中にあるこの単数形の罪は、まさにこうしたあらゆる罪が吹き出す噴水口です。これについて私たちはよく知っています。これはこの創造された世界ではありふれたものです。単数形の罪からそれが発したのであり、単数形の罪がその性質です。そしてこの源によって、人は今のような者になったのです。これはそういうものであり、そういうわけなのです。


  



  単数形の罪の要塞である自己


  



  さて次に、人について見なければなりません。何を見いだすでしょう？人の中心にあるものは何でしょう？この同じもの――自己、自己、自己――です。血によって生まれたものが出てきます。自己の意志、自己の関心、「この仕事や行程は自分にどう影響するのでしょう？これは私にとって益でしょうか、それとも不利益でしょうか？」という基準に基づく損得勘定、さらに多くのものが出てきて切りがありません。ひどく感覚的な形の自己を目にすることもありますし、もっと普通の野心という形で目にすることもあります。中には価値ありと称されている野心さえあります。例えば、成功の階段を上りたいという願い等です。しかし、この自己は私たちの霊的生活の中に入り込んで、祝福や力を求める私たちの探求の隠れた動機にもなるおそれがあります。例えば、ペテロの場合がそうでした。主がペテロに、「わたしがあなたを洗わないなら、あなたはわたしに何の分もありません」（ヨハネ十三・八）と言われた時、ペテロはできるだけ自分のために多くのものを得たいと願って、「主よ、私の足だけでなく、私の手も、私の頭も」と答えました。私はあなたに自己分析や内省をさせるつもりはありません。しかし、私たちが十字架を理解して、このキリストという霊的人格を発達させられるようになるには、まずこの自己の問題に取り組まなければならないのです。なぜなら、すでに述べたように、ただ十字架という方法によってのみ、自己の利益、自己満足、自己実現、その他多くの自己の形は消え去っていくからです。自分を主張する、積極的で、横柄な、脚光を浴びることを愛してやまない自己だけでなく、自分の貧しさや惨めさや悲惨さゆえに人の注意を引こうとする哀れな自己もあります――これはみな自己です。何であれ私たち自身を見つめさせるものは自己であり、十字架はその道に立ちはだかって、サタンから出てきたあらゆるものに対して、その由来が何であれ――自己実現であれ、自己主張であれ、自己強制であれ、自己推進であれ、消極性や劣等感を伴う自己憐憫であれ――「否」と言います。サタンがそうしたいっさいの背後のどこかに隠れています。サタンはそれを用いて、その結果、キリストを隠してしまいます。どうにかして自己を対処しなければなりません。これが私たちが在籍している学校です。堕落した人とサタンのこの本質的連合こそ、ある観点から見ると、全聖書の要約であると言えます。これはまた、人が神の立場ではなく自分自身の立場に立つ時、神は人に対してどこに立たれるのかをも示しています。


  



  サタンの王国の本質である単数形の罪


  



  さて、その結果は――王国です。ここから私たちは始めました。サタンの王国とは何でしょう？何かそこにあるもの、遠く離れた客観的なものでしょうか？鎧を身にまとい、出て行って、サタンの王国を攻撃することを、あなたは計画しているのでしょうか？――サタンの王国は何か遠くにある、インドや、中国や、ロンドンの貧民街にあるものなのでしょうか？いいえ、このサタンの王国は、まず第一に、あなたの内側にあるものなのです。内側に何かがなされないかぎり、サタンは退位させられませんし、彼の王国も打ち倒されません。サタンの王国はそこにあります。サタンの力は、彼が人類にかみついて注入した、毒としての彼の性質にあります。これは人が許可を与えて同意したためです。これは暗くて恐ろしい面ですが、私たちはこの王国の現実と性質を理解しなければなりません。これをはっきりと見ないかぎり、あなたは近づいて十字架の意義を見ることも、天の王国の意義を見ることもできません。なぜなら、十字架はまさにそこにやって来て、この堕落した被造物に対して完全に「否」と言うからです。十字架のこの「否」は、完全で、決定的な、永遠の「否」です。神に感謝します。十字架は「否」と言うだけでなく、成就します。私たちは主の民である以上、主の御手の中にあります。いかなる形であれ、自己が自分を主張する時はいつも、私たちはそれを見分けなければなりません。もし見分けられないなら、何かどこかが間違っており、どこかに調べるべき妨げがあります。私たちは私たちの内側の御霊の証しにより、見分けなければなりません。ああ、私たちは離れて一人きりになり、主と取り引きをする時、こうした多くの隠れた戦いや経験を経過しますが、これはそれが理由ではないでしょうか？私たちは何かふさわしくないことを言ったり、行ったりしたのかもしれません。あるいは、私たちの振る舞いが、たとえ言葉には出していなくても、間違っていたのかもしれません。あるいは、私たちは偉そうに振る舞い、自分たちのことについておしゃべりし、この生活やこの世のあらゆる安っぽいものを見せびらかして、この旧創造に属するものを大事にしていたのかもしれません。そして、私たちは後になって惨めな気持ちになり、それについてくよくよするのです。「ああ、これは全く死ではなかったでしょうか？どうしてこんな風にひっかかってしまったのでしょう？」。私たちのなすべき唯一のことは、主の臨在の中に逃げ込んで、再調整してもらうことです。私たちはこれをよく知っています。このようなことが起きる時、私たちはこの学校の中にあるのです。


  ここで締めくくって終わりにしなければならないと思います。親愛なる友よ、これが私たちが滅ぼすよう召されているサタンの王国の性質です。これがこの戦いの性質です。これはもっぱら、サタンや悪鬼どもを個人的に対処する問題ではなく、サタンの王国の基礎を取り扱う問題です。サタンの王国はこの基礎の上に建てられており、この基礎がサタンの力を支えています。この基礎とは単数形の罪であり、単数形の罪とは先天的な反逆と倒錯です。ですから、サタンの王国は主イエスの十字架で打ち倒されます。主イエスの十字架で、あらゆるものの背景が対処され、サタンは追放されました――たんに彼自身が追放されただけではありません。サタンひとりが追放される光景を思い浮かべないでください――サタンが追放されたという意味は、サタンの力の精神的根拠が彼から取り去られたということです。サタンは別の性質に直面しました。その性質の中に倒錯はいっさいありませんでした。また、この性質はあまりにも強力で、サタンの手に負えませんでした。そして、際だって偉大な尊い約束が私たちに与えられました。この約束によって、私たちはこの同じ神の性質にあずかる者となることができます（一ペテロ一・四）。サタンが力を失うのは、この線に沿ってなのです。


  



  第４章 神の王国


  



  私たちはこれまであなたに、「私たちはこの宇宙の霊的歴史において、とても危機的な時を迎えている」という私たちの強い感覚を分け与えようとしてきました。今日のこの情勢を観察している人なら、あまり議論や証拠を示すまでもなく、この情勢が大いに脅威的なものであることを納得するでしょう。この地上における神の働きに関するかぎり、これはとても深刻な状況です。神に敵対する悪の全体系は、様々な異なる姿で、様々な異なる名の下で、また様々な強力さで、大いに目立つものになりつつあります。この試みは、神をこの宇宙から追い出すために、大いに増し加わりつつあります。これは全く明らかなことです。こうした情勢に関するかぎり、神の占める場所は地上で狭まりつつあります。キリスト教国と言われている国々ですら、急速に異教が優勢になりつつあり、神に対する言及がかなり減りつつあります。もちろん、これは世界の他の場所でも、もっと強力な形で見られます。かつては多かれ少なかれ受動的だった固有の傾向が、今では積極的なものとなり、ますますそうなりつつあります。これらはみな途方もない動きであり、あらゆるものの背後にある一つの王国に向かって共に進みつつあります。そして、「誰がこの創造された世界を治めることになるのか？」というこの決定的問題を提起しています。私は、宗教の自由に関する問題や、人類の自由に関する問題といった多くの問題について問いかけることにより、この問題をかなり詳しく追うこともできたでしょう。しかし、あなたは事の成り行きや、この悪の働きを――その名がいかなるものであれ――ご覧になっています。これらすべての問題の一つの焦点は、この世界の主権に関する問題です。この問題は数多くの問題に帰結するものではなく、一つの問題に帰結するものであることは明らかです――その一つの問題とは、「どちらの王国が勝利を収めるのか？」という問題です。今日、この世界の歴史のいかなる時にもまして、この問題は切迫しています。


  今日、地上にいる主の民はみな、この大問題と関係しています。私たちに関するかぎり、主は私たちがこれに直面するようにしておられます。そして、この一連の黙想でこれまで述べてきたこと、またこれからなおも述べようとしていることは、これとの関係で意義を持つものなのです。


  



  神の王国とは神の領域である


  



  ですから、詳細は省いて、この問題に取り組んで専念することにします。付記すると、私たちが取り組んでいるのは創造における神の御旨という問題以外のものではありません。これは何でしょう？これについては、とても一般的な言葉で述べることしかできません。これはみなこの一つの句――神の王国――に要約することができます。私たちはこの句にかなり慣れ親しんでいるため、実際のところ、この句の意味を理解しそこなっているのではないかと思います。さて、第一に、神の王国とは神の領域であり、神がご自身を表現される領域です。神の王国はそうでなければなりません。全聖書を貫いている原理はこれです。神がおられる所はどこでも、その領域は神ご自身と一致するものにならなければなりません。その領域は神の性格を帯びなければならず、神ご自身の御心、神ご自身を表現するものでなければなりません。神の王国は神の領域です。この領域は神ご自身を表現し、神の性格を帯びています。また、その領域の中ではすべてのものが、ごく小さなものに至るまで、神について告げ、神がどのような方かを示します。


  



  王国の祝福


  



  神の王国は神について告げるものであり、それゆえ、神の性格を帯び、神を表現し、神の祝福で満ちています。私は「祝福」という言葉よりも良い言葉を知りません。あなたは「祝福された神の福音」（一テモテ一・十一）というささやかな句の存在をご存じでしょう。しかし不幸なことに、この句は私たちの英訳聖書では間違って訳されており、文字どおりには、「幸いな神の福音」となります。山上の垂訓をこのような仕方で再翻訳することもできます。すなわち、「……者は祝福されています」ではなく、「……者は幸いです」と訳すことができるのです。ご存じのとおり、山上の垂訓は王国の道徳的基礎を示したものであり、とても祝福された状況を表しています。ですから、神の王国が実際に確立されて、あらゆる領域に広がる時、神の祝福に満ちたものになります。神の王国は、恐るべき神の専制的な独裁支配ではありません。神の王国はとても祝福された王国であり、その中にいる人はみな大いに祝福された、大いに幸いな人です。そして、神の王国を拡張するという神の御旨――これがまさにこの創造された世界の存在の背後に控えているものなのです。


  



  地上で王国を拡張すること


  



  これはある意味、推測にすぎないかもしれません。なぜなら、私たちは他の惑星や世界の状態を知らないからです。もしかすると、他の惑星や世界では、神がすべてを創造されたまさに祝福された状態にあるのかもしれません。もしかすると、この惑星は自分の霊の軌道を外れて王国を失い、回復される必要がある放蕩息子の惑星なのかもしれません。これは推測にすぎません。なぜなら、私たちには知るよしもないからです。ですから、「王国を拡張すること」という言葉を用いる時、私たちはある程度控えめに用いる必要があります。しかし、次のような形で使うのは間違っていないと思います――すなわち、この世界に関するかぎり、神はその王国を拡張することに取りかかられたのです。この世界は、いま定義した神の王国の拡張であり、神はこの世界を創造する時、この世界がある特別な形で神の王国を代表して表現するようにされたのです。この世界は、その霊的性質により、神ご自身を表すべきものです。もちろん、これには多くの内容があるので、それについて今は述べることができません。この地上で神は人となられ、それに続いて、神はキリストによりこの世界をご自身と和解させられました――また、神はこの地球上で、地球という手段により、地球に対して何をしようとしておられるのかについて、私たちに素晴らしい啓示を与えてくださいました。この事実はまさに、神の王国はあなたや私が住むこの世界に対して特別かつ独特な形で働いてきたことを、少なくとも示唆します。


  しかし、私たちの今の目的は、啓示によってまぎれもなく明らかにされた神の御旨を示すことです――神がこの世界を創造された目的・動機は神の王国です。そして、これまで述べてきたこの神の王国は――神の領域であり、神の性格を帯びている、それゆえ神ご自身の祝福で満ちているものなのです。


  しかし、神の王国は神によって治められている領域です――だれかが委託されて治めているのではなく、神ご自身が自ら治めておられます。それゆえ、無限の知恵、無限の愛、無限の力が、神の王国の支配的要素です。


  無限の知恵が神の王国の支配的要素です。この知恵は、人がこれまで蓄えてきたあらゆる機知や理解力や知識を遙かに超越しています。そうです、まさに無限の知恵なのです。また、無限の愛もあります。なぜなら、神は愛だからです。さらに、無限の力があります。神の王国が背後に控えています。これが神の王国であり、この創造された世界の意義です。


  



  地上の王国を委ねられたのに裏切った（ａ）最初のアダム


  



  しかし、私たちはあの恐ろしい光景を見ることにします。その時、この王国を実現するために、この王国は人に委ねられました。この王国は道徳的な王国であることを理解してください――この王国はたんなる機械的な王国ではなく、人の応答とは関係なく神の至高の決定によってもたらされるものでもありません――人は自分の自由意志を用いて協力しなければならなかったのです。神がどのようにご自身の王国の権益を人に委ねられたのか、私たちは知っています――ある意味において、神は人を彼の大いなる御旨の守護者とされたのです。しかしその後、重大な裏切りという悲劇が起きました。人は神に背き、神を裏切って、神の権益を敵の手に渡してしまいました。この敵については前の黙想で述べましたが、この者は神の地位を横奪することを心の中ではかり、それが効を奏さないのを見ると、神の王国に敵対する王国を打ち立てることにしました。人は神を裏切って、自分に委ねられたものをこの敵対者の手に渡しました。そこで、しばらくの間、この創造された世界に関するかぎり、神の王国は差し止められてしまったのです。しかし、神はこの裏切りにもかかわらず、ご自身の御旨を放棄されませんでした。全人類はこの神の王国が実現される領域となるはずだったのに、裏切ってこの敵対者の手に落ちてしまいました。しかし、それにもかかわらず、神は御旨にしたがって新たな動きを開始して、この人類の中から一つの民を選ばれたのです。


  



  （ｂ）イスラエル


  



  私たちは神の動きについて知っています――神は最初、一人の人を選び、次に、一つの家族、一つの民族、一つの国を選ばれました。この国は選ばれた国であり、この国によって神の王国の意義が原則的にすべて示されることになっていました。この選ばれた国、この選ばれた民の意義を十分に理解するのはとても素晴らしいことです。この国は国々の間から選ばれましたが、それらの国々に属するものではありませんでした。なぜ神はイスラエルを選ばれたのでしょう？――国々の間で神の王国を実証し、表現するためです。イスラエルは一時的な部分的存在にすぎませんでしたが、それにもかかわらず、神の王国をかなり正確に表すものでした。この神の王国では神が統治されます。また、神がすべてをご自身の御心にかなうものにして、ご自身を表現されます。それゆえ、人にとってそのような統治の下に生きることがいかに祝福されたことなのかを、神は示すことができます。イスラエルの歴史には、たとえ不完全ではあったにせよ、神がすべてを支配されることがどういうことかを示す素晴らしい側面もありました。あなたは乳と蜜の流れる地とその地のあらゆる産物について聞いたことがあるでしょう。イスラエルの民は神によって定められたこの比類ない豊かな土地に住み着きました。国の全盛期には、彼らは溢れるほどの富を持ち、栄華をきわめ、あらゆるものに富んでいました。イスラエルはまさに、神によって選ばれた地球の中心でした。なぜなら、神がすべてとなるときどうなるのかを、たとえ一時的な形だったにせよ、イスラエルは示せたからです。イスラエルの歴史の全盛期――ソロモンの時代――この土地は富で満ちていました。ソロモンの王国にあった金、銀、宝石、あらゆる豊かさについて述べている章を読んでください。これは素晴らしい物語です。なぜでしょう？たとえ一時的で不完全な形だったにせよ、神はこの世界の歴史の他の何ものにもまして素晴らしいものを示そうとしておられたからにほかなりません。すなわち、神の王国が確立される時、その神の領域は全体的にどうなるのかを、神は示そうとしておられたのです。それで神は一つの国を選ばれたのです。それはこの国によって――この宇宙に存在する他の霊的状態と同じように、この国の状態を通して――神がすべてのすべてである神の王国がいかなるものなのかを、たとえかすかではあっても映し出し、指し示すためでした。


  しかし、この国は失敗しました。彼らもまた神を裏切りました――そして、この同じ敵の手に陥ってしまいました。預言者たちは一貫してイスラエルの偶像崇拝に反対して叫びました。偶像崇拝は原理的に、この宇宙の悪の勢力によって支配されています。偶像崇拝の背後にはこの悪の勢力の支配があります。神はまたもや裏切りにあわれたのです。しかし、神は敗北しませんでした。神は諦めませんでした。神は当初の御旨にしたがって進まれたのです。


  



  最後のアダムによって霊的に確保された王国


  



  神の動きを辿っていくと、最大の出来事――御子の降誕――に行き着きます。「最後のアダムが救うために来てくださいました」。王国は御子と共にあり、御子の中にあります。今、御子は一時的なものや、地上の状態を取り扱っておられるのではありません。第一に、前の黙想で見たように、御子は問題の根幹、一次的原因を取り扱われました。二次的原因を先に取り扱われたのではありません。御子は万物の背後に回り込んで、十字架により主権者たち、権力者たち、この悪の支配の世界的体系全体を取り扱われました。私たちはさらにこれについて見なければなりません。


  しかし、この時から、私たちは神の王国に関する新たな動きを見るようになります。これはたんなる一時的な地上のものではありません。すなわち、これはたんなる時間に属するものでも、地上の物事に属するものでもありません。これは王国のこの究極的な領域です。その時から始まったこの新しい動きは、神の王国に関する霊的な動きです。神の王国が到来しました。どこに到来したのでしょう？キリストにあって到来したのです。それでは、キリストはどこにおられるのでしょう？キリストは一つのからだ、霊的なからだ、彼のからだである教会にあって到来されたのです。これが新たに選ばれた国、永遠の国、この御旨のための国です。これは地上のものではなく、時間に属するものでもなく、金や銀や宝石のように今の一時的な事柄に属するものでもありません。キリスト教であれ、他の宗教であれ、宗教組織はこの地上の華美で贅沢なものに関心を持って見せびらかすかもしれませんが、放っておきなさい。そのようなものは神の王国ではありません。「神の王国は飲食にあるのではありません」（ローマ十四・十七）。この王国は霊的なものであり、今や団体的なキリストによって現されます。彼ご自身が彼のからだである教会、この永遠に定められたからだのかしらです。これは神が後で考え出されたものではありません。これは、他のものがみな失敗したから持ち上がったものでもありません。神は時代毎に変わる神ではありませんし、昔と今で異なるわけでもありません。神は永遠の現在のうちにおられます。ですから、神にとっては百万年も昨日のようです。神は最初から予見し、予知しておられたのであり、あらかじめ決定し、定めておられたのです。私たちは、神の永遠の御旨であるこの特別な器に来る時、この偉大な言葉に出くわします。このように時が満ちて、キリストが自ら到来され、次にご自身のために一つのからだを構成して、このからだにより永遠からの神の王国を構成されるのです。


  



  すべてのすべてなる神


  



  どのようにしてでしょう？どのような根拠に基づいてでしょう？神がすべてのすべてである所は、神の領域の第一の圏内であり、そこでは悪魔や人には何の地位もありません。これが十字架の偉大な意義であり、私たちはこれに達するよう努めています。そこでは、人のいかなる組織も治めることはなく、神がすべてのすべてです。これこそ万物が向かっている目標であることを、あなたは覚えておかなければなりません。第一に、万物はキリストを通して、キリストによって動いています。次にキリストは彼の教会を通して動いて、万物を完全に神に立ち返らせます。「彼は王国を父なる神に渡されます（中略）それは神がすべてのすべてとなるためです」（一コリント十五・二四～二八）。


  この状況の中に私たちはあります。まずはじめに、神はすべてのすべてです。神はすべてのすべてとなっておられるでしょうか？さて、これこそ私たちの内なる生活の戦場です。この点に私たちは前の黙想で到達しました。主がそうされるなら、後で再開することにします。しかし、まず第一に、これは神がすべてのすべてとなること、主が主となること、他にはいかなる主権もなくなること、という問題です。私たちの意志、私たちの好き嫌い、私たちの好み、私たちの偏見、私たちの選り好み、そして私たちに属するいっさいのもの――そうしたものが立ち上がって、神の地位や道や御旨に対立するようなことがあってはなりません。他のいかなる特徴も主権を握ってはならず、神がすべての主でなければなりません。イエス・キリストは白い馬に乗ってやって来て、その衣には「王の王、主の主」と記されている、と聖書は述べていますが、私は文字どおりこのような光景を見るようになるとは期待していません。私は、この記述は偉大な霊的真理を示す象徴だと信じています。つまり、彼が主の主としての威光を帯びて来られること、彼は他のすべての主権を踏みにじってご自身に従わせること、また――比喩的ではあるもののまさに現実的に――王として勝利のうちに来られることの象徴なのです。これが目的であり、彼はご自身が獲得したこの絶対的支配権を御父に渡されます。それは、この世の基が据えられる前から定められていた御父の御旨が成就されて、御父が究極的に満足されるためです。この神の王国という問題はすべて、まず第一に、一人一人の信者の内側の問題に帰着します。つまり、一人一人の信者の内側で神が主となっておられるのか、という問題に帰着するのです。


  たったいま述べたように、これが私たちが常に戦っている戦場です。しかし、神はほむべきかな、敗北ばかりではありません！神の御霊の大能の力により、「私は倒れるとも、立ち上がる」（ミカ七・八）と私たちは叫ぶことができます。これは自信やうぬぼれを言い表した言葉ではなく、私たちの内に働く力を信じる信仰の叫びです。この神の御霊の大能の力は、私たちの内に働く王国の力であり、来るべき世の力です。


  



  私たちの内側に、また私たちの間にある神の王国


  



  そして、この力は第一に霊的な力であって、これを実現します。あなたや私は、この二つの王国の間の恐ろしい戦いの中にあります。この戦いの焦点は、まさに私たちの魂です。あなたも私ももろくて不完全な者であり、何回も失敗、過ち、失態、間違いを犯してきました。しかし、それにもかかわらず、あなたも私も私たち自身のものではない力やエネルギーによって運ばれています。そしてついには、私たちに敵対している勢力を絶対的に超越した地位に到達するでしょう。神が私たちの内で働いてこれを実現してくださいます。これが神の王国です。神の王国、天の王国は、あなたの内側にあります。それは内側の問題であり、内側から始まります。また、それはあなたたちの間にあります――それは王国の団体的背景を表すものです。教会の中で、神によって確保されて構成された民の中で、まず第一に神の絶対的主権が確立されます。


  もう一つの面について、一言付け加えなければなりません――教会は、その中に神の祝福が注がれる民です。さて、これは真実であるという感覚もあるのですが、まだあまり十分には感得できていません。この霊的大戦争の圧迫や厳しさが私たちに影響を及ぼして、損害を与えています。敵は私たちを消耗させようと絶えず狙いを定めており、その印が私たちの上に残っていて、私たちは神の王国の祝福という特徴をあまり帯びていません。しかし時として、神の王国の祝福が湧き出ることもあります。私たちは一緒にシオンの歌を歌い、キリストが間もなく出現される大いなる日について語り、彼の十字架の素晴らしさをすべて思い起こします――「ああ、この十字架の甘美な素晴らしさよ」――そして私たちがこれらのことを深く考える時、彼の王国の栄光が込み上げてきます。これがしばしば現れます。おそらく、これはクリスチャンの交わりの大きな祝福の一つでしょう。私たちは御霊の中で集会に集まります。すると、王国の真の性質が湧き上がってきて、姿を現します。それは常に現存しており、多かれ少なかれ、そこにとどまっており、そこで感じることができます。しかし、私たちは自分が問題に直面していること、自分が恐ろしい戦いの中にあることも感じています。しかし、この王国の中で私たちはますます神の祝福、神の幸いを受けなければなりません。私たちはこれに反するものを自戒しなければなりません。また、私たちは結局のところ、とても幸いな民であることを思い出さなければなりません。「主を神とする民は幸いです」（詩篇一四四・十五）。


  



  教会は王国を治めて現さなければならない


  



  しかし、この問題はこれで終わりではありません。イスラエルは選ばれた国でしたが、それ自身が目的なのではなく、すべての国々に神の王国の何たるかを示し、国々の間でこの王国を治めるためのものでした。他の国々がイスラエルから益を受けたこともしばしばありました。国々がイスラエルに敵対していない時、イスラエルに対して従順で友好的な時、大きな祝福がイスラエルのゆえにそれらの国々に臨みました。それ以来、ずっとそうです。私たちはこの国に対して過去に取ってきた姿勢のせいで、この国からあまり大きな祝福を受けてこなかったのではないかと、私は懸念しています――この国は拒絶されさえしたのです。「わたしはあなたを祝福する者を祝福し、あなたを呪う者を呪う」（創世記十二・三）。これは今でも有効です。しかし、とても直接的な形で、イスラエルが神の御心にしたがって、神と一致していた時、人々はイスラエルのゆえに祝福されました。そして、教会もそれ自身が目的なのではありません。私たちは「黙示録」の中にこの目的を見いだします――この都が統治して、国々はこの都から益を受けます。諸国民の明かり、諸国民の健康のための葉、諸国民の命の水は、この都から発します。ですから、教会は神の王国を治めて現すための神の道具として構成されなければなりません。


  



  その実際的な結果――暗闇の王国を制圧すること


  



  しかし、私たちはこの究極的なものの中に置かれている一方で、これに関する実際上の問題や課題をすべて心に留めなければなりません。この問題はみな、さしあたって一つの問題に帰着します。その問題とは、神の王国すなわちイエス・キリストによる神の大能の主権の影響を、この地上の王たちや支配者たちの上に及ぼすことであり、さらにそれ以上の影響を主権者たち、権力者たち、この暗闇の世の支配者たち、天上にいる悪の霊の軍勢の上に及ぼすことです。ここに私たちは連れて来られています。私たちの今の黙想における神の御旨と私が信じていることを一つの文章にまとめるとしたら、次のようになります――神はこの民の間にいる私たちをある地点に連れて行こうとしておられ、その地点に私たちが至る時、私たちはこの霊の領域で今より遙かに値打ちのある者となり、この世の体系の背後にいる悪の勢力は私たちのことを考慮せざるをえなくなるのです。この経綸時代、神にとってどれだけ価値があるかは、これによって決まります。


  さて、私たちの話をすべて拒んだとしても、あなたは依然として救いを失うことはありません。救われるのに必要なのは、「主イエスを信じなさい。そうすればあなたは救われます」（使徒十六・三一）だけです。これだけで、あなたは天に行くことができ、罪定めと地獄から救われることができます。私たちが話しているものが何もなくても大丈夫です。しかし、私はあなたにお尋ねします。「あなたは救われることと同じくらい、神に対して有用な者となることに関心を持っておられるでしょうか？」。これは救いとは別の問題です。あなたが神に対してどれだけ価値ある者となるかは、これによって決まります――神に敵対するこの宇宙のこの霊の勢力の領域で、あなたは神に対してどんな価値があるのでしょう？悪魔はあなたのことをどれだけ考慮しているのでしょう？あなたは悪魔の王国に対してどれだけ脅威となっているのでしょう？あなたがどれだけ多くの奉仕や集会に参加しているか、どれだけ多くのメッセージを与えているか、どれだけ多くの活動をしているかは問題ではありません。こうしたキリスト教の種々の活動は全く問題ではありません。この暗闇の悪の王国に対して、あなたがどれだけ多く衝撃を与えているかが問題なのです。まさにこれによって、神に対するあなたの価値が決まります。ですから、悪魔があなたを散々な目にあわせて、あなたを要注意人物と見なしていることをあなたに知らせる時、むしろ慰めを覚えてください。それは、あなたが神にとって価値ある者であることを示しているのです。しかし、私たちは常にこれを覚えているわけではありません。私たちが悪魔の手の下でひどく惨めな時を過ごして打ちひしがれる時、私たちは「悪魔はなんと恐ろしい邪悪な者なのだろう」と思って、その思いでいっぱいになってしまいます。そして――これは謙遜の一種なのかもしれませんが――結局のところ、自分は何かしら重要な存在であることを忘れてしまいます。この経綸時代、神に対する物事の価値はこれによって決まります。大事なのは、どれだけ多くの組織をあなたが設立できるかではありませんし、この地上でどれだけ大きな組織を造り上げられるかでもありません。この一時的な領域の何ものも重要ではありません。大事なのは、神の王国に敵対しているこの王国に対して、全体的にどれだけ脅威を与えているかです。これは私たちが真剣に直面すべき課題です。


  



  原則として、王国は今、現存している


  



  神の王国は、私たちが理解している以上にとても重要なものです。ああ、人々はこれをあまりにも体系化しすぎて、その現実の霊的価値を失ってしまいましたが、これはなんと哀れなことでしょう！例えば、「王国は来るべき時代のためのものであって、今は王国の時代ではない」と言う人もいます。これは正しくありません。神の王国は現在の問題であり、この創造された世界全体の究極的な問題です。そして、この神の王国に関して、暗闇の全勢力は――この地上でいかなる名の下で働いていたとしても―― 一つの邪悪な霊的統治と君主の下に集結しています。それは、神の王国がこの創造された世界に確立されて広がらないようにするためです。クリスチャンの民はこれを知っています。今日、宣教団体の雑誌に記されている大問題は、「多くの場所で働きを続けていくことは可能か？」、「撤退するべきか？」、「将来、発展する見込みはあるのか？」ということです。扉は閉じつつあります。しかし、神の王国についてはどうでしょう？神は主なのでしょうか？神は彼の宇宙から押し出されてしまうのでしょうか？神の御言葉が最後に与えている絵図はそうではなく、その正反対です。私たちはこの戦いの中にあります。結局のところ、この戦いは霊的戦いです。主はこの課題の重大さを私たちの心に痛感させてくださり、これは今や個人的問題であることを理解するよう私たちを助けてくださいます。神の王国は個人的な問題なのです。


  



  第５章 神の王国の力と要求


  



  
    「しかし、わたしはあなたたちに真実を告げます（わたしはとてもはっきりと、強調して、積極的に、あなたたちに告げます）。ここに立っている者の中に、神の王国を見るまで決して死を味わわない者たちがいます。」（ルカ九・二七）

    

    「テオピロよ、私は先の書を著して、イエスが行い、また教えはじめてから、お選びになった使徒たちに、聖霊によって命じた後、天に上げられた日までのことを、ことごとく記しました。イエスは苦難を受けた後、自分が生きていることを数々の証拠によって示し、四十日にわたって彼らに現れて、神の王国に関する事柄を語られました。」（使徒一・一～三）

  


  「ここに立っている者の中に、神の王国を見るまで決して死を味わわない者たちがいます」。「四十日にわたって彼らに現れて、神の王国に関する事柄を語られました」。主の復活後の四十日間、使徒たちが主によって専念させられた主題――復活した主の主題――は神の王国でした。


  



  私たちの主の地上生活における二つの王国の戦い


  



  ヨルダン川から十字架に至るまでの主の生涯の年月を振り返ると、この期間の間、主ご自身の場合、二つの王国の間で戦いが行われていたことがわかります。様々な方面から、様々な手段を通して、諸々の影響が主の上に及びました。主は様々な勢力や活動が存在する領域を進まれましたが、それらの勢力や活動の目的及び目標は主に偽物の王国を得させることでした。しょっぱなから荒野で四十日四十夜に及ぶ敵との戦いがありましたが、この戦いの目的がまさにそうでした。「悪魔は、この世のあらゆる王国とその栄光を彼に見せて言った、『あなたが私にひざまずいて、私を拝むなら、これらのものをあなたに差し上げましょう』」（マタイ四・八～九）。主ご自身の弟子たちも、メシヤ待望の精神や期待を抱いて、絶えず彼に押し迫りました。そのため、主にとってこの道を歩むことはとても困難でした。弟子たちは霊的にとても幼かったため、あまり性急に彼らを幻滅させてその期待や希望を裏切るなら、良くないことが起きるであろうことを主はご存じでした。こうした期待や希望や展望、そしてこの人々への配慮は、主にとって有刺鉄線のようであり、絶えず主を突き刺し続けました。主が弟子たちを幻滅させるようなことを言おうものなら、彼らはたちまちつまずき、疑問を抱き、自制心を失い、反逆しさえしたのです。ある時、群衆や興奮した大衆が主の所にやって来て、力づくで主を連れて行って王にしようとしたこともありました。そこには何かが働いていて、強制しようとしていたのです。主はこの何かに対して絶えず戦い、それをはねのけ、拒絶し、否定されました。これは容易なことではありませんでした。最後に、主はピラトの前に立たれました。その時、「この人は『自分は王である』と言いました」という訴えが主に対してなされたので、ピラトは「あなたはユダヤ人の王なのか？」と問いました。これに対してイエスは言われました、「わたしの王国はこの世の体系からのものではありません――もしわたしの王国がこの世の体系からのものなら、わたしの僕たちが戦っていたでしょう。しかし今、わたしの王国はこの世からのものではありません」（ヨハネ十八・三六）。これは偽物の王国を否定することであり、主は内面的に別の王国のために立っておられることを意味しました。これは真の王国を否定することではありませんでした。主は常に本物の王国のために偽物の王国に対して戦い、霊的な王国のために現世の王国に対して戦っておられたのです。しかし、そこにいた諸々の勢力はこの偽物の王国を推進して、主を本物ではない王国の中に巻き込もうとしていました。もしこれが効を奏していたなら、どんなにひどいことになっていたか、容易にわかります。仮に、主が降伏して、この体系から出た偽物の王国を受け入れ、ご自身をこの水準に置かれたとしましょう。少し考えただけで、この圧力や申し出の邪悪な性質が直ちに明らかになります。いいえ、主はサタンの王国の化身であるこの枠組みを受け入れようとされませんでした――要するにこれがその意味です。この体系から出た王国の中で、この世の君であるサタンは君臨していました。しかし、主はそれを全く受け入れようとされませんでした。主はあらゆる誘惑をくぐり抜けられました。主の側近の愛されている献身的な弟子――シモン・ペテロ自身――の口を通して誘惑が来ることさえありました。彼は誤った熱心に駆られてそのようなことを口走りました。しかし、主はこの誘惑を頑としてはねつけられました。主はエルサレムへ上って行き、人々の手に渡されて、十字架につけられることになっていましたが、この問題に関する人の助言は、「主よ、とんでもないことです。そんなことは決してあなたに起きるはずはありません」でした。それに対する短い返答は、「わたしの後ろに退け、サタン」（マタイ十六・二一～二三）でした。サタンがこの提案の中に入り込んでいるのを主はご覧になりました。これは主がお受けになる王国ではありません。主は王国を獲得されるでしょうが、それはこのような種類のものではありません。


  



  十字架を通して神のために回復された王国


  



  そこで主は十字架に行って、この体制にしたがう偽物の王国を拒絶されました。そして、主は十字架においてこの枠組みの背後に、あらゆる形式や組織の背後に回り込み、この世の君を対処して、彼を追い出されました。主がどのように彼を追い出されたのか、私たちはこの一連の黙想で理解しようとしてきました。主は彼を道徳的に追放されたのです。「この世の君が来ます。しかし、彼はわたしの内に何も持っていません」（ヨハネ十四・三〇）。ですから、彼は道徳的に追放されます。そして、主は十字架でこの世の君を追い出して、アダムの裏切りにより横奪者の手に渡った王国を獲得されました――むしろ、主は王国を「回復された」と言うことにしましょう。主は、最後のアダム、第二の人、天からの主として、王国を回復されました。主は十字架において、十字架によって、王国を回復し（これについてはさらに言うべきことがあります）、復活されました。そして、主は神の王国という主題について話されたのです――これは主が強調して語られた御言葉、「ここに立っている者の中に、神の王国を見るまで決して死を味わわない者たちがいます」の成就でした。彼らはペンテコステの日に、この勝利のキリストの御手によって回復された王国を見ました。キリストはすぐに得られる見返りを拒絶する術すべを心得ておられました――その道徳的意味を私たちはほとんど知りません。キリストは手放すことができたからこそ、すべてを確保されたのです。


  手放す達人となること――これは霊的生活において途方もない価値がある法則です。握りしめる達人である別の者についてはすでに見ました――この者は「私は……しよう、私は……しよう、私は……しよう」と言いました。これについてもさらに言うべきことがあります。しかし今や、この方の御手により、ペンテコステの日に、聖霊の力の中で、この回復された王国が到来したのです。


  



  王国の命と力である御霊


  



  しかし、注意してください。私たちにとって重要な点は、この王国は改善された王国であるということです。つまり、この王国の構成は、使徒たちが思い描いていたものやサタンが主に申し出たものとは異なる、別のものだったのです。それは別の種類の王国であり、本質的に霊的です。それは聖霊によって到来します。御霊がこの王国を管理されます。御霊がこの王国を推進されます。また、御霊が手綱を握って、この王国に関する計画を立ててそれを発展させ、王国を拡張し、確立されます。すべてが霊的です。それゆえ、この王国は最初から最後まで本質的に内なるものであることがわかります。「天の王国はあなたたちの内側にあります」という主の御言葉は、まさにそのとおりであることがペンテコステの日に証明されましたし、それ以降もそうでした――内なる御霊が、この王国の性質、力、命、エネルギー、すべてだったのです。


  



  神の王国が教会を通して及ぼす自然な影響


  



  さて、これが事の成り行きや性質だとすると、実際のところ、その全体の核心は何でしょう？その核心とは次のとおりです。すなわち、ペンテコステの日から、人々がこの世に出て行く時、彼らは神の王国が実際に現実のものとして到来したことによってもたらされた恩恵によって出て行ったのです。また、これは内なる事実であり、彼らはある特徴を帯びていたのです。その特徴とは、彼らがこの世界にいることによって、神の王国の目覚ましい圧倒的な衝撃力がこの世界的体系の枠組みの背後にある別の王国に及んだということです。まさにこれが起きました。彼らの存在は、この別の王国を妨げ、これに異議を唱え、これを怒らせるものでした。そして、この信者たちがいたおかげで、この二つの王国はこのように恐るべき敵対関係にある現実が明らかになりました。注意してください――これは何か注意すべきことです――彼らが宣べ伝えた時、その宣べ伝えが帯びていた顕著な音色は罪からの救いではなく（これは何か別のものの結果でした）、イエス・キリストの絶対的主権だったのです。彼らがイエスの復活を証しする所ではどこでも、彼らはイエスを主として宣言しました。認罪の下にある人の「救われるにはどうすればいいのですか？」という問いに答える時になって、「この主はまた救い主でもあります」という解き明かしや適用がなされました。イエスは主なので、イエスはあなたを救えます。イエスは主なので、あなたは赦しを受けられます。もう一度言わせてください――これはイエスがたんに職務上主であるからではなく、道徳的に赦しを与える立場にあるからです。少しの間、再びこれを離れることにします。


  私が集中して取り組みたい問題は、神の王国のもたらす自然な影響が教会の中に回復される必要があるということです。私たちは救いの福音を宣べ伝えているかもしれません――福音の宣べ伝えを貶けなしたり弱めようとしていると一瞬たりとも思わないでください――しかし、イエス・キリストの主権が説教者やキリストを代表しているそのからだの中に確立されることが先であって、福音の宣べ伝えは確立されたイエス・キリストの主権から発しなければならないのです。「イエスは主である」――これは信条や教理のたんなる一項目であってはならず、内なる力にならなければなりません。イエス・キリストの主権は個人の生活においても教会においても内なる力ですが、そのようなイエス・キリストの主権が第一に個人に対してではなく、霊的な形で影響を及ぼさなければなりません。私が述べている以上のことをあなたが理解できるかどうか、私にはわかりません。しかし、救われていない人に対しておびただしい福音の宣べ伝えがなされているのに、どうして効果がないのでしょう？あなたはこれを不思議に思わないでしょうか？それとも、これは禁じられた問いなのでしょうか？これは正しいことでしょうか、それとも間違っているのでしょうか？福音が再三宣べ伝えられているのに、ほとんど効果がないのです。福音は当時よりも弱くなってしまったのでしょうか？聖霊はこの地から退いてしまわれたのでしょうか？その理由は何でしょう？主が変わってしまったのでしょうか、彼の福音が変わってしまったのでしょうか、それとも、彼の教会が変わってしまったのでしょうか？ああ、私は最後にちがいないと思います。これ以外にはありえません。教会はどう変わってしまったのでしょう？


  教会が取り上げて与えているもののかなりの部分は、客観的教えにすぎません。もちろん、教会は救いの祝福について、救いに関する主イエスの素晴らしさや喜ばしさについて知っています。これはみなとても良いことであり、遙か彼方まで及ぶものですが、どういうわけか効力の及ばない膨大な空白地帯があります。その理由はおそらく――私はこの理由を次のように述べましょう――まず第一に、宣べ伝えが人々に対してなされており、その影響も人々に対するものであり、霊的背景から自然に流れるものがないことです。神の王国は研究してわかるものではありませんし、演説や説教の中にうまく収まるものでもありません。神の王国は主題や題目ではなく、霊的背景から発する聖霊の大能の力です。あなたは主の証し人としてそこにいます。そして、そこには何か敵の力を超えるものがあります。そこには神の力もあるのです。神の王国が到来しました。神の王国は圧倒的なものです。これがその意義です。多くの宣べ伝えはこの領域で弱いのです。さて、私たちは救いを宣べ伝えつつ前進します。私たちはこの救いの問題について人々と接触しつつ進みます。前にもまして、そうしなければなりません。しかし、覚えておいてください。神の王国はたんなる一つの主題ではなく、私たちを通して流れる力なのです。いわば、この力は霊的背景から発して貫き流れ、第一に人々にではなく、この全世界の背後にいるこれらの勢力に影響を及ぼします。もし私たちがこの神の王国抜きでやるなら、私たちはほとんど無力でしょう。主が何かを行って人々を解放してくださらないかぎり、たとえ人々が主を信じることや主に向かうことを願ったとしても、だれも信じることができず、だれも主に向かう自由を持たないでしょう。強い人が家の中に押し入らなければなりません。この人は家を守る者より強くなければなりません。誰がこの者より強いのでしょう？この王国よりも強力な王国が、この王国を襲撃しなければなりません。ですから、主は弟子たちに活動の領域を告げて、そこに出て行くことを彼らに命じられた後、「しかし、あなたたちはいと高き所から力を着せられるまで、都の中にとどまっていなさい」（使徒一・五）と言われました。「それまでは、この任務を果たそうとしてはいけません。さもないと、あなたたちは失敗するでしょう。そして、この別の王国があなたたちに打ち勝つでしょう」。


  私たちにとって何が大事かおわかりになったでしょう。それはみなこれを焦点としており、これに集約されます。地上における私たちの真の任務は何でしょう？諸々の教理を提唱すること、諸々の真理を説明すること、聖書の注解書を何冊も出版することでしょうか？違います！たとえそれが教育や指導にどう役立ったとしても、神の王国が到来しないなら――つまり、「イエスは死者の間から復活して主となられた」という事実が真に効力を発揮しないなら――真の霊的効力に関するかぎり、それは全く役に立たないのです。「聖霊によってでなければ、『イエスは主です』と言うことはだれにもできません」（一コリント十二・三）と言ったとしても、それを聖霊の力で言わなければ、何の役にも立ちません。これは、「イエスは主です」という句を用いることはできないということではなく、この句を述べることはそれを用いる以上のことであるということです。神が「光あれ」と言われると、光が生じました。私たちがいま考えているのは、このような種類の言葉です。つまり、命令の言葉、衝撃力のある言葉です。ある人は「イエスは主です」と言うかもしれません。それは至極正しく、教理は正確で健全なのですが、何も起きません。別の人は聖霊の力の中でイエス・キリストの主権を宣言します。すると、あなたは何かを感じます。神から何かが流れてくるのを感じます。さて、これは使徒職にある者たちだけの特権ではありません。これは教会のためであり、あなたも私も教会を代表しています。ああ、私たちの祈りはこの王国が他の王国に衝撃を与えるものでなければなりません！私の心はこれを叫び求めています。状況の背後で何かがなされるのを求めています。私たちの教えはすべて、その効力が直ちに見えるようにはならないかもしれませんが、それにもかかわらず、この王国の力を帯びた人々――敵が一目置かざるをえない人々――を生み出す働きを常に進めるものでなければなりません。私たちの教えの正しさを示す唯一の証拠は、その教えを受けた人々が今度は敵に対して要注意人物となるかどうかです。前に述べたように、このような人は「イエスなら知っている。この者も知っている」と悪鬼どもから言われる存在でなければなりません。私たちは、一目置くべき対象として、要注意人物として、敵に名指しで知られる存在にならなければなりません。「だが、お前たちは何者だ？」（使徒十九・十五）と言われるような、存在感の薄い人ではいけないのです。


  復活した主の心を占めていた問題は神の王国です。これはまた主が僕たちに従事させるものでもあります。神の王国――現世の組織の枠組みではなく、神の王国――は言葉にあるのではなく、力にあります。飲食にあるのではなく、聖霊による義にあります（ローマ十四・十七）。これが神の王国です。そして、親愛なる友よ、あなたも私も主が前に語られた御言葉、「ここに立っている者の中に、神の王国を見るまで決して死を味わわない者たちがいます」の中に含まれる、とても幸いな地位にあります。神の王国を見ること、そして神の王国が私たちを通して神聖な力の中で到来すること――これが私たちの特権です。これが核心です。すでに述べたように、この一連の黙想で私たちが語る他のことはみな、この周辺に集約されます。


  



  神に手放すことの重要性と力


  



  あなたは言います、「わかりました。私はこれが正しいと信じます。私は心を尽くして応答します。私が関わっているその場所で神がこれを実現してくださるよう、私は神に祈ります。私はそうなってほしいのですが、何も起きません。こういうことがどうしてありえるのでしょう？」。これこそまさに私たちが言わんとしていることです。どうしてこういうことがありえるのか、私はすでにヒントを与えました。これは大いに実際的な問題です。「主イエスは手放す達人だった」と述べた時、私はこの問題の核心に触れていたのです。再三述べたように、すべては人の意志を焦点としており、それに集約されます。ここで質問をしましょう（とはいえ、私は後でさらに詳しくこの問題について述べなければなりません）。あなたはこれまで何度となく、手放す時に真の力――あなたを解放した力、あなたを高く上げた力、あなたを高い所に据えた力――を受けてきたのではないでしょうか？あなたは何かを握りしめていました――あなたは何か悪いものを握りしめていた、と私は必ずしも言っているわけではありません。あなたはひたすら握りしめていました。それは神があなたに賜ったものだったかもしれません。あなたは生来の所有欲でそれを握りしめ、神に属するものを自分のものとして自分のために握りしめ、他の人には「手を離しなさい」と言っていました。イサクは神からアブラハムに与えられました。これに疑問の余地はありません。イサクは完全な奇跡であり、神がアブラハムに賜らないかぎり、生まれてくることはありえませんでした。次に、「神はアブラハムを試された」と聖書に記されています。神は言われました、「今、あなたの息子、あなたの一人子、あなたの愛する子を連れてきなさい」。（神は、「わたしがあなたに与えた者を連れてきなさい」と言われたのかもしれません。）「……そして、彼を全焼のささげ物としてささげなさい」（創世記二二・二等）。「あなたが息子を私に与えてくださったのに、その息子を再び取り去るとは矛盾していないでしょうか？あなたの約束はすべて息子にかかっています。あなたがそうされたのです。私は息子を手放しません！」とアブラハムは言いませんでした。アブラハムはイサクを手放しましたが、取り戻しました。王国全体と共に取り戻したのです。この王国によって彼は「この世界の相続人」となりました――御言葉にそう記されています（ローマ四・十三）。彼は手放すことによって王国を得ました――これは手放した御方である神の御子の予表です。人々は彼を力づくで連れて行って、王にしようとしました。しかし、彼はその機会を手放されました。主はさらに優った王の地位を得ましたが、サタンが触れられない領域でそれを得たのです。その領域は死の力を超越した領域でした。主がもし自分に差し出された王の地位を受け入れていたなら、その地位は死に従属するものになっていたでしょう。復活の中で主は王の地位を得ました。死はその地位に対して何の力もありません。しかし、主は神に手放すことによって、この地位を獲得されたのです。これは大いに実際的な問題であることがわかります。これが、それが実現されない理由です――自己がその状況の中にあるからなのです！自己の意志、自己の関心、自己実現。これはサタンの王国であり、神はこの根拠に基づいて神の王国をあなたに賜ることはありません。自己は神の王国を荒廃させた原因であり、それにより神の王国は人に対して失われました。あなたは自己を回復することはできません。自己に打ち勝つことができないのと同じことです。何か別の違うものが必要です。この自己がいかなるものであれ、神の王国が到来するためには自己を脇にやらなければなりません。


  これは実際的な問題です。自分は自己の中にいないと、私は確信できなければなりません。また、何らかの隠れた自分の野心や、何らかの自分の動機が働いていないことを、私は確信できなければなりません。ああ、私たちの心はなんと狡猾なことか！あなたも私もおそらく、完全に主にささげる用意ができていることでしょう。私たちはそのつもりであり、徹底的にそうするつもりです。私たちは本当に心を込めて、声を張り上げて、「自己からのものはなく、すべてはあなたからです」と歌います。私たちはそのつもりですし、私たちに関するかぎり不確かなものは何もありません。しかし、神はご存じです。私たちには隠れた動機があり、私たちは常にこの動機によって打ち負かされ、誠実さを失っています。私たちの真の決意を証明できるものは、試み以外にありません。ですから、神は私たちを試し、調査されますが、次に失望されるのです。私たちはどう応答するのでしょうか？私たちの悲しみや痛みは主のためでしょうか、それとも私たち自身のためでしょうか？私たちは失望しているのでしょうか、それとも、私たちが気にかけているのは本当に主だけであり、私たちは自己の中には全くいないのでしょうか？私の言わんとしていることはおわかりでしょう――結局のところ、「自己からのものはなく、すべてはあなたから」かどうかを調べるために、私たちは試みの状況の中に置かれることになります。大いに現実的な試みという実際的方法による以外、私たちには決してわかりません。主はこれをよくご存じですが、主が知っておられるだけでは不十分です。私たちが試みに遭うとき、私たちは賢く協力的でなければなりません。これがあらゆる試みの焦点です。主は一撃で事を行うこともできますし、機械的に行うこともできます。しかし、私たちは道徳的な世界にいるのであり、主は道徳的根拠に基づいて人に対して働かれます。人には意志があります。この意志が人を道徳的に責任ある者とします。ですから、人は神と協力して自分の意志を行使しなければなりません。


  あなたは申命記八章二節の御言葉を覚えておられるでしょう。「あなたは、あなたの神、主がこの四十年の間、荒野であなたを導かれたそのすべての道を覚えなければならない。それはあなたをへりくだらせ、あなたを試し、あなたの心のうちを知り、あなたがその命令を守るかどうかを知るためであった」。私たちの英訳聖書はその完全な意味を伝えていません。引用したこの翻訳だと、「主は私たちを試さないと、私たちの心のうちを知ることができないのか？」という疑問が生じるかもしれません。これに関して疑問の余地はありません。この御言葉の真の意味はこうです――「それはあなたに自分の心のうちにあるものを知らせ、あなたがその命令を守るかどうかを知るためであった」。イスラエルは自分自身の心を知って、啓示された神の御旨に反するものを拒否する地点に達する必要がありました。そして、それは四十年に及ぶ戦いでした。主は、彼らに対する御旨は約束の地であることを示されました。彼らは、自分たちの心の中では依然としてエジプトが地位を占めており、この約束の地に敵対していることを見いだしつつありました。そこで、主は彼らに、自分たちの心の中に何があるのかを認めて、エジプトを拒否するよう要求されたのです――彼らがエジプトから逃げた時にエジプトを拒否したように、荒野でもそうするよう要求されたのです。これは内側の問題でした。彼らの心が完全に約束の地に向かって、その地を慕い求めるようにならないかぎり、主は彼らをその中に導き入れることができませんでした。ヨシュアとカレブはその地に入りました――彼らは完全に主に従ったのです。彼らと同世代の他の人々はみな失敗したのに、なぜ彼らは約束の地に入れたのでしょう？彼らはエジプトを完全に、決定的に、全面的にほふっていたからです。客観的にではなく、主観的にほふっていたからです。そして、神が望まれたように約束の地を尊重したからです。この人々は日毎に、年毎に試されました――「あなたは主に従うことを本気で望んでいますか？あなたは『望んでいます』と言っていますが、本当でしょうか？試してみることにしましょう！」という理由で試されました。主は、彼らが自分の心のうちを知るようにしておられたのです。


  この内なる神の王国はとても実際的なものであり、私たちに対する主の取り扱いはこれによって説明がつきます。この王国の諸々の法則や原理を私たちが認識する時、試みが到来しなければなりません。私たちが自分のイサクを放棄する時、イサクが戻ってくるのがわかっているからという理由で、放棄するようではいけません。主が本当にイサクを私たちに要求しておられ、彼が戻ってくることはないとわかっていたとしても、私たちはイサクを放棄しなければなりません。ここに戦いがあり、勝利があります。私たちのだれも、まだそこに十分に到達した人はいません。だから、私たちが関わっている所に、この王国が十分に到来していないのです。しかし、私たちがこの問題で勝利すればするほど、ますます神の王国が到来します――力と救いが到来します。また、安息が到来して私たち自身の心を解放すると私は信じます。主よ、この言葉の意義を私たちに示してください。


  



  第６章 キリストの死の意義


  



  
    「キリストはご自身を低くして、死に至るまで、実に十字架の死に至るまで従順になられました。」（ピリピ二・八）

  


  これまで、主イエスの十字架の単数形の罪に関するこの面に専念してきました。また、この単数形の罪は暗闇の王国、サタンの王国の基礎、性質、力であることを見てきました。


  今、単数形の罪の結果について一言述べる前に、単数形の罪の問題について、さらに包括的な一つの言葉を述べることにします。


  



  罪の本質――神からの独立


  



  この単数形の罪という問題全体はどのような結果になるのでしょう？それを一言で述べることはできるのでしょうか？私はできると思います。そして、その言葉とは独立です――神からの独立です。そうです。サタンの王国は実際のところ独立の上に建てられています。サタン自ら独立の道を行くことを決定しました。彼はサタンになる前、ルシファー、守護のケルブでした。聖書は、「あなたは造られた」（エゼキエル二八・十三）と述べています。造られた者は創造主より劣った存在であり、創造主に拠り頼まなければなりません。しかし、この者は神から独立すること、すべてを神ではなく自分を中心としたものにすること、自分が自分の主となること、自分が神となって、だれにも注意を払わず、だれにも従わないことを決定しました――絶対的独立を決意したのです。そして、彼がこのアダムの種族の中にもたらしたのは、この独立でした。「神はそう言われたのですか？（中略）それを食べると、あなたたちの目が開け、神のようになって、善悪を知る者となることを、神はご存じなのです」（創世記三・一、五）。彼の言葉は次のことを暗示していました、「どうしてあなたの目を開かないのですか？どうしていつも神に聞かなければならないのですか？どうして神のようにならないのですか？」。この示唆に人は屈しました。人は神が被造物に賜った最大の賜物――選択する力、意志――を用いました。人は自分に委ねられた大いなる賜物である自由意志を用いて、独立を選んだのです。


  この独立の精神は多くの形で働きます。独立の精神はうぬぼれという線に沿って働きます。今日までの歴史は、何らかの形で、独立とうぬぼれの物語にほかなりません。人類の様々な時代や様々な領域で、この独立の精神が様々な形で現れました。この独立の精神が明確なはっきりした不敬虔という姿を取る所もあります。そこでは、わざと、公に、臆面もなく、人々は神を捨て去り、拒否し、否定します。今日、このようなことが地上の大部分を覆っており、強力に働いています――全く神を認めない姿勢は、故意のものであり、はっきりしていて、神に何の地位も与えようとしません。他の所では、この独立の精神は人間の偉大さに関する思想体系によって表されることもありましたし、今もそうです。「イデオロギー」という言葉を私たちは頻繁に口にします。イデオロギーとは人間の偉大さ――人はいかに偉大な存在なのか、人はもともといかに善良なのか――に関する思想体系や構想です。人に自由と、便宜と、良好な環境を与えるなら、人がいかに素晴らしい被造物かわかります。人には素晴らしい能力、潜在的力、生来の善良さがある、というのです。これは人が神から独立していることや、人の盲目さを示す別の形にほかなりません。人は自分自身の必要を認識することができませんが、この事実は何よりも人の盲目さを示しています。


  あるいはまた、この同じ独立の精神は宗教組織、活動組織、行いによる救いの中にも姿を現します。この独立の精神は積極的なものかもしれませんし、消極的なものかもしれませんが、どちらも同じです。その積極的な形――行いによる救いの宗教――はユダヤ主義、ローマ主義、その他の体系の中に見られます。パウロはこれをとても上手にまとめています。彼は肉にしたがっている兄弟たちについて悲しそうに言いました、「神の義を知らず、自分自身の義を打ち立てようとしています。彼らは神の義に服しませんでした」（ローマ十・三）。これが肝心な点です。彼らは独立の反対である神の義に服さなかったのです。この体系全体は、それがどんな姿で現れたとしても、「私はなんといい子だろう！」「私は色々なことを行いますし、色々なことを行いません。私がいかに善人か見てください！」という体系にほかなりません――自分自身の義を打ち立てようとしているだけなのです。


  しかし、このサタン的なものが背後に必ず隠れており、主イエスはそれを明らかにされました。主は経札を広くする人々、市場で長々と祈る人々、孔雀のように自分の羽を広げて宗教的に練り歩く人々に対して言われました、「あなたたちは自分の父である悪魔から出てきた者たちであって、その父の欲望どおりに行おうとしています」（ヨハネ八・四四）。これは宗教に対してかなり辛辣ではないでしょうか？


  あるいは、この独立の精神は消極的なものかもしれません。惨めな表情や哀れなやつれた姿で、貧苦の苦行を行ったり、へつらって乞い求めたりするものかもしれません。しかし、これは「私はなんと良い子なのでしょう！私はとても宗教的で、あなたたち、他の人々がしないことをしています。私は祈りの人であり、節制の人なのです」と言う別の形にすぎません。これも同じことです。そのような人は、このような方法で――神から独立して――天に行けると期待しているのです。


  あるいはまた、この独立の精神はきわめて巧妙な形で――神の真の子供たちの間に霊的高慢という形で――やって来るかもしれません。霊的高慢ほどひどい高慢はありません。主にとって霊的高慢ほど忌むべきものはないと思います。なぜなら、霊的高慢は遙かに勝った知識があるところに生じるものであり、まさに恵みの領域の中に生じるものだからです。もしこれが強すぎる言葉だと思われるなら、私たちは使徒パウロのような人と比べたら哀れでちっぽけな小人にすぎないことを思い出してください。霊的偉大さや神を知る知識という点で、私たちは彼に及びません。しかし、彼のような霊的巨人ですら、「そこで、私が高ぶりすぎないように、肉体に一つのとげが与えられました。それは私を打つサタンの使いです」（二コリント十二・七）と言ったのです。何らかの形の自己満悦が存在しています。常にあります。常に現存しています。そして、最大級の祝福が注がれている所ほど、その危険性も最大級であり、常に最大級なのです！主にとって祝福を私たちに委ねるのはなんと困難なことか！私たちはなんとうれしく思うことか！そうです、サタンが姿を現すのは、あらゆる領域の中で最も高い領域です――すなわち、神の子らの間です（ヨブ一・六）。そうです、天に姿を現すのです。私はこれを文字どおりの意味ではなく、霊的な意味に理解しています――すなわち、天上でサタンは神の子らの間に現れます。そして、主がご自身の民を用いて祝福しておられる時、サタンは光の天使に変装します。「これは素晴らしい！私たちは大したものだ」――このような霊的高慢が天で神の子らの間に存在しています。独立の精神――これが私たちをうぬぼれに陥らせようと狙っています。主が何かを行ってくださる時、不注意なことに私たちは、自分でも気づかぬうちに、知らず知らず、無意識に、うぬぼれに陥ってしまいます。これはなんと恐ろしい罪でしょう！この罪を追跡して、最終的にこの罪を終息させることは決してできません。


  さて、力は権威に基づくものであることがわかります。前に述べたように、自分と同類のものを追い出すことは決してできません。サタンは決してサタンを追い出せません。肉は決して肉を追い出せません。「もし家が分かれ争うなら、その家は立ち行きません」（マルコ三・二五）。権威は権利に基づき、権利は道徳に基づきます。ですから、神の王国は何に基づくのか、私たちは知らなければなりません。また、この二つの王国の間には、とても大きな隔たりがなければなりません。


  



  独立の結果

  （ａ）神に対する敵意


  



  独立というこの言葉に要約されるものが必ず及ぼす影響、結果は何でしょう？神との私たちの関係に関するかぎり、それは第一に敵意です。それは神に対する敵意の総計とその本質全体であり、神の側もそれに対して敵意を持たれます。主に関するかぎり、いかなる形であれ私たちが独立しているなら、それは神との戦いを引き起こす一つの確かな要因となります。おそらく、一言付け加える必要があるでしょう。なぜなら、ここにいる人はおそらくだれも、主からの独立という道を故意に取ろうとはしないだろうからです。もしこの独立という問題が主とあなたとの間の直接的問題として現れるなら、あなたは独立しようとはしないでしょう。しかし、私たちはかなり独立的であり、しばしば主を侵害しようとしているのです。この独立の精神は様々な方面で現れます。ですから、主は彼の家を構成するにあたって、私たちが喜んで主に頼り、主に信頼し、自分の道を主に委ねているのかどうか、この家に関する事柄との関係からわかるようにされました。私たちが神の他の子供から独立した道を取っているなら、私たちは主に信頼し、主にすべてを委ね、主に拠り頼んでいるとは言えません。それは矛盾です。「神を愛していると言いながら、兄弟を憎んでいるなら、その人は偽り者です」（一ヨハネ四・二〇）。神に対するあなたの愛は、あなたの兄弟に対するあなたの関係によって証明されます。ですから、この独立の問題に関して、あなたは神の家のクリスチャンとの関係により、多くの実際的方法で試されます。私は「神の家」という言葉を霊的な意味――すべての信者の相互的関連性という意味――で用いています。それはこの道によります。


  さて、この独立の精神は必ず、何か明らかに神に敵対するもの――敵意――という結果になります。独立の精神がサタンの性質である以上、サタンは神に対して敵意を抱いています。この敵意が私たちの内にもあります。私たちの内には生まれつき神に対する敵意が存在しています。ある適当な状況の中で試されるだけで、敵意が姿を現します。あなたに次のように尋ねるだけで、これは明らかになるでしょう。「これまでの人生で、あなたは主に委ねるのが困難な状況に出くわしたことはないでしょうか？あなたはこれまで常に、どんな環境、どんな状況、どんな試みや困難の中にあっても、いつも主に対して『わかりました』とごく自然に言えたでしょうか？」。しかし、地上に私たちはいます。私たちは無数の実際的な方法で試されています。この試みは、結局のところ、神に対する生来の敵意というこの問題に関して、私たちの内に何か克服すべき点がないかどうかを調べるためのものなのです。


  



  （ｂ）神との隔たり


  



  もちろん、この敵意は隔てを生じさせます。これは最初の時からそうでした。この敵意がアダムの中に入った時、神は直ちに退かれました。こうして隔てが生じました。これは両者が距離的に遠くなることだけでなく、性質的に遠くなることでもありました。神は人をご自身から遠ざけなければなりませんでした。人もまた、自分は性質的に神から遠い者であることを完全に承知していました。再生されていない人の特徴の一つは、「神は遙か彼方におられる」と感じることです。神はどこにおられるのでしょう？――宇宙のどこか片隅です。神は遙か彼方におられます。新生した人の幸いな特徴の一つは、神は近くにおられると感じることです。この隔たりは縮まりました。神は身近におられます。


  



  （ｃ）無能さ


  



  また、単数形の罪は無能さ、無力さを生じさせます。私たちがこれを理解しているかどうかには関わりなく、これは事実です。この事実は、現実に救いの問題が生じる時、直ちに、まぎれもなく、強烈な形で明らかになります。たとえあなたがこれまでタルソのサウロのように行いによる救いを徹底的に主張してきた人であったとしても、あなたの内なる命に救いが及ぶかどうかという現実問題になると、「私は自分の欲する善は行わず、かえって自分が欲しない悪を行っています。（中略）私はなんと惨めな人でしょう！誰が私をこの死の体から解放してくれるのでしょう？」（ローマ七・十九、二四）と言わざるをえなくなります。無能さと無力さ――これは単数形の罪の結果です。


  



  独立の結果――死


  



  これは直ちに私たちをその結果に、独立の何たるかに導きます。それは死です。死とは何でしょう？死とは存在しなくなることではないことを、私たちは知っています。死とは私たちの存在そのものの性質の変化であり、存在における私たちの関係の変化です。地上では、死とは「神は私に敵対しておられる」という恐ろしい感覚です。敵意が神を恐れる恐怖や不安として働きます。あなたは神の怒りに対する感覚に完全に目覚めます。死は敵意の領域です。これが死です。死とは隔たりでしょうか？――確かにそうです。遙か遠く離れていて、とうてい手は届きませんし、呼び声も届きません。あなたは神を得ることも、見いだすこともできません。叫んでも応答はありません。神は遙か彼方におられます。これが死です。あなたの意識がそれに対して完全に目覚める時、これが死であることがわかります。死とは無能さでしょうか？――希望も、頼りになるものも、力もありません。無力で、打ち捨てられています。これが死です。これが単数形の罪の結果です。


  私たちは十字架に来ます。あなたは主イエスの十字架のこの面を理解しているでしょうか？十字架には二つの面があります。すでに述べたように、キリスト教は数々の逆説や矛盾から成る一つの体系です。一方において、聖書を読むと、十字架は最も恐ろしいものです――十字架は神の怒りと、暗闇と、恐怖の場所です。他方、十字架は主イエスが傷のないご自身を神にささげられた場所でもあります――それによって神は満足され、神がご自身の性質のゆえに心から願い求めておられたことはすべて完全にかなえられました。これが十字架のもう一つの面です。この二つのものがカルバリの十字架で出会います。そして、神は常にこの二つの面に関する数々の絵図を与えてこられたことがわかります。


  



  罪の予型（ａ）らい病


  



  レビ記を見ると、この神との関係の問題が徹底的に取り扱われています。十四章には、らい病とらい病人に関する問題が記されています。らい病人とその家を清めるには、二羽の鳥が必要です。一羽の鳥を殺し、その首を折って、その血を注ぎます。この鳥を殺すのは、怒りを表して滅ぼすためです。もう一羽の鳥は、その血を振りかけられて、放されます。この鳥は生きます――この血に触れたのに生きるのです。らい病人がらい病から清められるのは、この方法によります――これは単数形の罪を対処する絵図です。らい病は聖書が示す単数形の罪の最悪の絵図です。単数形の罪はらい病であり、憎むべきものであり、その中に敵意のあらゆる要素が詰まっています。また、らい病は分離するものでもあります。それゆえ、あらゆる愛らしくて美しいものに逆らいます。その中には、あらゆる良いものに対する敵意という一つの要素があります。この敵意が分離に導きます。それで、この哀れならい病人は去らなければなりません。だれも自分に近づかないよう、らい病人は「汚れています！汚れています！」と空しく叫ばなければなりません。らい病人は打ち捨てられます。らい病人に何ができるでしょう？もちろん、今日、治療薬があります。私たちはらい病人を救うことができます。しかし当時、らい病人は絶望的で無力な者と見なされていたのです。


  らい病人はどのように清められるのでしょう？らい病人の清めには二つの面があります。予型として、らい病人は裁かれて、主の御前から絶たれなければなりませんが、血を注がれることにより、生きることができます。これは同じ人のことであり、一人の人の二つの片割れのことではありません。一方において、らい病人は裁かれ、罪に定められ、神の御前から絶たれます。他方、らい病人は救われ、血を注がれます。裁きは過ぎ去り、死刑は執行されました。しかし、どういうわけか、「その土地から赤い花が咲き、永遠の命が生じ」ます。らい病人は救われます。


  



  （ｂ）贖罪の山羊


  



  レビ記十六章に来ると、贖いの大いなる日の儀式が記されています。その中心は二匹の山羊です。祭司はこの二匹の山羊を連れてきて、主の御前に置きます。そして二匹の山羊のためにくじを引いて、一匹を主のために、もう一匹を贖罪の山羊すなわち「アザゼル」のために取り分けます。アザゼルとは、遺棄や放棄という意味です。後者の山羊は裁きのためであり、イスラエルのすべての罪がその上に置かれます。それは宿営から追放されてさびれた荒野に追いやられ、二度と戻って来ることなく、永遠に失われ、二度と決して見ることはありません。全聖書の中で最も痛ましい絵図の一つはこの哀れな山羊であると、これまで私はしばしば思ってきました。


  しかし、もう一方の山羊――くじ引きで神のために取り分けられた山羊――は神に供えられます。


  さて、聖書の中には、またヘブル語の中には、これに関して特に興味深い二つの言葉があります―― 一つは聖潔であり、もう一つは聖別です。聖潔は「神のために取り分けること」を意味し、聖別は「ささげること」を意味します。理由はわかりませんが、欽定訳聖書では翻訳者たちは奇妙なことに「ささげられた」というこの言葉を「呪われた」と訳しました。アカンが呪われたものを取ったことは覚えておられるでしょう（ヨシュア七・十～二六）。それはささげられたものでした。サウロはアマレクを――男も、女も、子供も、獣も――剣に「ささげる」よう命じられました（サムエル上十五・三、改訂訳欄外）。これは一つの事の二つの面です。一方の山羊は主に対して聖なるものとして、主へと分離されました。もう一方の山羊は、ささげられました。ああ、しかし、ささげるとは何を意味するのでしょう？裁きへとささげること、滅びへとささげることを意味するのかもしれません。アカンがそうでした。彼と、その家族と、その天幕と、そのすべての持ち物が滅ぼされました。彼はささげられ、聖別されました。今、あなたは聖別の新たな意味を知ったのではないでしょうか？聖別されるとは、主の御前から断ち切られるためにささげられることです。これが捨てられた山羊でした。ささげられて永遠に追放され、神の民の中に二度と戻ってこなかったのです。


  



  十字架の意義

  （ａ）私たちのために罪とされたキリスト


  



  そこに十字架があります。今、十字架の暗い面を見ることにします。この面で何が起きたのでしょう？神の御子がサタンの立場を取られたと言うのは、あまりにも恐ろしいことでしょうか？彼は、サタンから人類の中に入り込んだまさにこの性質の立場、すなわち、敵意のゆえに神の怒りを受ける立場を取られました。彼は私たちの代わりに（単数形の）罪とされました（二コリント五・二一）。（単数形の）罪とは何でしょう？贖いの日の山羊に対する取り扱いに関して、こう記されています、「アロンは、イスラエルの子たちのあらゆる不法と、あらゆる違反と、あらゆる罪を告白して、それをその山羊の上に置き……」（レビ十六・二一）。彼らのすべての罪、彼らの違反（彼らの反逆）、彼らの不法（彼らの倒錯）は、その滅びの山羊の上に置かれました。反逆と倒錯――これはこの山羊の上に置かれました。これは、「死に至るまで従順であった」というこの御言葉に、新たな素晴らしい意味を与えるものではないでしょうか？なぜ主イエスの汗は血の雫のように地に落ちたのでしょう？罪に対して戦って、血を流すほどに抵抗する、という使徒の言葉は何を言っているのでしょう（ヘブル十二・四）。彼は御父の御旨にしたがって、反逆と倒錯になり、不法と違反の立場を取って、それらをすべて身に負われたのです。「彼は私たちの違反（反逆）のために傷つけられ、私たちの不法（倒錯）のために砕かれた」（イザヤ五三・五）。なぜ彼は、「モーセが荒野で蛇を上げたように、人の子も上げられなければなりません」（ヨハネ三・十四）と言われたのでしょう？なぜ、上げられたのは蛇だったのでしょう？彼が十字架で受け入れるよう求められたものの性質がわかるでしょう。私たちは彼の真実さ、彼の真の姿、三年半の長きにわたる大変な辛い年月の間、彼がどのように邪悪なものをすべて拒んで、あらゆる悪に対して戦われたのか、知らなければなりません。彼は高慢になることを拒まれました。神から独立して活動させ、神から独立して王国を受けさせようと誘惑する、悪魔の誘惑を拒まれました。サタンが彼に押しつけようとしたものに対して、なんと彼は戦い抜かれたことか。それなのに、最後になって、御父からそれを私たちのために受け入れるよう求められたのです！私たちなら耐えられるでしょうか？いいえ、耐えられません。


  「彼は従順になられました」。ああ、彼の場合、それはなんという従順を意味したことか！彼は神に対して従順でした。神は彼にこう言われたかのようでした、「わたしがあなたに求めているのは、あなたが人類のために罪とされ、罪として裁かれ、罪としての取り扱いをわたしから受けて、まさにこの罪の立場に足を踏み入れることです。わたしはあなたを処分して、わたしに対する敵意によって引き起こされたわたしの怒りをあなたの上に注いで、あなたを裁きます。また、わたしはわたしの臨在をあなたから全く取り去ります。これは恐るべき現実であり、あなたは『わが神、わが神、なぜわたしを見捨てられたのですか？』と叫ぶでしょう」。無力さについては――「彼は弱さを通して十字架につけられ」ました（二コリント十三・四）。彼は自分を救うことができませんでした。十字架における（単数形の）罪の働きはこのようなものであり、この捨てられた山羊は遙か遠くに送られました。「私が昼よばわっても、あなたは答えてくださいません」（詩篇二二・二）。神から見放され、見捨てられた、この遠くのすたれた荒野から叫んでも、だれも答える人はいません。私たちには耐えられません。私たちのためにサタンのこの力を滅ぼすために、この永遠のように長く思われる一時の間、彼は死を味わわれました。すなわち、神の怒りを受け、神から遠ざけられて、全く無能で無力な者となられたのです。


  



  （ｂ）神から受け入れられたキリスト


  



  しかし、十字架には別の面もあります（主がお望みになるなら、私たちはこれについて後でまた話さなければならないでしょう）。十字架のこの別の面では、一方において、これまで述べてきたことはみな真実であり、私たちはそれ――その恐ろしい暗闇と暗黒と恐怖――にあずかることは決してないのですが、他方で何かが進んでいます。彼はしみのないご自身を神に供えられました（ヘブル九・十四）。彼は神への供え物でした。これが別の面です。「この方は私たちを暗闇の力（権威）から救い出して、愛する御子の王国の中に移してくださいました」（コロサイ一・十三）という御言葉が、私たちのために効力を発揮するようになったのです。これが十字架の意義です。私たちはこの暗闇の中から神の絶対的御旨の中に移されました。神の絶対的御旨は「愛する御子」です。私たちは「この愛する方にあって受け入れられ」ました（エペソ一・六）。私たちは十字架によって一方から他方へ移されたのです。


  ああ、この十字架の二つの面の素晴らしい深遠さと豊かさをもっとよく知らせる力が私にあれば。あなたはもう少し良く理解しておられると私は信じます。今、私たちは十字架の二つの面――裁きと受容――について考えています。彼がなさったことを見ることにしましょう。彼は神の怒りをことごとく吸い込み、飲み干されました。もし私たちが信じるなら、私たちに対する神の怒りはもはやありません。もし私たちが信じるなら、彼は神と私たちの間にあった広大な深淵を埋め立てて塞ぎ、彼の十字架の血を通して私たちを神のみそば近くにもたらしてくださいます。そして、彼は私たちを無能さから救い出して、神の力を受ける地位に連れ戻してくださいます。それは私たちが聖霊により神の大能の力を授かるためです。「彼の御霊を通して、力をもって、あなたたちの内なる人を強めてくださいますように」（エペソ三・十六）。私たち自身は弱いままですが、それにもかかわらず、「私は私を強めてくださる方にあって何でもすることができます」（ピリピ四・十三）と言えます。これは一大変化です。


  



  実際的適用


  



  しかし、これは実際に適用されなければならないことがわかります。私たちはこのような十字架の意義にはっきりとあずかって、こう言わなければなりません、「わかりました。天然の私に関するかぎり、これが十字架の意義である以上、もはや自己の意志や独立の精神のための余地はありません。自己の意志も独立の精神も十字架に行かなければなりません。旧創造に属するものはすべて十字架に行かなければなりません」。神に感謝します。十字架は大昔に立てられたたんなる木造品ではありませんし、私たちが自分の肩に担うべき像でもありません。十字架は神の大能の力です。「十字架につけられたキリストは神の力です」（一コリント一・二三、二四）。これをなすために、私たちを私たち自身の頑固な意志から救うために、私たちの内にある神に対するこの敵意の力を砕くために、そして私たちを御子の形に造り変えるために、十字架に神の力が集中しています。ああ、十字架はなんと途方もないのでしょう！私たちは十字架のゆえに彼がどれほど代価を払われたのかを礼拝しつつ、この黙想から厳かに立ち去ろうではありませんか。私は「厳かに」という言葉の代わりに「砕かれて」という言葉を使いたいくらいです。彼は従順になられました！この従順という命題を自分の前に掲げなさい！たとえ私たちが罪に満ち、罪を犯す大きな可能性があったとしても、一つの命題を自分の前に掲げるなら、私たちは罪から身を引いて、「私がそれに触れることを神は断じてお許しになりません！」と言うにちがいありません。私たちは主に大いに反する雰囲気や状況から滅多に身を引きません。彼を思いなさい！私たちは決して彼の苦しみを理解できません。彼は聖なる方でしたが罪とされて、神の怒りを余すところなく受ける立場に立つよう御父から求められました。彼は神の怒りを教義的に、形式的に受けたのではなく、実際に受けたのです。そして、彼は「自分は神から遙か遠くに捨てられてしまった」という思いを抱かれました。彼は神を見いだせませんでした。彼は無力で何もできませんでした。これが代価であり、私たちを救うために彼が従順になられたことの意義です。ああ、私たちの救いはなんと高くついたことか！私たちは恭しい心からの愛をもってこれを熟慮しようではありませんか。


  しかし、私たちはそこに置き去りにされるわけではありません。神に感謝します。私たちの一人たりとも、決して神の裁きを味わう必要はありません。私たちの一人たりとも、神から捨てられる経験をする必要はありませんし、神から遠ざけられる経験をする必要すらありません。私たちは私たちの主イエス・キリストにあって、彼を信じる信仰により、まさにその正反対であることを知っています。


  どうか主がこのつたないメッセージを用いてくださり、私たちの贖いがどれほど高価なものかを私たちの心に印象づけてくださいますように。私たちが贖われたのは、「朽ちるものや、銀や金によってではなく、尊い血によったのです」（一ペテロ一・十八～十九）。


  



  第７章 義の勝利


  



  
    「私の心は麗しい言葉であふれています。私は王について詠んだ私の詩を語ります。私の舌は速やかに物書く人の筆のようです。あなたは人の子らにまさって麗しく、恵みがその唇に注がれています。それゆえ、神はとこしえにあなたを祝福されました。ああ、勇者よ、栄光と威厳とをもって、剣を腰に帯びてください。真理と柔和さと義のゆえに、威厳をもって栄華のうちに乗り進んでください。あなたの右手はあなたに恐るべきことを教えるでしょう。あなたの矢は鋭くて、王の敵の胸を貫き、もろもろの民はあなたの下に倒れます。あなたの王座は、おお、神よ、永遠に続き、あなたの王国の杖は公平の杖です。あなたは義を愛し、悪を憎まれました。それゆえに神、あなたの神は喜びの油をあなたのともがらにまさって、あなたに注がれました。」（詩篇四五・一～七）

    

    「……しかし、御子について彼は言います、『あなたの王座は、おお、神よ、永遠に続き、あなたの王国の杖は公平の杖です。あなたは義を愛し、不法を憎まれました。それゆえに神、あなたの神は喜びの油をあなたのともがらにまさって、あなたに注がれました』。」（ヘブル一・八～九）

  


  この聖書の二つの御言葉の中に、とても多くのことが集約されています。前の黙想では、ほんの少しだけかもしれませんが、私たちの主イエスの十字架について、また裁きの意味について、いくらか見ました。さて、十字架のもう一つの面に移って、義の根拠に向かうことにします。これまで私たちは、裁きという結果になる罪に注意してきました。今度は、義に注目することにします。


  



  二つの王国の間の戦い


  



  しかし、私はここでもう一度、背景全体を理解してもらうために、次のことを述べたいと思います。この一連の黙想で私たちが見ようとしているのは、この二つの大きな王国、サタンの王国と神の王国、暗闇の王国と光の王国、死の王国と命の王国の間の戦いが、今日、とても激しく広範囲にわたってなされており、終末に向かって進みつつあるということです。至る所で主の民はこの戦いに巻き込まれています。とても現実的な意味で、この戦いの行く末は彼らにかかっています。教会は永遠の選びの道具また器であり、教会の中で、また教会を通して、主イエスの絶対的主権が現され、執行されます。これが実現されるには、大いに実際的な立場に基づいて、大いに実際的な路線で、深い霊的な準備がなされなければなりません。なぜなら、この二つの王国は客観的な外面的方法で設立されたたんなる組織ではないからです。これらの王国は政治的なものでも、経済的なものでもありません。いかなる意味においても、地的なものではありません。この二つの王国は霊的なものであり、その性質と力と存在のまさに本質は一つの霊的な状態なのです。そして、この霊的状態はそれぞれの王国に属する人々の構成そのものの中にも見いだされます。サタンの王国は実際のところ、もともと人の内側に存在するものであることを、私たちはこれまで見ようとしてきました。今、サタンは人自身の性質の内に力を有しています。他方、天の王国も内なるものです。天の王国はあなたの内側にあり、それゆえ、内側の構成の問題です。ですから、ここで私たちに一つの問題が持ち上がります。その問題とは、この王国、神の民の命の内側にあるこの天の王国は、実際のところ、その至高性と優位性を現し出すようになるのか、ということです。私たちはそのために召されているのであり、これこそまさにこの一連の黙想の課題です。


  



  義によって治められている王国


  



  さて、私たちはこの問題――それが何を意味するのかについて――を再び内なる方法で追うことにします。しかし今回は、義の面についてです。私たちの読んだ聖書の箇所が、「御子について彼は言います、『あなたの王座は、おお、神よ』」となっていたことに気づかれたでしょうか。神の愛する御子の王国と神の王国とを機械的に区別してはなりません。これらは意味においても、価値においても、効力においても同じものです。「私たちを暗闇の力（権威）から解放して、愛する御子の王国の中に移してくださいました」（コロサイ一・十三）。これは何の王国でしょう？「あなたの王座は、おお、神よ」とは、御子について述べている言葉です。「永遠に続き」――この王国は永存する王国です。この言葉は旧約聖書でいと高き神の王国に関して使われているのと同じ言葉です（ダニエル四・二三）。「あなたの王国の杖は公平の杖です。あなたは義を愛し、不法を憎まれました。それゆえに神、あなたの神は喜びの油をあなたに注がれました……」。


  



  義は義なる方の表現である


  



  さて、サタンの王国は（単数形の）罪に基づいています。そして（単数形の）罪は、すでに述べたように、反逆と倒錯であり、そのあらゆる現れを伴います。すなわち、高ぶりや、あらゆる形の自己を伴っており、神に対する敵意、神からの分離、自分自身を贖うことができない完全な無能さや無力さという結果になります。これがサタンの王国の基礎です。他方、神の王国は義に基づきます。すなわち、（単数形の）罪の全く正反対のものに基づいています。サタンが（単数形の）罪の化身である以上、正しく理解するなら、キリストは義の化身でなければなりません。要点はこうです。義は何か抽象的なものではなく、何か人格的なものなのです。（単数形の）罪のことを何か抽象的なもののように話さないでください。（単数形の）罪はひとりの者の表現です。サタンこそ（単数形の）罪であり、彼から発するものはすべて（単数形の）罪です。同様に、キリストは義であり、神から発する義はキリストです。キリストは私たちに至る神の義となられました（一コリント一・三〇）。彼は「義なる方」（使徒三・十四）です。義は人格的なものです。私たちはこれを宣言し、これを強調する必要があります。それは、私たちが取り扱っているのは物であると決して思わないようにするためです。私たちが取り扱っているのは、つまるところ、ふたりの人物であり、それゆえ、二つの王国なのです。両陣営とも、「何に？」ではなく「誰に？」という問題に帰着します。誰が王国を獲得するのでしょう？


  さて、「王国」という言葉が主権、権威、力を示唆するものだとするなら――もちろん実際そうなのですが――主権、権威、力は一つの性質に基づくものであり、それから生じるものということになります。これらのものは職務的なものではなく、任命されたからといって行使したり、主張したりできるものではありません。これらのものは当事者の一人の人あるいは複数の人々の性質から発します。つまり、あなたや私は神の性質や神の似姿を知るその程度を越えて、神の力を知ることはできないのです。敵の力に対する私たちの霊的力、主権、権威は、私たちの神との親しさや私たちの内側の神の似姿以外の何ものにもよりません。ある種の用語を採用して、権威に関する深い知識抜きで、その用語を敵に向かって投げつけるどんな教えの体系も、きわめて危険であり有害です。そのような教えの体系は必然的に、信奉者全員を困難の中に巻き込むでしょう。そして、その困難の中から彼らを救い出すのは容易ではないでしょう。これは観念を述べたものではなく、事実です。ある人々は「サタンは敗北した敵である」と言って立ち上がり、聖書の御言葉をサタンに投げつけたのですが、サタンは彼らに恐ろしい損害を与えました。私たちの中にはこれを目撃した人もいます。彼らはその結果、散らされてバラバラになってしまいました。しかしこれは、敵に対する権威なるものは存在しないことを意味しません。私が強調しようとしているのは、権威の根拠を知る必要があるということ、そして、その根拠はここで義が意味するところのものであるということなのです。


  



  義なる方の特徴

  （ａ）柔和さ


  



  そこで、義の上に建てられているこの王国の性質に進むにあたって、この王国がいかにサタンの王国とは正反対の特徴を帯びているのかを見ることにします。サタンの王国では、すでに述べたように、高ぶりが反逆、反乱、悪の長い歴史の出発点であり、その第一の特徴です。「あなたの心は自分の美しさのために高ぶった」（エゼキエル二八・十七）。ですから、神の王国、神の愛する御子の王国は、高ぶりの反対のもの、すなわち柔和さをその基礎としなければなりません。柔和さというこの問題は神の御言葉の中で、旧約聖書と新約聖書の両方で、大きな地位を占めています。私はこの事実にあなたの注意を促したいと思います。あなたにほんの少しだけ引用を示すことにしましょう。そうするなら、あなたは直ちに他の多くの御言葉を思い出すでしょう。


  
    「主は柔和な者を正義によって導き、柔和な者にその道を教えてくださる。」（詩篇二五・九）

    「柔和な者は地を受け継ぐ。」（詩篇三七・十一）

    「主は柔和な者を支えてくださる。」（詩篇一四七・六）

    「主は柔和な者を救いをもって飾られる。」（詩篇一四九・四）

    「（主は）公平をもって地の柔和な者のために裁かれる。」（イザヤ十一・四）

    「主は私に油を注いで、柔和な者に福音を宣べ伝えさせ」（イザヤ六一・一）

  


  これらの御言葉はみな、私たちをこの特徴の完全な化身であった方に導きます。「わたしのくびきを負って、わたしから学びなさい。わたしは柔和で心がへりくだっているからです」（マタイ十一・二九）。エルサレムに対して、「見よ、あなたの王が来られる。柔和で、ロバの子に乗って」（マタイ二一・五）という預言の言葉が告げられました。また、ペテロは柔和さを大いに価値あるものとして述べています。「柔和で穏やかな霊という飾りを身につけなさい。これこそ神の目に大いに価値あるものです」（一ペテロ三・四）。パウロは言いました、「私パウロが、キリストの柔和さで、あなたたちにお願いします」（二コリント十・一）。エペソの教会はパウロを通して偉大な包括的啓示を受けました。その啓示によると、教会はこの世界の基が据えられる前から、キリストにあってあらかじめ定められ、予定され、選ばれていました。また、その啓示は神が教会を選ばれた目的について示すものでもありました。エペソの教会は、教会の永遠の召しと天的な使命と力に関して、このように比類ない解き明かしを受けました。ところが、この教会に対して、パウロはいわば高嶺から下って来て言います、「柔和のかぎりを尽くして、あなたたちが召された召しにふさわしく歩みなさい」（エペソ四・一～二）。「これらのことによって霊的高ぶりに陥ってはなりません」。これはみなどのように実現されるのでしょうか？自己主張によってでしょうか？いいえ、「謙遜と柔和のかぎりを尽くす」ことによってです。


  これらの御言葉は確かに、私たちを次の事実に向かい合わせるのに十分です。サタンのすべての力を征服する力は、第一に柔和さの中に集約されていることがわかります。（単数形の）罪のあらゆる強大な力とサタンが設立したこの強大な王国全体の中に、サタンは人の子ら全員を生まれつき引き込んでいますが、このサタンの王国は柔和さによって滅ぼされます。柔和さはサタンの王国の力より強力なのです。


  



  （ｂ）明け渡しと従順


  



  文脈上ここでは、明け渡しという別の言葉を用いることにします。この言葉は聖書の中にあまり出てきませんが、その意味するところは聖書に満ちています。ルシファーは反逆し、その後アダムが重大な裏切りを犯して彼の手に陥りましたが、敵とアダムに影響を及ぼして彼らを支配していたものは、自分のものにしようとする所有欲だったことを私たちは見ました――サタンは「私は……しよう、私は……しよう、私は……しよう」と心の中で言い、力のかぎり手を伸ばし、つかみ取り、握りしめ、決して手放そうとしませんでした。ですから、彼の王国はこの基礎の上に立っています。これに何か説明が必要でしょうか？今の世の中を見まわしてご覧なさい。強奪や獲得欲、手を伸ばして獲得し、所有し、握りしめ、所有物を使って支配することがまかり通っています。これに対して神の王国は立ち向かい、征服します。神の王国は神の愛する御子の王国であり、キリストとその王国の特徴は明け渡しです。


  ここでまた意義深く印象的なことに、ピリピ人への手紙の中にこの明け渡しの問題について記されています。ところが残念なことに、私たちの英訳聖書では明け渡しというこの言葉は使われていません。この手紙の内容について私たちは知っています。ユーオデヤとスントケは明らかに自分自身の権利を主張していました。どういうわけか、彼らは仲違いしてしまいました。おそらく、二人のうち一人が悪くて、もう一人は自分の権利を擁護していたのでしょう。「あなたは私に謝らなければなりません。あなたは私に赦しを求めるべきです。あなたは私から取ったものを返さなければなりません」。そこで、パウロはこのような状況を対処する手段、方法として（「結局のところ、これは二人の間のささいないざこざにすぎないのに、なぜ大騒ぎするのだろう」とあなたは思われるかもしれません）、見いだしうる最大の根拠を示します。彼はそれとなく、この世界が造られる前の、私たちが以前描写した光景にまで遡ります。そこでは守護のケルブが火の石の間を上り下りしていました。この守護のケルブは最も輝かしい被造物であり、神の御座に次ぐ地位にありました。ところが、彼は「私は……しよう」と言い、そこからすべての悪が始まったのです。そして、ユーオデヤとスントケの二人はこの地上で、遠く離れたピリピにいたのですが、この二人によりまさにこれと同じものが表されたのです。高ぶり、個人的利益、個人的獲得欲のせいで、二人の間に亀裂がありました。これは全く同じものであり、分裂を生じさせます。そこで使徒は懇願して言います、「これは原則的に同じものであり、それゆえ、その結果、教会を引き裂くという同じ影響を及ぼすことになります。それがどう対処されたのかを見て、自分自身を改めなさい。神と等しい方がおられましたが、この方は神と等しくあることを固守せずに、ご自身を空しくして、死に至るまで、実に十字架の死に至るまで従順になられたのです」。彼はこの崩壊した宇宙をサタンの隷属状態から解放するために従順になられました――その意味について私たちは前の黙想でいくらか見ました。この獲得欲の原理が働いていたため、御父は御子にこう頼まれました、「どうか（単数形の）罪になってくれないでしょうか？この悪がもたらした結果をすべて身に負ってくれないでしょうか？あなたがそうする時、あなたとわたしとの間に大きな亀裂が生じて、あなたはわたしから遠く離れた忘却の地に追放されることになります。その地であなたが叫んでも、その叫びは届きません」――しかし、これ以上に酷いことだったのです。しかし、彼は従順になられました。彼は「はい、わかりました」と言われました。そして、彼はこうしたいっさいのことのために、失意のうちに死なれたのです。パウロは、この地上にいる二人の人、ユーオデヤとスントケに言いました、「あなたたち二人の間の関係はこの圏内になければなりません。これがその意味です。あなたたちは正しい関係と中心を保たなければなりません」。「私はユーオデヤに勧め、スントケに勧めます。主にあってこの同じ思いを持ちなさい」。「あなたたちの内にこの思いを持ちなさい。この思いはキリスト・イエスの内にあったものです」（ピリピ二・五）。「明け渡しなさい！この問題の中に悪魔が潜んでいます。悪魔はここに足がかりを得て、あなたたち二人を通してまさに神の教会を混乱させようと狙っています。悪魔は大昔に天で行ったこと、また地上で諸々の世紀を通して行ってきたことを、ここでもしようとしています。ここにあるのはサタンの王国です。それを滅ぼす唯一の方法は明け渡しによります」。そこで（この状況を心に留めておいてください）この手紙の少しあとの方で使徒は言います、「あなたたちの寛容（明け渡し）をすべての人に知らせなさい」。主イエスは手放す技術の偉大な達人です。ある意味、地上における彼の全生涯は手放す生涯でした。人々もサタンも彼に王国を差し出しましたが、彼はそれを手放されました。常に、彼は手放す術をご存じでした。このような方法で、彼は獲得されたのです。「あなたは不法を憎まれました」がこの問題全体の核心を突いています。「それゆえに神はあなたに油を注がれました」。「あなたが手放したからこそ、あなたは王国を得たのです」。


  彼は「ほふり場に引かれて行く小羊のよう」でした（イザヤ五三・七）。これより完全な明け渡しの絵図はありません。「毛を刈る者の前で黙っている羊のように、彼は口を開かなかった」。彼が訴える者たちの前にいた時、彼を殺そうとしている者たちの前にいた時、彼らは彼の口を開いて自己弁護させようと手を尽くしましたが、「彼はお答えにならず、一言も話されなかった」（マタイ二七・十四）のです。これは明け渡しでした。しかし、ああ、この明け渡しの力、この種の事柄の霊的力を私たちがもっとよく知っていれば！私たちは時間をかけてこれについて熟考し、自分の心を探る必要があります。私たちはもともとそのようなものではありません。私たちはすぐに口答えし、自分自身を正当化し、自分自身を擁護し、自分の権利を主張し、怒ってしまいます。また、自分の利益が何らかの形で脅かされたり、削減されたりしようものなら、大いに取り乱してしまいます。そうです、バスや電車の中で、物事が順調に進まない時や、人々が期待どおりに自分を扱ってくれない時、私たちはたちまち激高してしまいます。罠にかかるのは容易です。柔和の精神は常に現存するわけではありません。私たちには大いに学びが必要です。


  さて、これは内側を省みて自分を吟味したり分析する問題ではありません。これはイエスの霊を私たちの内側に住まわせて、私たちをキリストに似た者にしてもらう問題です。また、私たちはキリストに似た者となる必要性に目を留めるだけでなく、これが必要な理由にも目を留めなければなりません。つまり、打ち倒されるべき大きな王国があるのです。明け渡しはその唯一の道です。


  また、明け渡しは従順を含んでおり、従順という結果になります――従順は反逆の正反対です。これまで述べてきたことを考慮すると、これ以上これについて考える必要はないと思います。しかし、主イエスの明け渡しに関する宣言の結論とその輝かしい結果を示すこの特別な御言葉について熟考するのは良いことです――「死に至るまで従順になられました。それゆえに、神はまた彼を高く上げられました」（ピリピ二・八、九）。


  



  （ｃ）依存


  



  次は依存です。依存は独立の正反対です。独立の精神は多くの形で働きます――それについては前に述べました――神を全く追放したり、神に頼らずに自分の将来を切り拓こうとします。また、独立の精神はそれより目立たない様々な形で働くこともあります。例えば、きよめられた人ですら、主の祝福を受けると、霊的高ぶりの兆候を示し始めることがあります。主の祝福を受けてうぬぼれに陥るのはとても簡単です。主に立ち返って、「主よ、先刻は素晴らしい時でしたが、次にどうなるかはあなた次第です」と言わずに、歩みを重ねてしまうこともありえます。最初の一歩が祝福されたからといって二歩目を踏み出してしまう、この一見何でもないように見える行動は、霊的高ぶり――うぬぼれ――から発しているのです。


  主イエスをご覧なさい。主がこの地上で過ごされた年月の歩みを追うなら、直ちに一つのことが明らかになります。それは彼が御父に依存しておられたということです。「子は自分からは何もすることができません」（ヨハネ五・十九）。「主は諸々の制約や、活動を促す諸々の影響の下にあったため、じっと待っていて、決定を下さずに、行動するかどうか、行くかどうかの間で宙ぶらりんになっておられるのではないだろうか」と思いそうになることがしばしばあります。彼の母親の、「人々のぶどう酒がなくなりました」（ヨハネ二・三）という言葉を覚えておられるでしょう。人々は彼に、とても酷い状況の困った問題を解決する好機、何か尋常でないことを行う好機が来たことをほのめかしました。しかし、彼はしばらくの間、保留されました。「わたしの時はまだ来ていません」。母親に言われたからという理由だけでは、彼はそれを行えませんでしたし、行おうともされませんでした。仮庵の祭りの時、彼の兄弟たちはエルサレムに上って行くよう彼を促しました。しかし、彼の返答は、「あなたたちは祭りに上って行きなさい。わたしはこの祭りには上って行きません」でした（ヨハネ七・一～十）。その後、彼らが上って行くと、彼ご自身も上って行かれました。彼の全生涯にわたって、こうでした。どんな事であれ、彼が行動されたのは、他の人々がそうしていたからでも、そうするのが当然だったからでもありません。また、熟慮や感情や他の方法によってでもありませんでした。主の行動は、「父よ、あなたはこれを望んでおられるのでしょうか」ということに基づいていました。彼は父から離れて行動しようとはされませんでした。彼は御父に完全に依存しておられました。サタンの王国はこのような方法で打ち倒されるのではないでしょうか？


  こうした事柄の多くは、荒野の三つの誘惑と全く符合していたのではないでしょうか？「これらの石にパンになれと命じなさい」、「あなたの身を投げ落としなさい」、「もしあなたがひざまずいて私を礼拝するなら……」（マタイ四・三、五、九）。この誘惑の背後にあるものは何でしょう？――「自分で主導権を握って行動しなさい、自分自身から行いなさい、この問題を自分の手で処理しなさい！」ということでした。しかし、彼は拒絶されました。自分は父に委ねられていること、自分は父の奴隷であることを、彼はご存じだったからです。「見よ、わが僕」（イザヤ四二・一）。これこそまさに依存でした。


  さて、私たちの全存在は、この依存という思想に対して自然に反発します。私たちは高慢なので、依存することができないのです。私たちはもともと独立的です。そうです、これこそ私たちの内にあるサタンの毒です。もしこの毒が霊の領域に入り込むなら、原則的にサタンの王国が神の王国の中に入り込むことになります。


  しかし、依存は力を得る道です。なぜでしょう？――この道に沿って主は到来されるからです。主がご覧になるのは柔和な者、拠り頼む者です。「わたしが目を留めるのはこのような者です……」（イザヤ六六・二）。力は主が私たちと共におられる結果です。私たちは思い込みやうぬぼれで何らかの活動を続けるかもしれませんが、もし主が私たちと共におられないなら、何の益があるでしょう？


  



  （ｄ）愛から生じた無私の心


  



  これはみな無私の心に要約されます。無私の心は、仏教に見られるような消極的なもの――自制や欲望の滅却――ではありません。無私の心は愛が結ぶ実であり、愛は大いに積極的なものです。なぜ主イエスはこの立場を取り、それにしがみつき、最後までこの戦いを戦い抜かれたのでしょう？彼は霊の世界から加えられるあらゆる圧迫に対して戦い、血の雫を流すほど戦われました。なぜ彼は、「わたしの意志ではなく、あなたの御旨がなされますように」と言われたのでしょう？なぜでしょう？御父を愛する愛のためです。愛が積極的な要因でした。そして、無私の心はこの領域では積極的なものになります。愛、キリストの愛が制限します。愛が入って来る時、自己は出て行きます。ですから、私たちはこの問題に関して否定的な面を取り上げません。私たちは「主の愛で私たちを満たしてください」と主に求めます。そうするなら、自己は出て行きます。愛と自己というこの二つのものは決して共に王座につくことはできません。無私の心――これが愛が姿を見せる方法であり、愛の結ぶ実です。


  



  罪の影響は義によって無効にされた


  



  この柔和さ、明け渡し、従順、依存、無私の心の結果は何でしょう？他方の（単数形の）罪とはまさに正反対のものです。（単数形の）罪は神に対する敵意です。しかし、この結果は愛であり、神の愛がキリストにあって私たちの心に注がれ、この敵意を滅ぼします。（単数形の）罪は神から引き離します。このキリストの性質は神に近づけ、神に似た者とします。無能さの代わりに神と共にある力、神の力が到来します。


  



  義の結果――命


  



  さて、黙示録を見ると――黙示録では聖書に記されているあらゆることが究極的表現に至ります――この宇宙の諸々の動きの結末は、「この龍、この古い蛇、すなわち悪魔、サタン」が高い所から投げ落とされることであるのがわかります。この龍は最後に自分の者たちと共に投げ落とされて滅びに至ります。次に、天から新しいエルサレムが下って来て、自分の地位につきます。しかし、これはどのように実現するのでしょう？「小羊は打ち勝ちます……」（黙示録十七・十四）。ヨハネはある時、「私は七つの封印で封印された一冊の巻物の幻を見て、『誰がこの巻物を開くのにふさわしいのか？』という声を聞きました」と言いました。しかし、ふさわしい者はだれも見つかりませんでした。そこで彼は言いました、「私は激しく泣きました。この巻物を開くのにふさわしい者がだれも見つからなかったからです」。しかし、御使いは言いました。「泣いてはいけません。見よ、ユダ族から出た獅子、ダビデの根が勝利を得たので、この巻物を開くことができます」。そこで、ヨハネがその獅子を見るために振り向くと、「ほふられたばかりのような小羊が立っている」のを見ました。あなたはこれをよくご存じでしょう。この方は獅子であって、力、威厳、主権を持っておられるのでしょうか？そうです、すべて持っておられます。この方はどこにおられるのでしょう？――この方は「ほふられたばかりのような小羊」です。このほふられた小羊は、ユダ族から出たこの獅子のあらゆる特徴の化身です。「彼らは小羊の血のゆえに打ち勝った」（黙示録十二・十一）。ああ、これらのことにはみな霊的意義があります！それは私たちを探り、私たちの心を貫かなければなりません！この敵はどのように打ち倒されるのでしょう？敵の王国はどのように滅ぼされるのでしょう？神の民である私たちの内側にこの小羊の性質が成長して、このサタンの王国全体が原理的に無効化されることによってです。この王国は永遠の王国でもありますが、その力は「あなたの王国……」と言われた方の性質の力です。これが彼の性質です。「あなたは義を愛し、不法を憎まれました。それゆえ……」。そして、これは死に勝利する命です。小羊が戦って勝利する時、教会は彼との交わりによってこの性質の恩恵にあずかります。それは小羊の血と、証しの言葉と、死に至るまで自分自身の命を愛さないことによります。こうして、最後の光景――新しいエルサレム――のための道が開かれます。そして、この都の真ん中から命の水の川が流れ出ます。これが命です！


  命とは何でしょう？命とは神に明け渡すことです。命とは柔和さです。命とはこれまで述べてきたことです。命とは命なるキリストです。私たちは物事を取り扱っているのではありません――これらのことにはみな文字どおりの面もかなりあって、すべてが原則や抽象的な観念というわけではないかもしれませんが、それでも、こうした他のいっさいのことの背後には数々の霊的特徴があります。天が私たちのもとに到来しないかぎり、私たちは天に行くことについて考えようとしないでしょう。主が私たちのところに来られないかぎり、私たちは主のもとに行くことについて考えようとしないでしょう。王国が私たちの内にすでに建設されていないかぎり、私たちに与えられることになる王国について私たちは考えようとしないでしょう。これはみな、いま主が私たちの内側で行われることにかかっており、また私たちが思慮深く主の御旨に協力することにかかっているのです。


  



  この王国は信仰の試練によって内側に確立される


  



  主はなぜ私たちをこのように取り扱っておられるのでしょう？なぜ主は私たち導いてこのような経験を通らせておられるのでしょう？あなたはこれまで「主は自分から離れてしまった」と少しでも感じたことがあるでしょうか？私たちはこれまで「キリストは私たち全員を担ってくださっている」と言ってきましたが、それにもかかわらず、「主は遠くに行ってしまわれた」と時々感じることがなかったでしょうか？これはなぜでしょう？ああ、私たちはこの問題で困惑してきました！主は言われました、「見よ、わたしはこの時代の終結の時まで、毎日あなたたちと共にいます」（マタイ二八・二〇）。「わたしは決してあなたを見捨てず、あなたを見放さない」（ヘブル十三・五）。「それでは主よ、あなたは今日どこにおられるのでしょう？今日、あなたは遙か遠くにおられるように思われます。私にはあなたの臨在が感じられません」。どうしてでしょう？その理由は次のとおりです。すなわち、神は遠くにおられるのではなく、これは神の事実なのです。神の事実を信じるあなたの信仰はどうなっているのでしょう？あなたは事実に基づいて生きているのでしょうか？それとも、感情に基づいて生きているのでしょうか？信仰によって生きているのでしょうか、目に見えるところによって生きているのでしょうか？――なぜなら、すべては信仰によって確立されなければならないからです。信仰によって立ち上がって言わなければなりません、「主よ、今日あなたは遙か遠くにおられるかのように思われますが、あなたは遠く離れてはおられません。あなたはあなたの約束にしたがってここにおられます。『神はお前から去ってしまった』、『お前が聖霊を悲しませたから、神はお前を捨ててしまったのだ』という悪魔のそそのかしを私は拒否します。あなたは十字架によってあなたと私との間の隔てを埋めてくださいました。このあなたのすべての御業に基づいて、私は悪魔のそそのかしを拒否します」。このように信仰によって自分の立場を宣言する時、状況は回復され、問題は片付きます。


  他の問題もみな、この問題と同じです。私たちはこの学校で次のことを学んでいるところです。すなわち、私たちは客観的な方法で聖書に基づいて生きているわけではなく、ある意味、たんなる本としての聖書は私たちを助けることができず、私たちの益にもならないのです。どうにかして、私たちと神が語られた御言葉との間で何かがなされなければなりません。それは神の御言葉が現実のものとなるためです。そして、これは試練や試みを通してなされます。こうしてこの霊的実際――王国――が私たちの内側に確立され、私たちはこの別の王国を支配することを学びます。主が私たちを助けてくださいますように。


  



  第８章 勝利のキリストとその民


  



  まだこの一つの区分が残っています。この区分ではすべてがキリストとその信者に集約されます。


  私が切に望んでいるのは、私たちが生きているこの時代、主は私たちをどこに導こうとしておられるのかを知ることです。つまり、現在進行中のあらゆる事柄の超地上的背景を理解し、はっきりと把握したいのです。（私は前に「宇宙的（cosmic）」という言葉を使いましたが、私はあまりこの言葉が好きではありません。また、この言葉の威力をみなが理解し把握してくれるかどうか私には定かではありません。ですから、おそらく、超地上的性質や超地上的背景という言葉を使った方が、私の言わんとしていることを読者はよりよく理解できるでしょう。）これが意味するのは、物事は地上で起きていることだけに限られるのではなく、すべてのことには別の背景すなわち霊的背景があって、第一に重要なのはこの領域であるということです。この領域で私たちは行動しています。そして現在、最後の局面や結論に向かいつつあるものと関係しているのもこの領域です。ですから、キリストと信者たちに関するかぎり、私たちはこの領域についてよく知らなければなりません。


  私たちはみな、キリストの生涯の物語を読んだことがあります。その物語は、多かれ少なかれ、興味深いものであり、ある意味、有益でもあります。当時のローマの支配者が誰だったのか、主がお生まれになった土地はどんな所だったのか、ナザレはどんな所だったのか、ガリラヤ湖にはどんな特徴があったのか、その漁師たちはどんな人だったのか、そのほか主の地上生涯にまつわる無数の事柄について知るのは興味深いことです。これらはみなためになりますし、ある種の価値があります。しかし、そうしたことがキリストの生涯なのでしょうか？それがすべてでしょうか？それがイエスの物語なのでしょうか？私が言わんとしていることはおわかりでしょう。キリストの真の生活はガリラヤやユダヤや様々な場所の中にあったわけではありませんし、様々な光景の中にあったわけでもありません。キリストの真の生活は、この領域の全く外側にあったのです。イエスの物語は、場所や出来事や人々という観点からは決して記しえない物語です。この物語は超地上的領域の中にあります。実に、この物語の関心事は超自然的関心であり、たんなる人間的関心ではありません。この物語全体には一つの意味があります。主の行い、主の訪問先、主の言葉、主に起きた出来事しか学ばないなら、その意味を完全に見落としてしまうかもしれません。重要なのはこの別のもの――これらすべての背景――なのです。この背景は永遠の時間の領域の中にあり、霊的な目に見えない知的存在や勢力がいる一つの大きな宇宙の中心に位置します。この領域でキリストの生涯は記されたのであり、この領域でのみキリストの生涯を真に知ることができます。私たちは他のあらゆる情報を知っているかもしれませんし、そうした情報は興味深く素晴らしいものかもしれませんが、情報は私たちをあまり遠くに至らせることはできません。私はあなたにお尋ねします。家々が並び立つベツレヘムと呼ばれていた小さな町でイエスがお生まれになったこと等を知ることが、罪との死にもの狂いの恐ろしい戦いで、どれだけあなたの役に立ったでしょうか？あまり役に立たなかったのではないでしょうか？しかし、あなたが霊の光景を見、霊の領域で起きていることを知る時、それはあなたの最も深い霊的経験に影響を及ぼすことがわかります。これが「あらゆる事柄の超地上的背景」という言葉で私が言わんとしたことです。今、私たちはしばらくの間、この問題に取り組むことにします。


  



  主の勝利の領域


  



  そこで、まず第一に、この霊の領域におけるキリストを見ようと努めることにします。キリストがこの世界に来られたことには一つの中心的な包括的目的があったことを私たちは認識しなければなりません。この包括的目的には二つの面がありましたが、それでもそれは一つのことでした。一方において、キリスト来臨の目的は第一に、サタンの王国を法理的に無効化することであり、次に、この王国を究極的に滅ぼすことでした。法理的には――そうです、これは成就されました。究極的には――これは将来のことです。悪鬼どもは主の臨在の意義を認識していました。「私はあなたがどなたか知っています。神の聖なる方です」（マルコ一・二四）。「まだその時ではないのに、あなたは私たちを苦しめに来たのですか？」（マタイ八・二九）。この悪鬼の言葉は究極的滅びのことを言っています。しかし、当時の主の臨在と主の十字架は、悪鬼どもにとって法理的滅びを意味しました。しかし、それは当座のことにすぎません。ですから一方において、キリスト来臨の中心的目的はサタンの王国を滅ぼすことだったのです。他方において、キリストの来臨は天の王国、神の王国を開始することでもありました――今は法理的に始まっていますが、後で文字どおり確立されます。これが主の来臨の中心目的です。主の来臨の中心目的は、善人の生活を送ることや、ある種の教え、「イエスの教え」について説明することではありません。また、人はいかに生きるべきかについて偉大な模範を示し、次に人はいかに自分の信念のために喜んで死ぬべきかについて最高の模範となることでもありません。そのようなことはどれも、この真の意義からなんとかけ離れていることでしょう！


  さて次に、いま述べたことには三つの面があります。第一の面は、主イエスの生涯のあらゆる出来事が有する普遍的関係です。ここでは主の生涯を受肉、誘惑、十字架、復活、昇天と大まかに示すことにします。


  



  （ａ）受肉の勝利


  



  主は肉体となって来て、私たちの間に幕屋を張られました。これが受肉です。まさにこの受肉の始まりから、それどころか実際の受肉の前ですら、これはこれまで述べてきた宇宙的な超地上的要素に影響を及ぼしました。この諸々の要素はサタンの王国を構成するものであり、サタンの性質そのものです――高ぶり、反逆、倒錯によってサタンの王国は構成されており、地上で維持されています。主が生まれる前ですら、サタンの王国は影響を受けたのです。御使いがマリヤにこの大いなる計画を話した時の、ふたりの間の会話に再び耳を傾けましょう。その計画は彼女に義務として課せられたわけではありませんでした――これは重要な点です。御使いはこの計画を彼女に押しつけて、「この計画は実現しなければなりません。あなたはこれを行わなければなりません。これはあなたの義務です」と言ったわけではありませんでした。そうです、それは提案であり、暗示であって、御使いは神の偉大な御思いと御旨を彼女の前に示しました。その御旨は、人間生活や人間関係に関するかぎり、彼女を最も困難で微妙な立場に巻き込むものでした。そして、この御旨は彼女の判断に委ねられたのです。彼女はこの御旨を見て、量りにかけました。彼女は人にとってそれが何を意味するのかを見ました。この御旨を受け入れるなら社会から追放されるおそれが十分あるのを彼女は見ました。いまはこれを辿ることはしません。彼女はそのおそれを承知していました。この物語を読むと、彼女の内に真の戦いがあったのを見て取るのは難しくありません。彼女の内には戦いがありましたが、最後に彼女は勝利しました。彼女は自分の意志を用いて勝利を勝ち取りました。この勝利を得るには、高ぶりや自分の利益をすべて地に投げ捨てる必要がありました。これは力強い勝利でした――「お言葉どおり、私の身になりますように」（ルカ一・三八）。マリヤは神の御旨に絶対的に服従しました。「ご覧ください、私は主のはしためです」――これはしもべの精神です。この光に照らして見ると、何がこの影響を受けたのかわかります。もし高ぶりが所を得ていたなら……！サタンの王国に対して、これがどんな影響を及ぼしたのかをご覧なさい。もし彼女が自己の利益に支配されていたなら、もし彼女の中に反逆、倒錯、手放すのを嫌がる気持ちがあったなら、どうなっていたでしょう？もちろん、主は別の器を見いだされたと思いますが、私たちはこれについて何もわかりません。ここで私たちは、代々の時代にわたる偉大な物語が一人の女性の魂の中に凝縮されるのを見ます。はたして彼女は神の御旨に委ね、明け渡し、服従するのでしょうか？この自己放棄により、彼女の意志は神の意志と一つになりました。そしてそれによって、この地球に関するかぎり、サタンを王座から追放することになるひとりの方がお生まれになったのです。サタンを王座から追放するには、神の宇宙にはびこっていた高ぶり、反逆、倒錯、自己中心性を取り去ることが必要でした。そして、その最初の戦いはこの女性の魂の中でなされたのです。私たちは降誕節の季節になると主の誕生について話しますが、受肉のまさに第一歩の背後にこのような恐ろしい戦いがあったことを見ているとは私には思えません。その背後には、この広大な領域が広がっていたのです。私たちはこれまでマリヤについて話しすぎるのを少し恐れてきました。なぜなら、邪悪で悪質な組織が存在していて、彼女を礼拝し、彼女の歌の言葉に誇張された誤った意味を与えてきたからです。「見よ、今から後、あらゆる世代の人が私を祝福された女と呼ぶでしょう」（ルカ一・四八）。もちろん、私たちには「祝福された処女マリヤ」という句がありますが、私たちはこれを恐れているのです。悪魔はとても狡猾です。悪魔はこの偽りによって真理を覆い隠してきたのです。彼女の魂の中で悪魔の王国を征服する第一歩が踏み出されました――高ぶりは打ち倒され、絶対的な意志の服従によりこの女性の意志は神の意志と一つになりました。そのおかげで、創世記三章十五節の御言葉「わたしは恨みを置く。お前と女との間に、お前の子孫と女の子孫との間に。彼はお前の頭を打ち砕く……」の成就が可能になったのです。


  しかし、受肉はこれだけではありません。当時ですら、そうでした。処女懐胎の神秘があります。私たちは「無原罪の宿り」を受け入れません。これはマリヤを罪の無い存在とするからです。マリヤの系図の中には罪深い人もいます。ですから、彼女は生まれつき罪深い性質を受け継いでいました。しかし、御使いが彼女に告げた「あの聖なるもの」に関する言葉は、イエスは罪深い性質を受け継がれないこと、むしろ、罪の無い不朽不滅の存在になられることを意味しました。神は最初のアダムと最後のアダムとを性質上はっきりと区別されました。最後のアダムは全く別の存在であり、この領域には属さず、彼方の領域に属しています。この彼方の領域では、神はかけ離れた、異なる、「別の」存在です。何らかの方法で、聖霊はこの聖なるものを聖くない遺伝から分離する奇跡を行われました。サタンの王国を滅ぼすにはこれが必要だったことがわかります。キリストは最初のアダムとは全くかけ離れていました。これこそ、この宇宙的戦いの最大の力なのです。


  次に、この問題に関して別の勢力がいかに興味を抱いたのかをご覧なさい。ベツレヘムの馬小屋だけでなく、その周辺の野原や遠く離れた地で、途方もない活動がなされていました――賢者たちがやってきた土地や、ヘロデのいたユダヤでもそうでした。この問題全体によって、とても大きな関心が引き起こされました。この女性は自分の魂の中で勝利しましたが、それは数々の原則に関わることでした。また、聖霊は奇跡をもってアダムの罪の系譜とこの「聖なるもの」とを切り離されました。代々の時代にわたる戦いの行く末は、このマリヤの勝利と聖霊の奇跡にすべてかかっていました。そうです、創世記三章十五節は預言や事実を述べたものであるだけでなく、広範に及ぶ素晴らしい結果をもたらすものでもありますが、それが直ちに成就しはじめたのです。ああ、殺人者が立ち上がりました！カインとアベルの物語はこの二つの体系の戦いの始まりを私たちに示しています。この二つの体系の戦いは個人から部族へ、部族から国へと発展し、拡張してきました。聖書全体を通してこれを見ることができます。それは二つの路線に沿ってであり、二つの基礎に基づいています――すなわち殺人と混合です。敵はモーセや主の他の僕たちを殺そうとしました。敵は選民を殺したり、直接的に滅ぼすことができないときには、彼らを誘惑し、欺き、混合した結婚や混合した礼拝により何とかして彼らを混合の中にもたらして、自分の目的を遂げようとしました。聖書はまさに殺人と混合に満ちています――殺人と混合の目的は、悪の王国の滅亡とこの別の王国の到来を阻止することでした。この宇宙的な関心や懸念が地上でこの受肉の上に集中していました。すべての男の子を殺すようにというヘロデの殺意に満ちた、不法で、野蛮な命令の背後にはこのような理由があったのです。これが行われたのは一人の人――たった一人の人――をつかまえるためだったことを私たちは知っています。悪魔は自分の目的を遂げるためなら手段を選びません。受肉はこの領域でなされました。主イエスは降誕されました――ああ、毎年恒例のお祭り騒ぎをすべて取り払えれば！このお祭り騒ぎは後で付け足されたものであり、そのせいで主イエスの降誕の霊的意義が台無しになってしまったのです。私たちがこの主イエスの降誕の素晴らしさを見ることができさえすれば！主イエスの降誕は地上の食べ飲み等より遙かに素晴らしいのです。これらの点にはどれも同じ背景があります。それについてはもう十分述べて指摘したと思います。


  



  （ｂ）誘惑における勝利


  



  誘惑にはこの霊的背景があったことを私たちは知っています。この誘惑にもこの同じ要素がありました。その要素とは何でしょう？――混合と殺人です。主イエスはバプテスマを受けた後、三つの誘惑によってふるいにかけられる必要があったのでしょうか？この誘惑は敵の狙いだったことは明白です――敵の狙いは主を自分の土俵に引き込むことでした。「もしあなたが、ひれ伏して私を礼拝するなら、これらのものをみなあなたに差し上げましょう」（マタイ四・九）。「もし……するなら、差し上げましょう」。これは賄賂による誘惑です。そして、賄賂により腐敗が生じます。敵は誘惑するために聖書の御言葉すら引用します。敵は聖書の中の一つの約束に基づいて、宮の屋根から身を投げるよう主を促しました。「神はあなたのために御使いたちにお命じになると、あなたの足が石に打ちつけられないように、御使いたちはあなたを手で支えるであろう」。しかし、主の返答はこのたくらみを暴きました、「主なるあなたの神を試みてはならない」。神が私たちを助けてくださらない場合もあります。その場合とは、私たちが思い込んでいる場合です。思い込みは悪魔の道です。ダビデが、「あなたのしもべを引き止めて、思い込みの罪からお守りください」（詩篇十九・十三）と祈ったのも理解できます。ここでダビデが言っている「思い込みの罪」とは、サタンの忠告を聞いて、「神は御言葉に基づいてそれを行ってくださる」と思い込むことだったにちがいありません。誘惑して腐敗と殺人に至らせるこの技術の狡猾さと深遠さがおわlかりになるでしょう。主が思い込みに陥っておられたなら、神は彼を守ることができず、彼は死んでいたでしょう。この策略はなんと深遠だったことか！そうです、主の誘惑には人が造り出した世界よりも遙かに広大な世界という背景があったのです。私たちはこれらの誘惑についてこれまで何度も読んできましたが、その地的な天然的意味しか見ていませんでした。


  



  （ｃ）死における勝利


  



  十字架刑については――前の黙想ですでに十分に示しましたが、この十字架刑は善人が自分の信念のために死ぬ以上のものでした。この十字架には遙か彼方まで及ぶ意義があり、この地上を超越したものでした。主は十字架で主権者たちや権力者たちを剥ぎ取り、彼らを公にさらし者として、十字架において彼らに勝ち誇られました（コロサイ二・十五）。その時そこで何があったのか、使徒たちは私たちに明確に示しています。これがその霊的背景です。


  



  （ｄ）復活と昇天の勝利


  



  主の復活と昇天については、パウロの言葉をもう一度聞いてください――「神はキリストを死者の中からよみがえらせ、天上でご自身の右に座らせ、あらゆる支配、権威、力、主権の上に置き、また、この世だけでなく来るべき世においても唱えられる、あらゆる名の上に置かれました」（エペソ一・二〇～二一）。これは地的なことではなく、地上のことだけでもありません。キリストの復活と昇天の霊的背景がわかります。


  以上述べてきたことは、この大いなる霊的背景――キリストに関するあらゆる事柄が持つ普遍的・宇宙的関係――の中に含まれる三つの面の最初の一つにすぎません。


  



  主の命の強力な力


  



  第二の面は「命」という言葉に集約されます。これが焦点であり、この問題は実際それに集中していました。命！主イエスは、ご自身がすべてに応じる強力な力と徳を帯びて来たことを自覚しておられました。「わたしが来たのは彼らが命を持つためです」（ヨハネ十・十）。「わたしは（わたしの羊に）永遠の命を与えます」（ヨハネ十・二八）。主は、ご自身があらゆる問題を解決できる強力な力と性質と能力――いわゆる神聖な命――を持っていることを自覚しておられました。この命はただの力ではなく、その性質ゆえに力があります。その力はその性質にあります。それは神聖であり、命です。敵が攻撃しようとしている一つのものはこれです。敵の活動はみな、この命の上に集中しています――敵は第一に、人々がこの命を受ける邪魔をします。敵は人々がこの現実の純粋な命を得ることがないよう、その代替物や代用品や偽物を提供するためになんと長い道のりを行くことか！敵はなんと壮大な宗教組織を打ち立てて、この一つのものの道に割り込もうとすることか――それは人々が神聖な命、まさに神ご自身の命を受けることがないよう邪魔するためです。また、人が敵を出し抜いて内側にこの命を受け入れた場合、敵は何としてもこの命を抑圧しようとします。敵はこの命の器、すなわちその命が宿っている体そのものを滅ぼそうとし始めます。そうするための手段はなんとたくさんあることか！神聖な命の数々の法則を破らないよう注意するために、神の子供たちはなんと多くの知恵を必要とすることか！この命を何とかして抑圧し、阻止し、妨げ、制限すること、これを行うことが敵の狙いです。


  他方、この命の道について、また死が宿っているものに触れてはならないことについて、主の民は理解して学ぶ必要があります。この必要はなんと大きいことか。これは全行程に及ぶ現実的戦いです。「死に触れること」という言葉で私が何を言わんとしているのか、きっとあなたはご存じでしょう。あなたは自分の心の中でこれを経験しておられるでしょう。もしあなたが高ぶった言葉を一言でも発するなら、もしあなたがクリスチャンなのに何か地的で個人的なものを自慢し始めるなら、もしあなたが神の子供にふさわしくない方法で何か言ったり行動したりするなら、あなたはどう感じるでしょう？あなたの内側で何かが死んだように感じます――まるで何かが死んだように感じるのです。あなたの喜び、安息、平安、主の親密さの感覚は陰ってしまいます。何かが起きました。あなたはそれを知っています。あなたは死に触れたのです。そのようなことをしてはならないと、命の道は要求します。あなたは学びます。命の霊が内側にあって、この道によって教えてくださいます。これには信者の学びが必要です。ここでこれを見ることは助けになるでしょう。これはこの大いなる宇宙的戦いと関係しているものです。それは命です。この命が到来して自分の道を進むことができるとき、また主の民がこの命の法則と協力してそれに応じるとき、彼らの中で、それゆえ彼らのゆえに、サタンは常に自分の地歩を失って、神の愛する御子のこの別の王国が地歩を得ることになります。なぜなら、この王国は外側の組織ではなく、私たちの内なる命と関係する霊的なものだからです。これについてはこれくらいにしましょう。


  



  主の勝利の領域の中にある信者たち


  



  述べるべき三番目の面は増殖した一粒の種です。一粒の麦が死を通って百倍、千倍の実を結ぶこと――これが主の道です。信者とキリストとの合一、有機的な生き生きとした合一により、「生めよ、増えよ」（創世記一・二二）という命令が霊的な意味で成就されます。キリストの死を通して伝達される神の命により、多くの実が生じます。この多くの実はサタンの王国を滅ぼす方法であり、この宇宙の全体的光景のただ中に置かれた器です。


  



  （ａ）分与された新しい命による勝利


  



  さて、キリストに言えることは、信者にも言えます。なぜなら、個人的なキリストから団体的なキリストに移っただけだからです。キリストと同じように私たちもこの宇宙的背景の中にあることを、私たちは見なければなりません。信者としての、また神の子供としての私たちの生活には、この宇宙的意義があります。新生の意義は何でしょう？私たちはこれまであまりにも新生の意義を切り詰めて制限してきました。それによると、新生とは私たちが個人的に地獄を免れて天に入ることであり、私たちの罪の悲惨さから逃れて救いの中に入ること、それゆえ平安の中に入ることです。そして、私たちがそこに到達したなら、私たちは少しばかりのことを学び、恵みの中で少しばかり成長するでしょう。しかし、大勢の人々にとって、新生はかなり個人的な問題にすぎません。つまり、自分の救いや他の人々の救いに関する問題にすぎないのです。そして、新生の意義は人々に関するものにとどまっています。しかし、それがすべてでしょうか？新生とは何でしょう？それは今しがた述べたことです。新生とは、死によって征服されることのないこの新しい命が一人の新しい生命体に与えられることです――「キリストと共に生かされ、彼と共によみがえらされました」（エペソ二・五、六）――新しい命、この神の命が、一人の新しい生命体に分与されることです。


  こうして戦いが始まります。新生した神の子供が経験するこの初歩的戦いについて、なぜ私たちは理解していないのでしょう？子供が生まれないかぎり、この戦いは始まりません。そして、この戦いは内側で始まります。なぜでしょう？その子供の誕生と共に、その子供は別の関係を持つ一つの世界の中に置かれるからです。その世界ではもはや、自分に関係するのは個人だけではありません。今や、別世界の中にいます。そこでは他の数々の思惑や考えが渦巻いています。さらに、何かそれ以上のものに自分が直面していることに気づきます。自分自身の命がその世界の命と戦闘状態に入ります。もしあなたが新生した子供の生活条件をその後も維持して、全世界をその子供に従わせようとするなら、あなたは台無しにしてしまいます。つまり、あなたはその子を駄目にしてしまいます。これはどういうことでしょう？これは新生した神の子供たちを、まるで彼らのために世界が造られたかのように世界の中心とすることであり、また彼らの望むものは何でも与えて何一つ拒まないことです。このように彼らを取り扱うことは、その子の内にある命の原則、責任の原則に反します。


  これを霊的な事柄にあてはめてみてください。なぜなら、これはたとえにすぎないからです。私たちが新たに生まれて、内側に神の命を持つようになる時、私たちは一つの世界の中に導かれます。その世界は戦いの世界です。私たちの内にあるこの命は、直ちに戦いの領域の中に入ります。その領域の中には競合する数々の意志が存在します。そして、この線に沿って私たちの霊的学びが始まります。私たちはこの命にもともと備わっている勝利の力を開拓しなければなりません。まさにこのためにサタンは地上に残されているのです。「主イエスは十字架でサタンを退治されたのに、なぜサタンを完全に除き去ってしまわれなかったのでしょう？もし主がそうなさっていれば、どれほど多くのことを未然に防げたでしょう！サタンのせいで生じた何世紀にも及ぶ問題をご覧なさい！なぜ主は即座に彼を滅ぼされなかったのでしょう？」と、あなたはたびたび自問するかもしれません。その答えは、サタンを滅ぼすより残しておく方が主にとって有益だったからです。主は私たちに、神の命のこの素晴らしい可能性を試す機会を与えてくださったのです。最終的にこの命が死のあらゆる力に勝利する点に至るまで、私たちはこの命を試すことができます。この命は新生と共に始まります。上から生まれることには、途方もない結果と内容が伴っているのです。


  



  （ｂ）性格の造り変えによる勝利


  



  造り変えに進むことにします。信者の造り変えとは何でしょう？一言で言うと、一方で壊し、他方で建て上げることにほかなりません。物質の領域では、私たち全員の体の中でこれが起きています。私たちの体の中では二つのことが起きています。一つは食べた食物を分解して、その栄養素を抽出することです。これは異化作用と呼ばれています。もう一つの働きは体を積極的に建て上げることであり、食物の栄養素を分解してそれに備わっていたエネルギーを解放することによります。これは同化作用と呼ばれています。この二つの過程を両方とも含む言葉が代謝作用であり、命の変化を意味します。体に必要な健康食を食べると、私たちはすっかり元気になります。霊的にも同じです。クリスチャン生活における造り変えもこのとおりです。私たちの内のこの命の過程は分解して毒素や不要なものを取り除き、「だめです。それは良くありません。それは欲しくありません。それは去らなければなりません」と言います。他方、「これこそ必要なものであり、欲しいものです。これは建て上げるものです」という内なる証しがあります。自分にとって霊的に何が良くて何が良くないのか、もしクリスチャンが感覚的に知らず、学んでもいないなら、その人の霊的健康には何か問題があります。もし神の命が私たちの内で道を得るなら、この二つの過程が進行します。すなわち、私たちは有益でないものがますますわかるようになって、それらを捨て去ります。他方、私たちは何が良くて、何が霊的に価値あるものなのかわかるようになり、「これこそ私の求めるものです」と言うようになります。これが霊的知性です。この打ち壊しと建て上げの二重の過程により、私たちは変えられていきます。これは生命活動です。信者の造り変えはこの線によります。


  



  （ｃ）試練を通してキリストを学ぶことによる勝利


  



  霊的理解力について新約聖書が述べていることをすべて次の御言葉にまとめることができます――「あらゆる知恵と霊的理解力により、御旨を知る知識で満たされますように」。ですから、私たちクリスチャンの学びはこの方向に向かうものですが、それは試み、試練、逆境、苦難という線に沿ってなされます。私たちが持っている知識はすべて、苦難、試練、逆境を通して学んだものです。主を知るにはどうすればいいのでしょう？主を真に知る知識は本から学んだ知識ではなく、私たちが火の中で、試練の中で学んだものにほかなりません。私たちが敵に関する事柄に実際に立ち向かう時、私たちは知識を得るのです。


  



  （ｄ）隠れた勝利の顕現による勝利


  



  信者たちの顕現について一言述べることにします。これはどういう意味でしょう？私がこれを述べているのは、より豊かで高い霊の領域についてです。顕現とは何でしょう？――ローマ八章はこれについて完全に私たちに告げています、「被造物は神の子たちの顕現を熱心に待ち望んでいます」（八・十九）。学びが完了して卒業を迎える時、水面下で起きていたこと、信者たちの内側深くに隠されていたことが現されます。かなりのことが進行しているのですが、最も身近にいる人ですらそれに気づきません――これらの隠れた戦いについて、他の人はいっさい何も知りません。私たちはこれらの戦いに中にあり、私たちは一人で戦い、主に恵みと勝利と力を求めなければなりません。霊的生活におけるこの戦いの積み重ねはみな、その大部分は人の目から隠されていますが、これまで効力を及ぼし、何事かを成し遂げ、私たちを変え、別人とし、さらにキリストに似た者に、さらに優しく、へりくだった、拠り頼む者としてきました。これはみなこの隠れた学びの結果ですが、やがてすべて現されることになるでしょう。将来、子たちが現されます。そして、彼らの現れと共に、これこそ全被造物が待ち望んでいたものであることが明らかにされます。なぜかというと、被造物はこのために造られたからです。被造物が造られたのは、主に似た人々――主の栄光に満ちた人々――が被造物を占有するためです。そして、これが成就する時、被造物の意義が明らかにされ、被造物自身も滅びの縄目から解放されます。これは私たちを最後の言葉――栄化――に導きます。


  



  （ｅ）栄化における勝利


  



  これについて短く、一般的方法で述べることにします。結局のところ、栄化とはこの命の豊かさの顕現にほかなりません。栄化は、成熟に達したこの神の命の性質そのものです。そして、栄化と共にこの宇宙的大戦争も終わります。私たちが彼と共に栄光のうちに現される時、この戦いは終わり、サタンにはもはや何の立場も場所もなくなって、新しいエルサレムが天から出て神から下って来ます。


  これについてはかなり述べてきました。私には一つだけ気がかりがあります。それは私たちの思いが散漫になったり、あるいは多くの話を聞くことで、私たちがこの差し迫った課題や要点から逸らされてしまうことです。今、私たちはまさにこの問題の中にあります。これは厳しい仕事です。私たちの霊的成長――霊的誕生から栄化に至るまでの霊的成長――から途方もない結果が生じます。私たちの霊的生活に途方もないことがかかっています。私たちの内で起きている事柄、私たちがどれだけ学び、成長しているのか、この命がどれだけ道を得ているのか、私たちがどれだけ主を知るようになり、目に見えない世界で重要な存在となっているのかに、途方もないことがかかっています。私たちがキリスト教と呼ばれる宗教に属し、ある事柄を信じたり行ったりしたとしても、それに真の価値はありません。この地表を遙かに超えた領域で主に価値があったように私たちも値打ちのある人物となる時、私たちは真の価値を持つのです。もしこの領域で私たちに値打ちがないなら、それは全くのお笑いぐさであり、全く何の意味もありません。主が私たちをこのような形で価値ある者としてくださいますように！


  



  第９章 戴冠


  



  
    「私は良い戦いを戦い、行程を走り終え、信仰を守りました。今からは、義の冠が私のために用意されています。かの日には、義なる審判者である主が、それを私に授けてくださいます。私だけでなく、主の出現を慕ってきたすべての人にも授けてくださいます。」（二テモテ四・七～八）

    

    「誘惑を耐え忍ぶ人は幸いです。なぜなら、良しと認められた時、その人は主がご自身を愛する者に約束された命の冠を受けるからです。」（ヤコブ一・十二）

    

   「あなたが受けようとしている苦しみを恐れてはなりません。見よ、あなたたちを試すために、悪魔はあなたたちのうちのある者を獄に入れようとしています。死に至るまで忠実でありなさい。そうするなら、わたしはあなたに命の冠を与えます。」（黙示録二・十）

    

    「羊飼いの長が現れる時、あなたたちはしぼむことのない栄光の冠を受けます。」（一ペテロ五・四）

    

    「しばらくの間、御使いたちよりも低い者とされたイエスが、死の苦しみにより、栄光と誉れの冠を受けたのを、私たちは見ています。」（ヘブル二・九）

  


  上に挙げた御言葉は、前の黙想で私たちが取り扱ってきたことをすべて一望するものであり、実際的に要約したものです。これらの御言葉は――義、命、栄光――を巡るものです。最後に三つの冠があることについて述べられているのがわかります――その三つの冠とは義の冠、命の冠、栄光の冠です。もちろん、「冠」の意味は、勝利の行程を誉れと称賛とをもって封印することです。冠は勝利と勝利の栄誉の象徴です。


  



  試練に関する戴冠


  



  この御言葉にはどれも、この共通の特徴があることがわかります――どの御言葉も試練と関係しています。使徒パウロは言いました、「私は良い戦いを戦い、行程を走り終え、信仰を守りました」。試練が三つの比喩で述べられています――すなわち、戦い、競争、信頼です――どれも何か重大な問題があったことを示唆します。ヤコブの手紙と黙示録から引用した他の二つの節も試練や、厳しい試練と試みの時を示唆します。「誘惑（試練）を耐え忍ぶ人は幸いです」。「死に至るまで忠実でありなさい」。ペテロの手紙についても同じです。ペテロの手紙の大部分は「苦難」と「栄光」という言葉に要約されることはご存じでしょう。ペテロは信仰の試練について多くのことを記していますが、試練の後の栄光についても多く記しています。ペテロの手紙に栄光の冠が出て来ます。「羊飼いの長が現れる時、あなたたちは栄光の冠を受けます」。


  さて、ここで大切なのは、何かとても重大な問題が身近にあるということです。そして、それはもちろん、この一連の黙想をすべて要約したものでもあります。最初から最後まで、主イエスは今まさに教会が直面しているこの重大な課題について私たちに気づかせようとしておられます――この課題とは、教会が自分の使命を成就し、その行程を走り終え、完全な信頼を維持すること以下の何ものでもありません。言い換えると、この課題はサタンの勢力の領域でイエス・キリストの絶対的主権を証明すること以外の何ものでもありません――サタンの勢力はまぎれもなく押し迫っており、新たな広範に及ぶ企みや活動により、神の王国を排除し、主イエスをこの宇宙から締め出そうとしています。私の考えに間違いがなければ、主はこの終末の時代、彼の教会を回復して、教会にその使命を気づかせてくださるでしょう。この使命のために教会はキリストにあって選ばれたのであり、そのために教会は道具及び器として存在しているのです――その使命とは、この宇宙で主イエスの至高の権利に逆らっているものに対して答えることです。


  今日、この世界には神の王国に大いに逆らうものが存在していますが、私たちは本当にこの事実に気づいているでしょうか？私たちは多くの妨げが生じるのを耳にします。あなたたちがこれらの問題をたんなる地的水準に基づいて見ないように、またその外観によって多少なりとも欺かれないように、私は希望します。むしろ、私たちは出来事の背後を見、それらの前兆や意義を見るべきです。私たちが見聞きしているのは状況の最前線にすぎず、何かさらに重大な別のものの地的面にすぎません。そして、その別のものとは王国に対するサタンの企てです――おそらくこれはサタンの最後の企てでしょう。


  私たちは終末の時代にだいぶ近づきつつあります。霊的識別力を持つ民なら、今日、状況の流れをはっきりと見ることができます。この光の中で、神の民は自分たちがどこに立っているのかを知らなければなりません。「あなたたちを試すために、悪魔はあなたたちのうちのある者を獄に入れようとしています。あなたたちは十日間苦しみを受けます」という御言葉を引用することも、あながち的外れとは言えません。ただ、この御言葉を文字どおり受け取ってはなりません。十という数字は責任を示す数です。「あなたたちは獄の中に入れられるでしょう。そこであなたはイエスの証しを担う全責任を負うことになります。イエスの証しが成就されるかどうかは、あなたが立つか倒れるかにかかっています。それには死に至るまで忠実であることが必要なのです」。さて、文字どおりの獄があるにせよないにせよ、現在、神の民はとても深刻な見通しに直面していることがわかります。今まさに、この敵意の力をことごとく私たち全員が感じているわけではないかもしれませんが、このような御言葉は多くの状況にとてもぴったりです。邪悪な問題が忍び寄ってきています。教会はこの問題に答えるよう選ばれています。私たちはみな、各自の度量に応じてこの問題に関わっています。もちろん、あなたが実際どれくらい霊的に役立つかは、あなたが主と共にどれだけ歩むのか、あなたの霊的立場は何かということに全くかかっています。私たちのうちの数人はこれまで長い時間をかけて学んできましたが、今日、霊的圧力はかつて私たちが人生で経験したことがないほど強まっています。以前、敵は私たちに一息つく暇を与えてくれましたが、今はもうあまり与えてくれないかのようです。一つの問題に別の問題が続きます。あなたたちの中には私の話がわからない人もいるかもしれませんが、遅かれ早かれ、あなたたちはこれが真実であることがわかるでしょう。


  



  義の冠


  



  さて、この三つのものを見ることにします。まず第一に義――義の冠――です。前の黙想で述べてきたように、義はこの二つの王国の間の宇宙的大戦争の戦場です。では義とは何でしょう？結局のところ、義とは神がご自身の権利を獲得されることです。大昔、絶対的主権に関する神の権利に対して非難と攻撃が加えられました――それはこの今の世界が創造される以前のことです。天でこの攻撃が失敗すると、次に地で攻撃が続行されました。アダムが神を裏切った一大背信により、この世界とこの人類はサタンの手に渡ってしまいました。アダムの内で自己が高慢という姿――自己利益、自己実現、サタン的「私は……しよう」――を取って、神に敵対して立ち上がりました。これが不義です。これまで見てきたように、義はまさにこの反対です――もはや「私」ではなく主であり、中心が自己中心から神中心に変わることです。これが戦場です。これは私たちの外側ではなく内側のことであることを私たちは知っています。私たちが彼にあって神の義とされるために、彼は私たちのために罪とされた、と聖書は私たちに告げています（二コリント五・二一）。これにより備えがなされたので、私たちは性質の変化を享受できます。義は神がすべてのすべてとなる性質であり、すべてが神に焦点づけられて神へと至る性質です。不義は自分が中心となって、すべてが自分へと至る性質であり、これはサタン的です。


  さて、これを見るなら、これはまさにパウロが述べていることであることがわかります。彼は偉大な義の使徒です。これは言うまでもありません。義という言葉でパウロが何を言わんとしていたのか、義が彼にとって何を意味していたのかを調べようとするたびに、私たちは十字架に直面します。しかも、この十字架は人に関する十字架です！私たちはローマ人への手紙の各章をよく知っています。特に六章についてよく知っています。私たちはガラテヤ書二章二〇節や、それに似た他の多くの節、たとえばコリント人への第二の手紙五章十四節を知っています――「一人の人がすべての人のために死んだ以上、すべての人が死んだのです」。パウロは義を何か抽象的なものとは見なしませんでした。彼にとって義とは一人の人が別の人によって置き換えられることでした――アダムが完全に退位させられて、キリストがその座につかれることでした。これが義という言葉で使徒が言わんとしたことです。義は十字架に焦点づけられており、十字架を中心としていました。十字架で堕落の二次的影響――複数形の罪――が対処されただけでなく、その一次的影響――単数形の罪――も対処されました。単数形の罪は神をその正当な地位から退位させることです。義は神をあるべき地位に、その権利と正当な地位に戻すことです。十字架はこれを行いました。パウロはこの義の偉大な英雄でした。この義は主イエスの死と葬りと復活によって確立されたものであり、パウロはこの戦いについて述べています。事実上、彼はこう述べています、「私にこの戦いが委ねられました。この戦いは神が完全かつ絶対的にご自身の地位を獲得されるための戦いです。私は一つの行程の中に置かれました。この行程の目的は、神がすべてのすべてとなられることです。神のために主イエスの十字架を通して彼の権利を確保すること――これが私に与えられた委託です。私の命はそのために注ぎ出されてきました。これは戦いだったのです」。


  そして、この戦いはパウロにとって外側のものだっただけでなく、非常に多くの場合、内側のものでもありました。彼はエペソで野獣と戦ったことについて述べています。彼はこの戦いの客観面を知っていました。しかし、ああ、自分自身の戦いについて、内側で起きていることについて、彼はなんと多く述べていることでしょう！完全に自己を否んで自己を拒絶するこの立場を維持すること、また神と共に神のために歩む行程を歩み続けることは、彼にとって決して容易なことではありませんでした。彼ならこう言ったでしょう、「この道により、この宇宙で神の地位に対して加えられている攻撃に応じることができます。この道は義に焦点づけられており、この義という戦場で戦い抜くべきものです。そして、これは個人的な内側の事柄なのです」。彼は大いに個人的です。ピリピ人に対して書かれたこの御言葉は覚えておられるでしょう、「それは、私が自分自身の義ではなく、キリストを信じる信仰による義、すなわち、信仰による神からの義を受けて、キリストの内に見いだされるようになるためです。それは私がキリストと、その復活の力と、その苦難の交わりとを知るためです」（三・八～十）。彼が述べているのはこの義の問題に関する戦いについてであり、この戦いの結果、敵を退位させることになるのです。


  私たちに関するかぎり、この戦いの第一の面は要求として私たちに訪れます。神にしかるべき地位についていただくために、私たちはどれだけ自分の利益――この世界に生きている私たちの暮らしの中にあるあらゆる個人的なもの――を手放す覚悟があるでしょうか？これは口で言うのはとても簡単ですが、実行するのはたいへんです。これはまさに戦いです。この戦いは、「どんな代価を払ってでも、主にしかるべき地位についていただく覚悟が本当にあるのか？」という点に帰着します。パウロは言いました、「キリストのために私はあらゆることで損失を被りましたが、それらを塵芥と見なします……」。私たちもこうでなければなりません。もし私たちが少しでも自分の方に向くなら、何か個人的利益に仕えるなら、そして主が道を得られるよう自分を完全に放棄しないなら、その度合いに応じてサタンの王国は発展し、無傷のままになります。サタンの王国に打撃を与えて打倒するのは常に、自分の生死を気にせずに、ただ主に正当な地位と権利を得ていただくことしか関心がない人々によりました。これが義であり、これが戦場です。これは私たちを試すものであり、私たちが人生で何に本当に関心を寄せているのかを試すものです。


  使徒の言葉によると、この行程の最後には義の冠が待っています。「これは義という冠です」とは彼は言っていません。この冠は戦い抜いた義の戦いであり、走り抜いた義の行程であり、無傷のまま保たれた義の性質であり、神は最後にそれを授けてくださいます。神は称賛の印と証し、すなわち義の冠を授けてくださるのです。


  



  命の冠


  



  命の冠。もちろん、これにも困難、苦難、逆境という背景があります。「誘惑を耐え忍ぶ人」。しかし、命は戦場ではありません。命は危険にさらされているものです。これは最初からそうでした――戦いは命がけなのです。最初、サタンは自分のために人類を捕らえて、人類による神の御旨を打倒するために、計画を立ててそれを実行しました。サタンが成功を収めた時は常に、人が神の命を得る邪魔をするというこの方法で成功を収めてきました。なぜなら、神の命とは持続する命であるだけでなく、性質、ある種の性質でもあるからです。この命を巡って戦いが荒れ狂っています。将来だけでなく今も、命は勝利の印です。神に正当な地位と権利を得ていただくためのこの戦場で私たちが勝利するたびに、命が新たに解放されます。主の地位と御旨に関して主との間で論争がなされている所で勝利が勝ち取られ、主に正当な権利が帰されるたびに、直ちに命が立ち上がることを私たちは知っています。この問題に決着がつかないかぎり、命は阻まれたままです。私たちが主のもとに行き、問題を直視し、それについて主と決着をつける時、この妨害はなくなり、命が再び湧き起こってきて、私たちは解放されます。この命を消し去ろうとすること――これこそ敵のあらゆる活動の狙いです。


  さて、御言葉が告げているように、あなたは命がけの戦いの中にあります。あなたを消し去るために、あなたを滅ぼすために、サタンがやって来ます。神の子供として、結果はあなた次第です。あなたがどれくらい主の命を握るのか、この神聖な立場の上にどれくらい踏みとどまるのか、信仰によってどれくらいこの死の働きに抵抗するのか、その程度に応じてあなたは命を知ります。ああ、この戦いはなんと多くの形で、なんと多岐にわたって戦われていることでしょう！ほぼ毎日、私たちの生活にこの問題――死に道を譲るのかどうか――が生じます。死という言葉で私が何を言わんとしているのかはご存じでしょう。私が言っているのはあなたが棺に入れられることではなく、霊的死のことです――あなたの体と思いと霊の上に臨んであなたを包み込む、圧迫と麻痺と暗闇の勢力について言っているのです。朝起きて、「今日はどうしたんだろう」とあなたはいぶかります。特にはっきりした理由もないのに、圧迫感や「死」を感じるからです。あなたはこれをどうするのでしょう？あなたはこれに屈して、「やれやれ、あまり調子が良くないので、少し休むことにしよう」と言うのでしょうか？あなたはそれに屈するのでしょうか？もしあなたがそうするなら、祈りによって実際の戦いを始めるまで、あなたは自分自身を再び解放することはできません。たんなる具合の悪さ以上のものがそこにあることにあなたは気づくでしょう。あなたは命がけの戦いの中にあるのです。私たちはみな、この戦いの中にあります。この戦いは激しさを増しつつあり、拡大しつつあります。こういった単純な個人的形の戦いから、今まさに教会の戦いになりつつあります――これが大切な点です――この戦いは内なる方法で戦われています。教会は本当に立ち上がって、地球上に広がったこの恐ろしい死の波を征服しようとしているのでしょうか？この問題は私たちに任されています。これが問題です。なぜ私たちはもっと早く何が問題なのかを悟らないのでしょう？私たちは二次的要因に注目して、直ちにあれやこれが原因だと考えてしまうのですが、真の原因は別のところから、背後から来ています。そして、この類のことが増えつつあります。私たちは命がけの戦いの中にあります。これは最初から最後まで大問題です。


  さて、戦いを前にして私たちはどうするのでしょうか？「試練を耐え忍ぶ人は幸いです。なぜなら、良しと認められた時、その人は主がご自身を愛する者に約束された命の冠を受けるからです」。私たちはどうすれば良しと認められるのでしょうか？試験問題を投げ捨てて、「こんな試験は受けられません！受けるだけ無駄です！」と言う学生が良しと認められるのを、あなたはこれまで目にしたことはないでしょう。また、「もうこれ以上やってられません！もうやめます！」と言う人が何事かを達成することもありません。「死に至るまで忠実でありなさい」。これに関して最後まで突き進みなさい。これが使徒が言っていることです。あなたは戦いの中にあるのでしょうか？屈してはいけません。あなたには走り抜くべき行程があるのでしょうか？脱落してはいけません。あなたには信頼が必要なのでしょうか？諦めてはいけません。最後まで突き進みなさい。そうすればあなたは命の冠を受けるでしょう。


  



  栄光の冠


  



  「羊飼いの長が現れる時、あなたたちは栄光の冠を受けます」。栄光の冠とは何でしょう？それは義と命の性質の現れにほかなりません。なぜなら、義は隠された栄光であり、栄光は現された義だからです。栄光とは何でしょう？それは何らかの形で輝きとして知覚できる栄光かもしれません。時として、それは人々の間で目に見えるようになる寸前のところまでいくこともあります――これはその人々が主に自分をささげきっており、全く無私の生活を送っている場合です。そのような人々が何らかの輝きを帯びているのを目にすることもあります。物理的な光を帯びていることすらあるのです。いずれにせよ、これを反対の方面から見ると、常に自分のことだけに没頭し、自分の生活に立ちはだかる問題や困難しか関心のない人々の場合、暗い影以外のものをあまり見ないのは事実です。彼らの表情にすら、暗い影が浮かんでいます。彼らは光、輝き、栄光を全く帯びていません。最後には、この実際の文字どおりの栄光がこの人々の栄化された体を通して輝き渡るかもしれません。しかし、その源と座は霊的なものであると信じます。栄光とは主の命の豊かな出現です。栄光とは主の性質――義――の発現であり、まさにその何たるかの表出です。栄光とは罪と死に対する勝利の発現です。


  ペテロの言葉の背景に注目することは大いに意味があります。彼は僕の羊飼いに向かって語り、彼らに群れを養うよう告げます――それは汚れた利得や、称賛や、何かを自分のために得るためではなく、そうする義務があるからでもありません。彼らは無私の心で、利益を求めずに、自分を否んで主の権益のために自己を放棄して、群れを養わなければなりません。主のためにこの働きを行うには大きな代価が必要かもしれませんが、主に満足していただきたいということ以外の動機や目的を抱かずにそうするなら、「羊飼いの長が現れる時、あなたたちは栄光の冠を受けます」。自己の命を完全に退けて、主だけが私たちの視界を満たし、私たちの心を治め、私たちの動機となる時、最後にはこのような結果を迎えることになるのです。


  義――これは神が正当な地位につかれることです。それゆえ、解放、命、勝利がもたらされます。神が正当な地位について、神の命が私たちの内で治める時、最後には栄光という結果になります。この三つの冠、この三つの証印、私たちが勝利して主が心から望んでおられたものを獲得されたことを示すこの三つの印――これを主は主と共に戦ってきた者たちに最後に授けてくださいます。戦場は義であり、この戦いの目的は命であり、この戦いの結果は栄光です。


  どうか私たち全員がこの三つの冠のために走っている姿を主がご覧になれますように。しかしこれは戦い、命がけの戦いであり、内なる戦いです。私は時々思うのですが、もし私たちの戦いが外側の戦いだけだったなら、何か客観的なものを打倒すればよいだけだったなら、とても楽だったでしょう。打倒すべきものが内側にある場合、ほふるべきものが自分自身の場合、ことは簡単ではありません。どうか私たちが死に至るまでも忠実でありますように。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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